
第3節遺構と遺物

富山城跡

調査区は、 Dグリットから北側の部分にあたる。この地区には、試掘結果や古地図などから調査前

から東西方向の外堀の存在を推定していた。そのため表層を重機で除去し、外堀の上面を検出して堀

範囲を確定した上で、 3カ所に大きく トレンチを入れて外堀内部の状況確認を行った。 トレンチは西

から東へトレンチ l、 トレンチ2、トレンチ3とした。その結果外堀の南側上端は、調査区域外であ

る総曲輪通りの範囲に入るため検出できず、堀北側の上端のみ確認した。

SDl （富山城跡外堀 第6図～第10図）

確認した規模は全長が45.94m、幅が12.78m、深さは3.46mとなる。堆積土は、ほぼどのトレン

チも 10層を超える層序で、トレンチ lの第16～18層とトレンチ3の第9～12層以外は各層の層厚は

均ーとなり、層の頭は平坦で、層尻は角状に立ち上がらず、壁へ水平に接し堆積する。さらに層中にラ

ミナ状堆積が見られないことなどから、これらの層は人為堆積と考える。

外堀の底部分はトレンチ lで第16～18層と、トレンチ3で第9～11層が自然堆積土となる。底面

の形状は、やや丸みを持ったトレンチ3の形状に近い様相も見られたものの、平坦なものが主であっ

た。この底面から壁面は、 V字状な傾斜を持ち、直線的に立ち上がる。この壁面では壁を形成するた

めの人為的な盛土を確認した。 トレンチ 1では第19層、 トレンチ2では第17層～21層、トレンチ3

では第12層がそれにあたる。これらの層には円礁の小砂利が多く含まれ、この土で壁面を形成し、 角

度調整を行っていたと考えられる。

外堀の上方では、土塁の痕跡と考えられる堆積を検出した。土塁は外堀上端の北側で見られ、大部

分が後世の撹乱による削平を受けている。土塁の堆積は、層底面が平坦で、層厚の均一な堆積土が何層

にもわたって堆積しているものの、 斜めに堆積するなど厳密な意味での版築とは違い、土叩きもなく

締まりも弱い。この土塁層の下、堀の基盤層となる部分であるが、これらの層は安定した基盤層では

なく、 何層にもわたる水平堆積層で、あり人為堆積土といえる。このこ とから壁面構築には石垣の構築

方法と同じように大きく堀方を掘削し、まずは壁面の構築を行っていたか、または外堀に何時期かの

時期差があった可能性が考えられる。

遺物は陶磁器、 瓦質土器、珠洲、木製遺物が出土した。陶器は、蓋（第10図l、2）や磁器碗（3、4)

皿 （5）や播鉢（6）がある。陶器の蓋は lが土瓶の蓋であり、 2は在地産の土鍋の蓋であろう。磁

器は碗（3、4）皿（5）がある。碗は平形の3や端反形の4などが見られ、ともに肥前系の19世紀代

と考えられる。播鉢は口縁部が欠損し、形状を知るに至っていない。底端部周辺は、使用によって丸

味を持ち糸切り痕が残る。体部全面には鉄粕が施され、胎土は乳白色を呈する。卸目は中太の11本を

l単位とし、密には入らない。堀への混入遺物としては他に珠洲の播鉢片がある（7）。木製遺物は

漆器椀や（8、9、10）しゃもじ（11）がある。漆器椀は、 内外面共に黒漆が施されている椀（8、9)

と内外面ともに朱漆のもの (10）が見られた。8は高台脇から腰部へ鋭く屈曲し口縁端部へほぼ直線

的に立ち上がり、 高台内には朱で『大』の文字が入る。 9は8に比べ大ぶりで、 高台長は長い。高台

脇から腰部へは緩やかに屈曲し、口縁端部へも丸みを持って立ち上がる。高台内には朱で『二Jの文

字が入る。 10は口縁端部、高台部分ともに欠損していて、形状は不明である。高台脇から腰部へは緩

やかに屈曲し、体部は丸味を持ち、 9に似た形状の可能性がある。内外面共に朱漆となる。11のしゃ

もじは柄の部分で一部漆が剥がれるが、ほほ全面黒漆で塗られ、へら部分は裏が黒漆となり、 表は朱

漆になる。
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富山城下町遺跡主要部

溝

SDl （背割下水第12図～19図）

l区のAl8～D18グリッドに位置する。調査区を東西方向に貫く形で検出した。明治期に敷設した

背割下水の底部も、同一範囲で確認した。検出した長さは16.35mで、幅はl.9m、深さはl.25mで、ある。

断面形状は方形であり底面はやや皿状にくほむ形の素堀である。慣lj壁は人頭大の玉石を乱積みに配す

る。この玉石を配するにあたって、現況より大きな堀方を設け、玉石が配置し易い様な傾斜を設ける

地業を行っている。さらに溝の壁際底面には、丸太を配置し、それを杭止めして、その上から玉石を

組むいわゆる胴木として使用していた。玉石の石積みに裏込め土として栗石などの混在はなかった。

石積みは杭によって積んだ石の崩壊を止める程度であり、全般的に見て簡素な作りであったと推察す

る。

土層は29層からなり、溝の上層で、は戦災時の整地土や近代段階の背割下水に関係する堆積土も見ら

れたが、近世段階の溝の廃棄時に堆積した人為堆積土も明瞭に観察できた。近世段階の溝の使用時の

堆積土は底面で若干確認できたものの、溝内は溝さらえが十分に行われていた様で、 層厚のある堆積

土は確認していない。また断面観察から、溝の補修や大規模な改変の痕跡はなかった。

遺物の出土状況は、溝廃絶後に一気に埋め戻している堆積状況から、明治期の遺物から江戸時代の

遺物までが混在する形で出土する。溝の開削時期が明確に判る遺物はなかった。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、土人形、木製遺物、金属製品が出土した。陶器は、碗（第

14図l～ 6）、皿（第14図 7. 11～15、18～21）鉢（第14図 8～10、第15図22、23）、査、護、瓶

類（第15図24～28）合子や紅猪口などが見られた（第14図16.17）。碗は腰張形や半球形のものと半

筒形が見られ、鉄粕が全面に施されたものや灰紬のもの、在地産のビラがけのものなどが出土してい

る。第14図8～10の鉢は、ほぼ鉄柑によるものであり、高台は削り出しとなる。体部下半は露胎とな

り、口縁端部は、第14図9のように平坦で内湾する形のものが見られた。皿は第14図11が志野の折

縁皿である。貫入が入り、鉄絵で笹ノ葉文を描いている。鉄絵の入るものは、他にも見られ（第14図

12、13）、 13は輪花皿となる。14は灰柑を施す皿である。底部から口縁端部へ丁寧なロクロヘラケズ

リが施され、底部の厚みは非常に薄いっくりとなる。在地産のもので、越中丸山焼の可能性が考えら

れる。口辺部外面だけに、漆痕か煤痕が残る。第14図15は灰紬を施し、見込みは蛇ノ目柚ハギとなる。

高台は削り出しとなり、高台脇から口縁部へ緩やかに立ち上がる。第14図18はひだ皿であり、鉄粕

を施し、体部下半は露胎となる。第14図19～21は灯明受け皿の台無しである。明確な使用痕跡はない。

第15図22、23の鉢は灰柚（22）や白泥し透明柚を施す（23）。 22は口縁部が直角に折れるもので、瀬

戸美濃の植木鉢と考えられる。23は底部片のみであり、削り出し高台となり体部は直線的に立ち上が

る。第15図24～28は壷、斐、瓶類である。25と26は在地産の壷であり、口縁部は内側に受け部を設

け蓋が付く形となる。器厚は薄く 26の頭部には幾条もの短線を配す。 28は肥前系陶器の大型の歪であ

る。内外面共に鉄柚を施し、頚部は直立し口縁端部は玉縁上に肥大する。第15図32は賓油歪である。

体部外面は下半に露胎部分が見られるもののそれ以外は灰柚を施す。底部は回転糸切り未調整となる。

磁器は肥前系でほぼ占められ、碗や皿が出土している。第16図33～43は碗である。碗は丸形、腰

張り形、半筒形などが見られ、文様も菊花文、松葉文、矢羽根、渦巻き、草花文などさまざまである。
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18 10YR4/1褐灰色シルト粗粒砂多く含む。（近世背割下水埋土）

19 10YR3/1黒褐色シlレト中粒砂多く含む。径5cmの傑多く含む。（近世背割下水埋土）

20 2. 5Y4/2暗灰黄色シル卜細粒砂含む。（近世背割下水埋土）

21 5Y3/1オリ ブ黒色シルト細粒砂含む。（近世背割下水埋土）

22 2. 5Y3/1黒褐色シルト 1OYR6/1灰色粘土質シルトを含む。（近世背割下水埋土）

23 2. 5Y5/3黄褐色中粒砂径5～10cmの小磯多く含む。（近世背割下水埋土）

24 1 OYR3/1黒褐色シルト細粒砂含む。（近世背割下水埋土）

25 7. 5Y4/1灰色中粒砂径5～10cmの小傑多く含む。（近世背割下水埋土）

26 5Y4/1灰色シJレ卜細粒砂多く含む。（近世背割下水埋土）

27 2. 5GY6/1オリ ブ灰色粘土質シルト（近世背割下水埋土）

28 5Y3/1オリーブ黒シル卜と5G7/1明緑灰色シルトとの斑土細粒砂含む。（近世背割下水埋土）

29 10YR2/1黒色シルト傑多く含む。（近世背割下水埋土）

L=6. OOOm一一

I 2. 5Y5/2暗灰黄色粗粒砂磯多く含む。（盛土層）

Na 10Y6/1灰色粘土質シjレト（地山）

Ne 5G7/1明緑灰色シJレト極細粒砂含む。（地山）

Nh 10Y4/1灰色粘土質シルト（地山） 口：近代以降背割下水側石

口 ：地山部分

1 10YR3/4暗褐色粗粒砂礁極めて多く含む。（戦災層）

2 10YR3/1黒褐色シJレト粗粒砂極めて多く含む。（戦災層）

3 7. 5Y3/1オリ ブ黒色細粒砂 10YR3/1黒褐色シルトを含む。（戦災層）

4 2. 5Y3/1黒褐色シルト磯含む。（戦災層）

5 7. 5YR3/4碕褐色シJレト焼土、ガラ多く含む。（戦災層）

6 7. 5YR4/1褐灰色シルト焼土、ガラ多く含む。（戦災層）

7 7. 5YR4/3褐色シルト焼土、ガラ、礁多く含む。（戦災層）

8 7. 5YR3/1黒褐色シルト径10～20cmの傑多く含む。（戦災層）

9 1 OYR3/1黒褐色シルト礁極めて多〈含む。（戦災層）

10 10YR3/1黒褐色シlレト様、焼土ブロック含む。（戦災層）

11 7. 5YR4/4褐色シルト中粒砂含む。径5cmの礁多く含む。
（近代以降背割下水埋土）

12 2. 5Y4/1黄灰色シjレト細粒砂含む。径10～30cmの小様多く含む。
（近代以降背割下水埋土）

13 1 OYR4/2灰黄褐色シJレ卜細粒砂含む。径10～20cmの小磯多〈含む。
ガラス片等含む。（近代以降背割下水埋土）

14 2. 5Y3/1黒褐色細粒砂植物片多く含む。（近代以降背割下水埋土）

15 1 OYR5/1褐灰色中粒砂（近代以降背割下水埋土）

16 1 OYR5/1褐灰色シルト細粒砂多く含む。（近代以降背割下水埋土）

17 N3／暗灰色シルト中粒砂多く含む。（近代以降背割下水埋土）
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第16図40の内面には酸化した鉄分が塊状になった物が、碗内に入った形で出土した。この酸化の

状況からこの塊は、お歯黒の可能性が考えられる。皿は五寸皿や大皿が中心であり、器厚が厚手で全

体的にどっぷりとした感じのいわゆる『くらわんか手Jのものも見られた（第16図45、46、第17図

51）。また第16図47には焼継ぎ痕が見られるものもあり、当時は日常的に物を修理して使用したこと

が分かる。

これら磁器の時代は、大皿の一部に 17世紀後葉からのものがあったが（第16図48）、その多くは

18世紀前葉～中葉に集中し、一部には18世紀後葉にまで至るものも見られた。越中瀬戸は皿、ひだ

皿、匝鉢、鉢、広口壷などがある。皿は高台の付くものと無高台のもの（第17図60、61、第18図62

～66、第四図86、87、88）と 2種類見られ、有高台のものは少ない。有高台のもの（第四国67、68、

69）は高台が削り出しであり、内底面に粕止めの段は見られなしミ。 67は見込みが蛇の目粕はぎとなり、

68、69は無紬となる。 高台は端部が三角形となり、 67、68は灰柑を施し、 69は鉄車由が施されていた。

69の底部高台内には『－jという墨書が見られた。無高台のものは、総じて鉄紬となり内底面まで施

す。内底面には、すべてに重ね焼き痕を確認できる。外底面は回転糸切り未調整であり、施柑はされ

ない。ひだ皿（第18図70）は l点出土しており、鉄柑により漬け掛けされている。高台は削り 出しと

なり、体部下半は露胎となる。内底面は無粕である。 71～75は匝鉢である。内外面ともに鉄紬がかか

る。 75の内底面には重ね焼き痕が見られる。底部は回転糸切り未調整であった。 76～78は広口査であ

り、内外面ともにロクロナデによる調整が行われ、鉄紬が施されている。 79は鉢であり鉄柑が施される。

底部は回転糸切り未調整である。ひょうそくは2点見られ（57、58）、鉄粕がかかる。越中瀬戸の時

期は、皿から宮田編年（宮田 1997) II期の特徴とされる紬止めの段は見られず、口縁部は外方へ延び、

高台は削り出しとなる。高台は断面三角形ではあるものの、内底面には印花文を無高台、有高台の皿

ともに全く見ることができない。この様な様相と共搬している肥前系磁器の状況から、 E期よりさら

に新しいE期以降の段階の可能性を考えたい。土師質土器は皿が出土し、この多くには煤痕が見られ、

灯明皿として使用されていたものと考えられる。皿の形状には底部から口縁部へ直線的に立ち上がり、

体部下位で強く 屈曲して外反し口縁端部に至るもの（第四岡82～85、89）とほぼ直線的に口縁端部

に至るもの（第四図90、91、94～96）体部中位で内斜し、扇平な形のもの（第19図旬、 93）と径の

大きいもの（第四図97、98）が見られた。これらすべて底部は回転糸切り未調整であり、手づくねと

いった非ロクロのものはなかった。措鉢は在地系などの陶器（第四図101、104）と越中瀬戸のもの（第

四図的、 100、102、103）があった。播鉢はすべて鉄紬が施され、特に越中瀬戸のすり鉢は胎土が粗く、

乳白色と赤褐色のものが混在していた。 却目は均一に内面全面に万遍なく入る。底部の残る 102は回

転糸切り未調整となる。金属製品は、古銭の寛永通宝（第四図105）、天秤の皿と考えられるもの（第

四図106）とキセルの吸い口（第四図107）かんざし（第四図108、109、llO）が出土した。石製品は

砥石（第18図80）と硯（第18図81）が見られ、土製品としては箱庭道具に使われたと考えられる宝塔（第

15図）と大黒（第15図30）や土人形の狩抱き人形（第15図31）などが出土した。木製遺物には草履

の芯が出土している（第四図lll）。側面には紐を通す穴を確認した。

p
h
u
 

つ山



＿，－、，＿r

ニ－~乙ー

＝－~守時
以

戸一ー ーー、／

I 

＼ 」ヲグ12

刻 &717て二Lノ
＼ 

1、ふ！ー

／＼、），

／ 

己己

企）
、こグ16~5 

弐ヨ亘長汚9

／ 

又と孟三~
15crn 

1:3 

で主三万
。

背割下水 CSD1）遺物実測図その1( 1: 3) 

円

iつμ

第14図



足訟忌骨
内
《
u

nJι 

一

J
d

' ' 
' ' 

31 

32 

28 

26 

遺物実測図その2( 1 :3) 

-28-

15cm 

背割下水（SD1)第15図

1:3 



／ ’ 

34 35 

＼ーィ

島

一一一一一

、ノ、，
36 

I I 

言 ／

p圃

事一

J 二子
第16図 背割下水 CSD1)遺物実測図その3( 1: 3) 

ハ
可
Uつω



、、

＼「一』＝マグ56

53 

」』59

実三日：1、ミ~ヨヨ哩ヲ57

!Scm 。

背割下水（SD1)遺物実測図その4(1 :3) 

ハUηJ
 

第17図

1:3 



セシゴ
実ヨ二グ；6

ハハ

J一二

キヨヨ；： 三戸~4 て豆三三

＼平4三戸づ；F

＼三王三ラア68

71 

弓ヨ〆
／むと＼

( ｛＇内〉
九＼ Xきそごシ j

' 76 

72 

＼～一ー－ －－〆／ 69 

でてヨ三マ

'r:t"－－－、

73 
! ,' 77 

81 

仁二二コ

口－使用痕範囲

。 15cm 

74 

1:3 

第18図 背割下水（SD1)遺物実測図その5( 1: 3) 

c二二こコ 80 

1
1
4
 

つd



困6l'.l長

pι 門〆
U

cs: l) 9（／）を困[I§：：話助事ClOS）本土［I曇畢

laJ ll l
 

i
 

l
 。

60l 

a 

Ol l 

国

@I. 

回

＠ 

s:1 

·~ 

。 出コg1

OOl 

（困聾ω宜何1/,2.'1料、調；：図

L6E_ーで〉 ~－~三
l6~壬ミヘ

pn
u 

n〉
U

176〆勾三＼

L8~ミュ

（＇.£主三、

88~込

vν干：＼8~ヰ三

6シ戸干＼

~I 

－「Y寸－＼ノS6イヰ：

与に日r



SD53 （第6、11、20図）

l区のB14～B 18グリッ ドで検出した。新旧関係にあるSDlより時期は古い。SDlのさらに調査区

南側には、断面形が方形のSX254が立地しており、これがSD53の延長部分の可能性もある。しかし

遺構の深さや平面形などに差異があることから、別番号を記した。

遺構の軸方位は南北方向に向き、規模は全長16.71m、 1j1~l.7m、深さ0.45mをはかる。断面形状

は逆台形であり底面は、中央部分がやや窪む形で、側面は緩やかな傾斜となる。堆積土は2層からな り、

第l層からは炭化物や焼土を多く含む特徴が見られることや、ほぼ単層に近い堆積であることから人

為的に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は陶磁器や越中瀬戸、土師質土器が出土した。第20図1は陶器の皿で緑色が濃く発色した灰粕

によって内面は全面、外面は体部上方を柚がけし、体部下半は露胎となる。7は身の浅い皿であ り、

体部外面はロクロヘラケズリとなり、内面は鉄柑を刷毛塗する。2～6は磁器の碗、皿であり、碗は

端反り（3）や腰丸（4）のものが見られた。時期は18世紀後半が主を占めながら、 19世紀代のもの

( 3）も見られる。土師質土器皿（8）は、大振りで15世紀後半～16世紀代のものと考えられる。

SD81 （第6、11、21～24図）

l区のC16～Dl6、C17～D 17グリッドで検出した。遺構の軸方位は東西方向を向き、調査区中央

部分で止まる。規模は全長7 .86m、 Jjl~0 . 58m、深さ 0 . 52 mをはかる。底面は一定でなく、起伏に富む。

側壁は底面から上端へ緩やかな傾斜で立ち上がり 、中位でテラス状の平坦部分を設ける。層は6層か

らなり、一部分では人為堆積が見られるが（6層、7層）、自然堆積が主である。

遺物は、陶磁器や越中瀬戸、土師質土器などの器物のほか、木製遺物や金属製品、石製品が出土した。

問器は碗、鉢、播鉢があり、肥前系と在地系のものである。第20図9は肥前系の碗である。腰丸形で、あり 、

体部外面は刷毛目となる。鉢は第20図10、12であり、大鉢である。10は内面が刷毛目であり 、白色

の化粧土を使っている。鉄粕は口縁部のみかかる。高台は逆三角形に削り出す。12は全面鉄柚で、花

弁と剣先形の陰刻が施される。高台は方形に削りだす。 10が17世紀後葉～18世紀前葉。 12は18世紀

前葉～中葉頃と考えられる。播鉢は第20図11と第21図lがいずれも在地系である。第20図11は下地

に薄い鉄柚を掛け、口縁端部のみ濃い鉄柚を施すもので、底部は回転糸切り未調整である。第21図1

は。体部外面に黄色に変色した灰粕が施され、高台周辺は無粕となる。卸目は細く細かい単位で高台

内には 『カ』という墨書がある。磁器は碗、 小杯、猪口、 皿、蓋、段重、火入れが出土した。碗、小杯、

猪口は第21図3～12、第22図19～22であり碗は丸形、腰丸形がほとんどで、端反形 (19、20）はご

く一部の出土で時代も新しい。端反碗の産地は瀬戸美濃系である。 皿は五寸皿や中皿、大皿の他に輪

花皿が見られ（第21図14、16、17）、14のように色絵のものも出土している。さらに大皿には、 『上手』

に入る様なものも見られ、全般的に質は高い。蓋 （第22図23）は端反碗に合うものである。第22図

25の火入れは、キセルの灰を捨てる時についた打痕が残る。磁器の年代は、 18世紀前葉～中葉の範曙

に入る一群と（第21図3～7、13、第22図21、22）と 18世紀中葉～後葉の時期の一群 （第21図8～

12、14～18、第22図23、25）、さらに19世紀前葉の一群（第22図19、20）がある。遺物の時期幅は

広いが19世紀代は量も少なく混入と考えられる。土師質土器は倍熔鍋（第21図2）が出土し、底部

内外面には煤痕が見られ、耳はない。木製遺物は漆器椀、結桶、樽、曲物底板、草履の芯、栓などが

出土した。漆器椀は外面黒漆、内面朱漆のものである。外面には錫とベンガラから成る金色の蒔絵を

配す。樽の蓋や底板には焼印が入札不明（31）砂口 （佐カ） (29）塩惇 （32）佐（33）砂カ （30）となる。

31には加工によって付いた鋸線状痕が明瞭に残る。
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曲物底板（第23図36）には墨書があり 『口そ＼光口口Jと書かれていた。結桶側板も数枚出土している。

第24図38や第24図39、40は外面の上方に植が入る方形の窪みを設けるものが見られ、内面下方には、

撃による加工痕が読み取れた。金属製品は鋤先（42）が出土した。

SD166・173・272（第11、25図）

SD166、SD173、SD272はSK132やSK152によって壊されたり、調査区の形状によって分断するため、

別番号を付したが同一の遺構である。l区2区のD14～Fl4グリッドで検出した。遺構の軸方位は東

西方向を向く 。規模は全長19.38m、幅1.04～l.47m、深さ0.27～0.31mをはかる。断面形状は方形

であり、底面は平坦であった。堆積土は単層で、遺構底面の側壁よりの部分には小石が列をなして配

されている箇所もある。

遺物は磁器、越中瀬戸、土師質土器が出土したが、遺構深度が浅いことと、出土遺物の時期に聞き

があり時間のまとまりが見られない事から、遺構に伴った遺物とは言い難い。

SD166の出土遺物には、陶器皿、土師質土器皿などがある。第25図lは陶器の皿である。底部は削り

出しの蛇の目平高台となり、柑薬は底部内面に褐色系の灰柚を施し貫入が入る。また目跡も見られた。

2は陶器の皿であり、高台は削り出し高台で底部内面には鉄柑がかかる。3は土師質土器の皿で、手

づくねタイプのものである。底部は欠損し口縁部のみのもので、口縁端部には煤痕が見られる。15世

紀後半～16世紀代の可能性が考えられる。

SD173の出土遺物には磁器の蓋と土師質土器の皿がある。4は肥前系の広東碗の蓋であり、 18世紀

後葉～19世紀前葉頃のものと考えられる。5は土師質土器の皿で非ロクロ成形のものであった。15世

紀後半～16世紀代と考えられる。

SD166 

、＼出ζ プi hこ二I ， ~·~3 

SD173 

戸コベ、

園－煤（灯芯油痕の範囲）

4 。 15cm 

1:3 

第25図 SD166、173 遺物実測図（1 :3) 
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SD264 （第11、26図）

2区のE16～F16グリッドで検出した。遺構の軸方位は東西方向を向き、 調査区域外へ広がる。 新

旧関係のあるSK265より時期が古い。全長は6.96m、幅2.35m、深さ0.28mをはかり、断面形はU字

形となる。堆積土は3層で、各層の厚さは一定の堆積であったことから、人為堆積土の可能性が高い。

遺物は陶器の皿と越中瀬戸が出土した。第26図lは陶器の皿で、高台は削り出しで、やや灰色の長

石柚が内底面と体部外面上方にかかる。内底面には鉄絵が見られる。2は越中瀬戸の皿であ り、灰紬

がかかる。見込みには紬止めの段はなく、 手由は掛かからない。高台は削り出しで三角形となる。3は

越中瀬戸のひだ皿で鉄紬と灰紬を掛け分ける。見込みには緩い段状の突起がまわり 、中央部には刻印

が見られる。高台は削り出しとなる。越中瀬戸の時期は宮田編年E期以降と考えられる。

SD284 （第11、26図）

2区のK9～Kll、L19グリッドで検出した。遺構の軸方位は南北方向を向き、やや弧を描くよう

に調査区内に立地する。溝の北端は撹乱によって消滅しているが、検出位置から調査区域外へ広がり

があったものと推測する。南端は、撹乱等によって状況は不明であるが、 調査区域外へ向かわず調査

区内で止まる。規模は全長12.05m、幅1.54m、深さ0.40mをはかる。 断面形状は方形であ り、底面

は平坦で、ある。堆積土は3層からなり、自然堆積土であった。

遺物は磁器が出土した（第26図4の碗と 5の皿）。碗は形状から、17世紀中葉頃の初期伊万里である。

5の皿は中国景徳鎮産で小野Bl群（小野1982)15世紀後半～16世紀前半となる。越中瀬戸は皿、ひ

だ皿、向付である。6の皿は見込みに漆が付着し、紬止めの段がわずかに残る。灰粕は内面のみで高

台は削り出しである。 7のひだ皿は見込みに柚止めの段が見られ、鉄紬を施す。高台は削り出し。 8

の向付は灰紬を施し、見込みに印花文を配す。越中瀬戸の時期は宮田編年E期頃と考えられる。陶器

の9は天目茶碗で鉄柚を施す。高台は削 り出し高台で、体部外面下半は露胎となる。

SD264 

／ 

ミミ正三オ

℃ゴ~；
。 15cm 

1:3 

第26図 SD264、284 遺物実測図（1 :3) 
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井戸

SEllO （第27～30図）

1区のC16グリッドに位置する。堀方は隅丸方形で、その中心部分には宇野分類のBII a類（宇野

1982）にあたる縦板組無支持の井戸側がある。安全面から遺構底面までは確認できなかったため、 水

j留の有無は不明である。堀方は長軸4.15m、短軸3’69mで

堀方の断面形状はまつすく、、緩やカ、に傾斜し、井戸側2段目底面付近で堀方の幅が井戸側よりやや大

きくなる程度に狭くなる。堆積土は確認しできたもので3層からな り、西側から人為的に埋めている

ことが堆積状況から判明した。

堀方からの遺物の出土は陶磁器、土師質土器などがある。井戸側は3段目の存在までは確認したが、

作業の安全上の問題から 2段目の取り上げにとどめた。l段目は後世の撹乱によ り上端は激しく破損

しているが、 l、2段ともに出土時には自立し、側面などには腐食して欠損した植の結束の痕跡や製

材、加工時の工具痕などが明瞭に観察できた。井戸側板の加工痕は l段目と 2段目では、その様相が

異なる。 1段目の表面は、どの板材も鋸線状痕が明確に見られ、その材の両端には、平坦な面を持つ

l単位の加工長の長い加工痕が見られる。それが2段目に至るとその作りは一変する。表面には、 l

段目の時に見られた鋸線状痕は全く見られなくなる。その代わりに表面には、幾筋もの鏑による調整

痕が見られるようになる。裏面については、その下方で l、2段ともに撃による加工が施される。そ

の刃の向きも 1段目は横方向へ入るが、 2段目は斜めに入れるなど共通した部分が見られないが、こ

の違いについては、井戸の作り替えや、井戸を構築した時の使用材が、他の井戸からの転用材であっ

たから、または井戸側の補修から来る時間差による ものなど、い くつかの仮説が考えられる。土層断

面や平面からその痕跡を裏付ける ものは見られないが、 後述する出土遺物の幅が18世紀中葉前後と 19

世紀代の2つのまとまりが見られるなど、遺構の構造と類似する点があり注目される。

文字資料は側板の木口部分に3カ所見られた。すべて焼き印でありNo.38はOに 『山』以外はOの中

に入る文字は記号が不明瞭となる。 l段目と 2段目の接続方法は l段目が2段目の上に乗る形で結束

されていた。

出土遺物の時期は幅が広く、18世紀中葉前後と 19世紀代がある。遺物は陶磁器、越中瀬戸が井戸堀

方から出土した。陶器は碗 （第28図1、2）と餌猪口（5）がある。1は唐津の碗であり、鉄柚によ

る刷毛目が見られ18世紀前葉～中葉頃のものである。 2は京、 信楽系で体部外面の文様には赤や緑な

どの色を使った彩色が加えられ、 18世紀代と考えられる。5も京、信楽系である。灰紬を施し、 薄っ

くりとなる。体部側面には把手が付く。磁器は、碗 （6、7）、皿 （8～9、11）段重 （10）が出土した。

碗は丸形のもので、全体的に厚手の『くらわんか手』となり、18世紀前葉頃のもので、 7は端反碗であり、

19世紀前葉～中葉頃となる。皿は8が体部外面に唐草丈が入札内面には斜線と白抜きの文字が見ら

れる。18世紀後葉～19世紀前葉となる。 9は輪花皿であり、漆継ぎのあとが残る。文様は底部内面に

非常に椴密な手による草花文が見られる。 18世紀後葉～19世紀前葉。 11は内外面とも に青磁柚が掛

かり、見込みは蛇の目紬はぎとなる。高台径が大きい。 18世紀前葉か。 10は色絵の段重であり、九谷

様の文様が体部外面に入る。 18世紀中葉～後葉頃と考えられる。 磁器はすべて肥前系であった。越中

瀬戸は向付ーの3と4の灯明受け皿が見られた。この灯明受け皿は油を皿の見込み部分へ流し込む、切

り込みが見られない事から托として使用した可能性も考えられる。これら遺物については宮田編年E

期頃のものと考えられる。
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L=7 OCCm －一一

L=6. OCCm 

1 N3／暗灰色粘土質シJレト径10～20cmの2.5GY7/1明オリーブ灰色粘土質シJレトブロックわずかに含む。（SEl10掘方埋土）

2 N5／灰色粘土質シルト径10～20cmの2.5GY7/1明オリ ブ灰色粘土質シルトブロッウ多く含む。
径40cmの2.5GY7/1明オリ ブ灰色粘土質シルトブロッヲわずかに含む。（SEl10掘方埋土）

3 N2／黒色粘土質シルト径10～20cmの2.5GY7 /1明オリ ブ灰色粘土質シルトブロックわずかに含む。
径40cmの2.5GY7 /1明オリ ブ灰色粘土質シJレトブロッヲわずかに含む。（SEl10掘方埋土）

Ne N6／灰色シルト（地山）

Nk N7／灰白色粗粒砂（地山）

。 口 ：地山部分

1 :40 

第27図 SE 110 遺構平面図、断面図（1 :40) 
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第28図 SE110 遺物実測図（1: 3) 
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第29図 SE 110 井戸側板1段目実測図（1: 6) 
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第30図 SE110 井戸側板2段目実測図（1: 6) 
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SE242 （第31、32図）

l区のB18グリッドで検出した。新旧関係にあるSDlより古く、上部構造はSDl設置時に破壊され

不明である。堀方は隅丸方形で、中心部分には、宇野分類のBII a類にあたる縦板組無支持の井戸側が

ある。底面には水i留などの施設は見られない。堀方の規模は長軸l.47m短軸l.43m、残存していた深

さはl.14mで、あった。

堀方の断面形状は逆ハの字形であり、堆積土は2層からなり、粘性の強い土で埋められている。井

戸側は1段だけ出土した。樹種はスギで、側板の植は腐触で残存しないが、その痕跡から最低3カ所

で結束していたことを観察した。井戸側の表、または裏面は木理に合う形で縦方向に段が残り、さらに

板材に対し横方向に、直線的な刃止ま り痕が何カ所かにわたってある。 このことから、 打割による材

の製材が考えられ、製材方法で他の井戸側との聞に違いが見られる。またこの板材の表裏面には、了

時fな調整加工は行われておらず、特に裏面には鏑による細長い窪む断面形の痕跡が幾条にも見られた。

AMSウイグルマッチング法による年代測定をこの井戸側の材を使っておこない、 16世紀～17世紀

ii I葉頃の年代であった。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器と、木製遺物、金属製品などが出土した。陶磁器は細片が多

く、実測に耐えうる遺物は少ないが、 17世紀後半代の磁器皿などがある。 しかし、この井戸を壊 して

設置しているSDlからの遺物の混入の可能性も考えられ、遺物から遺構の時期の特定は難しい状況に

ある。遺物は井戸堀方からの出土はなく、井戸内の上層からの出土であった。 1は越中瀬戸の向付で

ある。鉄柚を施し、見込み部分は柚はぎとなる。高台は削り出しである。宮田編年のE～E期頃と考

えられる。2は金属製品でl点出土している。飾り金具的なものと考えられるが、用途不明である。
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1 10YR3/1黒褐色シルト蝶極めて事〈含む。 （償乱層）

2 10YR3/1畢褐色シルト様、焼土ブロック吉む。（撹舌し層）

3 2. 5Y3/1黒褐色シルト10Y6/1灰色粘土質シルトを吉む。
(SD001掘方埋土）

4 2. 5Y3/1黒褐色シル ト（SDOOI担方埋土）

5 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト様極的て多く吉む。
(SE242弁戸枠内埋土）

ー。 6 2. 5Y3ハ揖褐色粘土質シルト
10Y4ハ灰色粘土質シルトブロックを吉む。（SE242掘方埋土）

SP51 

。

7 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト礎吉む。 （SE242掘方埋土）

Na 10Y6/1灰色粘土質シルト（地山）

IVh 10Y4/1灰色粘土質シルト（地山）

!Vi 7.5GY4/1暗緑民色組粒砂楳極めて多く吉む。（地山）

Va 5GY5/1オリ ブ灰色粗粒砂・細粒砂（地山）

SP51 

口 ：地山部分

2m 

1 :40 

第31図 SE242 遺構平面図、断面図（1 :40) 
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第32図 SE242 遺物・井戸側板実測図（1:3・1・：8)
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SE248 （第33～ 35図）

1区、調査区南側の壁際で検出した。井戸の上方は、後世の撹乱によって大きく削平を受けていた

が、堀方の一部や井戸側は残存する。堀方は楕円形で、中心部分には、宇野分類のBIla類にあたる縦

板組無支持の井戸側が残る。底面での水i留はなかった。堀方の規模は長軸l.27m短軸0.64m深さ 1.45

mをはかる。

堀方の断面形状は漏斗状に下方が狭くなる形状で、堆積土は第9層のみとなる。遺物は井戸の上層

より出土したものに陶磁器が多く見られるが、撹乱による混入の可能性が高い。

井戸側は一段で、材は全長l.5m前後で、ある。腐食により植の残存はしないが、痕跡から 4カ所で

結束していたことを確認した。

側板の表面には、製材時または井戸側作成時の加工痕が明確に見られる。鋸線状痕が材の縦方向に

見られることから、材の製材には鋸を使用していると考えられる。さらに鋸線状痕の両端に平坦な面

を作り出している切削痕があり、この切削痕は、鋸のものより後に付けられることから、製材後の井

戸側を組み合わせて、曲面を作り出す工程の加工と考えられる。この痕跡は l単位の加工長は長く、

平坦な切削が行われていることから、突き撃や台鈎系の丸錨による痕跡の可能性も考えられる。井戸

側の最下端部分、いわゆる井戸の最低面となる部分には、内側へ屈曲する加工が施されている。井戸

側の裏面は腐食によって、加工の痕跡は明確には見られない。

遺物は陶器、磁器、越中瀬戸や木製遺物の曲物や箸状木製品などが出土した。陶器は第34図3の

鉢が出土した。内面と体部外面上方に鉄粕を施す。磁器は碗（5）、猪口（4）、皿（ 6）、瓶類（7) 

が出土した。碗は端反碗であり、幕末～近代頃のもである。それに比べて猪口や皿、瓶類は18世紀代

の範轄に入る。 4は18世紀前葉、 6は18世紀後葉、 7は18世紀中葉～後葉となり時期差があるため、

端反碗は混入であろう。越中瀬戸は灯明受け皿の台無し (1）と匝鉢（ 2）が出土した。 lは鉄柚に

が施され、底部は回転糸切り未調整である。 匝鉢は鉄柑が内外面に施され、見込み部分には柚はかか

らない。建水的な使用の可能性も考えられるが、不明である。越前焼の聾（第35図2）も出土してい

る。非常に良く焼締まり無粕となる。口縁端部は平坦で頚部は直立する形となっている。 17世紀代以

降と考えられる。瓦は 1点出土している（第35図3）。丸瓦で先端部と玉縁部分が欠損する。凸面に

は削り痕が見られ、釘穴も確認できる。凹部には布目痕とケピキ線が入る。近世瓦と考えられる。

木製遺物は曲物の蓋（第35図4、7）底板（ 6）樽の蓋（ 5）などが出土した。 4や7の蓋には円

盤状の板の両端に桜の皮でできた突起が見られ、 7には把手が付いていたであろう場所に釘穴が確認

できる。結桶の蓋には、円形の穴が見られ、側面には竹釘が確認できた。
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1 2. 5Y3/1黒褐色シルト礎含む。焼土ブロツヴわずかに含む。（撹乱層）

2 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シル ト2.5Y3/1黒褐色シlレトブ口ッヲを含む。（撹乱層）

3 5GY5/1オリーブ灰色細粒砂 5Y3/1オリーブ黒色シルト、炭化物、焼土ブロッヲ含む。（撹乱層）

4 10YR3/1黒褐色シルト様、腐植物事〈含む。（撹乱層）

5 2. 5Y3/1黒褐色シルト礁含む。（撹乱層）

6 5Y3/1オリーブ黒色シル ト磯含む。（撹乱層）

7 2. 5Y3/1黒褐色シjレト （撹乱層）
5GY5/1オリーブ灰色粘土質シル トブロックを含む。E聖書く含む。

8 2. 5Y3/1黒褐色シJレト楳含む。
最下位に7.5GY4/1暗緑灰色粗粒砂含む。（SE248井戸枠内埋土）

9 5GY4/1暗オリーブ灰色細粒砂（SE248掘方埋土）

Nd 7. 5GY4/1暗緑灰色細粒砂（地山）

Ng 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルト （地山）

Nh 10Y4/1灰色粘土質シル卜 （地山）

Ni 7.5GY4/1暗緑灰色粗粒砂 礁極めて多く含む。（地山）

Va 5GY5/1オリ ヲ灰色粗粒砂 ・細粒砂（地山）

Vb 2. 5GY5/1オリーブ灰色細粒砂（地山）

。

第33図 SE248 遺構平面図、断面図（1 :40) 

49 

-0 
SF53 

SPも3

口：撹乱部分
口 ：地山部分

1 :40 

2m 



2 

川 J:J二ν
＼ － －－戸戸，F‘ ー戸田，．

'1 / 

／ 

モj

＼ 

、 〆
〆

、、 ／ 
〆

3 

てと三巴只

¥, _),], 三：~5

、 ノ／

＼＼ 

ト「戸6

口 ：使用痕範囲

。 陶磁器 15cm 

1:3 

。 側板 40cm 

I :8 

No25 No13 

No1 

8 

第34図 SE248 遺物・井戸側板実測図 （1:3・1:8) 
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SE273 （第36図）

2区のKlO、L10グリッドに位置する。堀方の平面形は楕円形で、新旧関係にあるSK282より新しい。

堀方の規模は長軸2.17m、短軸2.09m、確認した深さはl.99mで、ある。井戸側は 1段分の確認はできたが、

作業の安全面から側板の取り上げにとどめ、 2段目以降や底面の確認には至っていない。

堀方の断面形状は壁南東側の壁がほぼ垂直に底面に至るが、北西側は直線的に底面へ向かい中位で

テラス状な平坦面を設け、緩やかな傾斜で底面へ向う。堆積土は2層からなる人為堆積であり、井戸

廃絶時に埋め戻されたものと考えられる。

遺物の出土はなかった。

、く人／~ヘ

ベ3
SP33 

SE273 

CJ 

y 

＼〈

叱ブ

撹乱

0-

"'" 

～～～、

SP33 SK282 

SP32 

L=7. OOOm 

L=6. 500m 

L=6. OOOm 

L=5. 500m 

甘ア「「1寸寸前
II II II I Ill 
1111111111 
11111 I 1111 
11111 I I Ill 
11111 I 1111 

口：撹乱部分
口 ：地山部分

1 5Y5/1灰色シルトと7.5Y7 /3浅黄色シルトとの斑土中粒砂含む。炭化物、焼土含む。（SE273埋土）

2 5Y4/1灰色シルトと7.5Y7 /3浅黄色シルトとの斑土中粒砂含む。炭化物、焼土含む。（SE273埋土）

3 7. 5Y6/1灰色シルトと2.5GY7 /1明オリーブ灰色シルトとの斑土中粒砂含む。 （SK282±里土）

4 5日Y6/1オリ ブ灰色シJレ卜 中粒砂含む。 2.5日Y7/1明オリ ブ灰色シJレトブロッヲを含む。（SK282埋土）

5 N4／灰色シル ト粗粒砂含む。 5G7/1明緑灰色シルトブロックを含む。（SK282埋土）

6 7. 5Y4/1灰色シjレ卜中粒砂含む。炭化物含む。（SK282埋土）

7 7. 5Y6/1灰色シルト 細粒砂極めて多く含む。（SK282埋土）

8 5G7 /1明緑灰色シJレト極細粒砂含む。（SK282埋土）

L=5. OOCm 

2m 。
1 :40 

遺構平面図、断面図（1 :40) 
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SE281 （第37,39、40図）

2区のLl2グリッドに位置する。調査区東際で検出し、遺構の一部は調査区域外へ広がる。堀方は

楕円形で、中心部分には宇野分類のBII a類にあたる縦板組無支持の井戸側を確認した。安全面から底

面までは確認できなかったため、水i留の有無は不明である。堀方は長軸2.19m、短軸l.03mで、確認

した深さはl.82mとなる。井戸側は3段以上からなり、側板の取り上げは安全上2段まで、について行っ

た。

堀方の断面形状は直立し堆積土は5層からなる。井戸設置時の埋土で焼土が入る層（第2層）や礁

が入る層（第3層）以外には地山由来のブロック土が混入する。

出土した2段分の井戸側のすべての表面には、鋸線状痕が板材の縦方向に見られ、製材段階で鋸を

縦挽きに使用した事が伺える。この鋸線状痕の両端には平坦で刃運びの 1単位が短いものが多く見ら

れ、突き撃や錨による加工痕のものと考えられる。また一部の側板材では、小型の平刃の折か盤、詑

によると考えられる加工の痕（No.25）も見られた。裏面は腐食が激しく明瞭に加工痕が観察できるも

のはなく不明で、あるが、材同志が重なる ｜、端部分には、主主で斜めに削っている事が観察でき f.:.o

側板の正直部分や木口部分からは、墨書や焼印による文字資料を確認した。墨書は『－』（No.34、

48）『二』（No.35、47）『Qj(No.40）『×か入』（No.48）や不明（No.43）など数字や文字、記号などであった。

焼印は側板4枚の木口部分で確認した。すべてに共通することは、大きなOが描かれ、その中に『十一J
(No.11）や『三八？』（No.38）など、数字的な意味合いのものが出土した。それ以外のものは不明であっ

た（No.14.24）。

遺物は越中瀬戸と漆器が堀方の堆積土より出土した。越中瀬戸は皿の口縁部付近の破片である（第

37図1）。内面の全面と体部外面上方は鉄柚が施される。 木製遺物には、漆器椀蓋が1点出土している。

内外面ともに朱漆による作りである。塗膜分析による結果では、通常下地に塗られる炭粉渋下地とは

違い、仕上がりが堅牢になる「土」の使用が認められ、手間の掛かる工程を踏んでいると言える。使

用している樹種もケヤキであり、ブナ属を使用していない。漆器の中でも優品である。

可寸；可 ／玉、 2

口漆器の朱漆部分。 15cm 

。 1:3 30cm 
（塗膜分析等試料番号 13)

1:6 

腐食部分 内

’＇.／ 
主ι’l！ 

外

！ 』

3 No.25 1/6 

第37図 SE281 遺物実測図（1 :3・1:6) 
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調査区域外

L=S. QC Cm .fil'.54 SP55 

SK277 SK283 
SE281 

L=6 OCCm一一

L=5 OCCm一一

1 2. 5Y4/1黄灰色シル ト炭化物、焼土ブロックわずかに含む。

2 2. 5Y3/1黒褐色シル ト5GY6/1オリーブ灰色粘土質シルトブロック、焼土ブロックを含む。磯多く含む。（SE281掘方埋土）

3 2. 5Y3/1黒褐色シル ト5GY6/1オリーブ灰色粘土質シルトブロッウを極めて多く含む。礁含む。（SE281掘方埋土）

4 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト 5GY6/1オリーブ灰色粘土質シル トブロ ツウを含む。（SE281掘方埋土）

5 1 OY6/1灰色粘土質シルト 2.5Y3/1黒褐色粘土質シル ト、7 5GY6/1緑灰色粘土質シル トをわずかに含む。（SE281掘方埋土）

6 10Y6/1灰色粘土質シルト 7.5GY4/1灰色シルトを含む。（SE281掘方埋土）

7 2. 5Y3/1黒褐色シルト 5Y4/1灰色粗粒砂含む。（SK283埋土）

8 1 OY3/1オリーブ黒色シJレ卜様、炭化物、焼土ブロッウを含む。（SK283埋土）

9 2. 5Y3/1黒褐色シルト様、腐植物多く含む。（SK283埋土）

10 2. 5Y3/1黒褐色シルト様、腐植物含む。（SK283埋土）

11 2. 5Y3/1黒褐色シルト様、腐植物わずかに含む。（SK283埋土）

12 2. 5Y3/1黒褐色シjレト腐植物、木片を多く含む。（SK283埋土）

13 5Y4/1灰色シJレトIOY6/2オリ ブ灰色粘土質シルトブロック、炭化物、焼土ブロッウを含む。（SK277埋土）

me 5Y4/1灰色シル ト細粒砂含む。（整地土つ）

illq Nl 5／黒色粘土質シルト炭化物含む。（整地土つ）

mr 5Y2/1黒色粘土質シルト 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルトを含む。（整地土つ）

ms 7. 5GY6/1緑灰色粘土質シルト 5Y2/1黒色粘土質シJレトを含む。（整地土つ）

mt 5Y2/1黒色粘土質シル ト（整地土つ）

Na IOY6/1灰色粘土質シルト 7.5GY6/1緑灰色粘土質シJレトを層状に含む。（地山）

NI 7. 5GY6/1緑灰色粘土質シルト（地山）

Nm 10Y5/1灰色粘土質シJレト 10Y6/1灰色粘土質シルト、 7.5GY6/1緑灰色粘土質シル卜を層状に含む。（地山）

Nn 7. 5Y4/1灰色シルト 10Y5/1灰色粘土質シルトを層状に含む。細粒砂含む。（地山）

口 ：地山部分

。 4m 

1 :so 

第38図 SE281・SK277・283 遺構平面図、断面図（1 :80) 
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卜ね34の側板側面で見られた墨書 Na35の側板側面で見られた墨書
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No59 
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No45 No44 No43 
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No35 
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No.38の拓本

Nn38の下方木口で見られた刻印

文字資料が見られた側板

No61 No55 No53 
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No.43の表面で見られた墨書

30cm 

胤48の側板下方木口で見られた墨書。

No48の側板側面で見られた墨書

Na40の側板側面で見られた墨書

ぬ47の側板側面で見られた墨書

井戸側板2段目実測図（1: 6) 
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SE286 （第41、42図）

l区のF15グリッドに位置する。調査区東側で検出し新旧関係にあるSE286より新しい。堀方は隅

丸方形で、中心部分には宇野分類のBII a類にあたる縦板組無支持の井戸側が残る。今回検出した井戸

側のなかで、 一番規模が小さい。井戸側は4段分出土し、水溜はなかった。堀方の規模は長軸2.62m、

短軸2.45mで確認した深さはl.93mをはかる。

堀方の断面形状は箱形で、東壁にテラス状の平坦面を作り、西壁際は井戸側分が、さ らに深くなる。

堀方の堆積土は3層からなり 、第l層は、窪んだ部分にj留まった土であり、主な堆積土は第8層、第

9層となる。

井戸側は4段ともに表面には、主に繍や突き撃による加工痕が残り、工具による表面調整が行われ

ていたことが伺える。裏面は板材の上方、下方の両端がやや凹む形となり、その部分は突き撃によ り

造り出されたことが、加工痕から読み取れる。それ以外の部分については、鋤や鐘と考えられる工具

で全面でなく部分的な調整が行われており、調整が施されていない部分については、材の木理が段を

成したままの、地肌がそのまま出ている形となっていた。

遺物は堀方から陶器が出土した。第42図lは陶器の碗である。内外面ともに鉄柑を施し体部外面下

半は露胎となる。高台は削り出し高台で、斜めに切れ込みが入る。在地系と考えられる。
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1 2 5Y4/1賞灰色シルト様、炭化物、焼土ブロツヴ、木片含む。（撹乱層）

3 2 5Y4/1黄灰色シルト煉瓦、様、炭化物、焼土ブロッヴ多〈含む。（撹乱層）

2 5Y3/1オリーブ黒色シJレト様、炭化物、焼土ブロッウわずかに含む。
（撹乱層）

4 10YR5/4にぷい黄褐色シルト砂様、炭化物含む。（撹乱層）

6 2. 5Y5ハ黄灰色シルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトブロック、
10YR3/1黒褐色シルトブロッヴ多〈含む。（撹乱層）

5 2. 5Y4/1黄灰色シルト様、炭化物含む。（撹舌L層）

!Vf 7. 5GY5/1緑灰色粘土質シル卜（地山）

SE286 
7 2. 5Y3/1黒褐色シlレト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロッヴ、礁、炭化物わずかに含む。（SE286埋土）

8 5Y4/1灰色シルト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロッヴ、礁吉む。（SE286埋土）

9 5Y4/1灰色粘土質シルト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロッヴ多く含む。（SE286堀方1里土）

SK265 
10 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレ卜 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シJレトブロッヴ、炭化物わずかに含む。CSK265埋土）

11 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト 5GY5ハオリーブ灰色粘土質シルトブロックを含む。（SK265l里土）

12 7. 5GY5/1緑灰色粘土質シJレト 2.5Y3/1黒褐色粘土質シJレトブロックを含む。（SK265l里土）

13 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シlレト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロックを多〈含む。CSK265埋土）

14 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 7.5日Y5ハ緑灰色粘土質シルトブロッヲ、細粒砂含む。CSK265埋土）

15 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シlレト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロックわずかに含む。（SK265埋土）

16 2 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 7.5GY5/1緑灰色粘土質シルトブロックを含む。際わずかに含む。CSK265l里土）

17 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト（SK265埋土）

SD264 
18 2. 5Y3/1黒褐色シルト礁わずかに含む。CSD264埋土）

19 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト様、炭化物わずかに含む。（SD264埋土）

20 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シlレト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シJレトブロッウ、炭化物含む。CSD264埋土）

第41図 SE286 遺構平面図、断面図（1 :40) 
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土坑

SK2 （第43～46図）

1区のA18、A19グリッドに位置する。SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。調査区の西側際

で確認し平面形は楕円形である。新旧関係にあるSK3より時期は新しく、規模は長軸が2.0lm、短軸1.51

m、深さ l.07mをはかる。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、員類などが出土し、金彩のかんざしゃ茶せんなど特異な遺

物もあった。遺物の出土状況から、ゴミ穴として使用されたと考えられる。

陶器は碗（第44図1～3、6～11）、鉢、播鉢（第45図26、27、28）が出土した。碗は丸形や腰折

形が多く見られ、京、信楽系（9、10、11）が見られる一方、在地系 (1、2）も定量存在する。文

様には11のように鉄絵を入れるものや、 lや8のように色絵となるものも見られ、 7の体部外面には

梅文を配す。時期は18世紀前葉～中葉頃や18世紀後葉頃で、18世紀代の範曙にほぼ入る。磁器は碗（第

44図4、5、12～16）、猪口（17）鉢 (18）、皿（19、20）が出土した。磁器碗も陶器同様丸形が多く、

18世紀前葉～中葉頃のものが多い。 1点、小野B2群16世紀後半の中国景徳鎮産の青花の鉢 （第44図

18）が出土した。越中瀬戸は皿（第44図21）向付（22）匝鉢 （23）、灯明受け皿台無し（第45図24)

広口査（29）が出土し、総じて宮田編年E～E期頃のものと考えられ、陶磁器の時期と符号する。土

師質土器は皿が出土した。煤が口縁部に付着し内面には、沈線がまわる（第45図25）。木製遺物には

漆器椀蓋（第45図30、31）と椀（32、33）曲物の蓋（34）や下駄（35）がある。漆器は蓋で黒漆のも

の（30）と朱漆のもの （31）があり、椀は体部外面が黒漆で内面が朱漆のもの（32、33）が2点出土

した。このうち朱漆の蓋について樹種同定と塗膜分析を行った。結果、樹種はケヤキで、下地には 「土」

が使われ、その上から漆を塗ったことが分かつた。下駄は差歯下駄の台部分で、右足用である。金属

製品はキセルの吸い口 （第46図l）、火箸 （2）金彩のかんざし（3）が出土した。

SK3 （第43、46図）

l区のA19グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋の範囲から検出した。調査区の西側際で確認し、

平面形は楕円形である。新旧関係にあるSK2より時期は古く、規模は長軸がl.02m、短軸0.96m、

j菜さ 0.98mをはカ、る。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物などの様々な遺物が出土し、 SK2同様ゴミ穴として使用され

たと考えられる。陶磁器は碗、皿、鉢が出土した。碗は陶器の腰折形（第46図4、5）と磁器の腰張

形（9）小広東碗 (10）がある。4は銑絵の竹を配し黄柚を施す。 9、10は肥前系の磁器である。 11

の磁器の皿も含めて、時期は4、5が17世紀後半～18世紀代であり、9の17世紀中葉頃や11の18世

紀前葉と比較的時期の近いものがある一方、 10のように18世紀後葉頃に位置するものもある。越中瀬

戸は皿（8、12、13）瓶 （15）、査鉢類 （7、14、16、17）がある。 皿の12は灰柚を施し、内面は見

込み部分が無粕となる。明確な粕止めの段はなく、見込みに使用痕を確認した。高台は削り出しであ り、

断面三角形となる。 8と13は無罪由であり、土師質土器と分類する可能性もあるが、形状から越中瀬戸

と分類した。底部は回転糸切り未調整であり、使用痕は見込みに確認でき（8、13）煤が付着する も

の (13）もあった。鉢は内外面ともに灰紬となり体部外面下方は露胎となる。高台は削り出しである。

15～17は鉄柚を施し、底部は回転糸切り未調整となる。宮田編年E～E期頃となる。木製遺物は連歯

下駄の右足用 (19）が出土した。
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SK4（第43、47図）

1区のA19グリッドに位置する。SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。調査区の西側際で確認

し、平面形は楕円形である。新旧関係にあるSK3より時期は古く、規模は長軸が0.79m、短軸0.92m、

深さ0.37mをはかる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、金属製品などが出土した。SK2、3と同様の出土状況であ り、

ゴミ穴と考えられる。陶器は鉢類が出土した（第47図3）。内面は鉄柑が掛かり、 体部外面には灰柑

を施す。高台は蛇の目平高台となる。磁器は碗、皿、査類が出土した（第47図4、6、7）。碗は腰

張形であり、 17世紀後半～18世紀代である。皿は口縁端部が外方へ屈曲する形で17世紀後半頃と考

えられる。7は髪油査の口縁部片である。越中瀬戸は瓶類 (1）と匝鉢（2）が出土した。ともに鉄

粕が掛かる。土師質土器は皿がある（5）。底部は回転糸切り未調整であり、内湾気味に口縁端部に至る。

金属製品は手鏡と思われる柄の部分が出土した。

SK9 （第43、47,48図）

l区のA19グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。調査区の西側隅で確認

し、平面形は楕円形である。新旧関係にあるSK12より時期は古く、SK14より新しい。規模は長軸が2.48

m、短軸l.79m、深さ0.88mをはかる。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、石製品などが出土した。木製遺物は、漆器の酒盃や曲物、

指物の部材など多種である。出土状況からゴミ穴の可能性がある。

陶器は在地系の杉形の碗 （第47図9）や土瓶蓋 （10）、 17世紀後半～18世紀前半頃の肥前系陶器の

鉢（21）が出土した。鉢は下地に鉄粕で文様を描き、口縁部に色の濃い鉄柚を施す。また志野の角皿

も見られ (19）全面長石柚が掛かり、胎土は粗い。底部には方形の足が付く 。磁器は碗 （11、14）、皿、 （15,

18、20）薄手酒杯（12）、がある。碗は11が17世紀後半頃で14が18世紀後葉と時期幅がある。皿は

20が芙蓉手の皿で17世紀後葉のほかは、 18世紀前葉頃の時期となる。 越中瀬戸は皿 （16）、向付 （17）、

播鉢（22）が出土した。皿は無高台で鉄柚が内底面まで掛かる。底部は回転糸切り未調整である。向

付の高台は削り出しで角高台となる。体部内外面には鉄紬が掛かるが、見込みは無紬となる。時期は

宮田編年E～E期頃と考えられる。 土師質土器は、皿が出土している（13）。底部は回転糸切り未調整で、

底部には粘土紐の接合痕が残る。口縁端部には煤痕が残り、灯明皿として使用したと考えられる。木

製遺物は漆器の酒盃（23）と結桶の底板、樽の葦と考えられる遺物（第48図l、2）、桶か樽の側板

を鋸で斜めに切断した材（3）が出土した。酒盃は朱漆で塗られ、濃い朱と金彩蒔絵の文様を配する。

樹種はケヤキで塗膜分析では下地処理は「土jである。朱漆は水銀朱で、ある。結桶の底板、 樽の蓋や

側板材は黒漆が塗られている。

SKlO （第43、49図）

l区のA19グリッドに位置する。SDlの南側、 町屋敷の範囲から検出した。調査区の西側隅で確認

し、 平面形は円形である。 規模は長軸が0.59m、短軸0.51m、深さ0.18mをはかる。

遺物は越中瀬戸などの在地系と京焼系の陶器が出土した。lは越中瀬戸の無高台の皿であり 、鉄紬

が内底面まで掛かる。見込みには重ね焼き痕が見られる。問器の2は在地系の鉢で、 3は京焼系の碗

である。高台は端部が丸味を持ち鋭さを欠き、 高台内には 『錦光山Jの印が見える。
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SK12 （第43、49図）

l区のB19グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は楕円形である。

新旧関係はSK9とSK14より時期は新しく、規模は長軸1.21m、短軸l.20m、深さ0.28mをはかる。

遺物は陶磁器や土師質土器、土人形（箱庭道具）などが出土し、この周辺の遺構の様相と遺物の出

土状況から、ゴミ穴の可能性がある。陶器は皿 (13）、播鉢 (15）が出土した。皿は底部から体部に

かけてロクロヘラケズリが施され、口縁部はロクロナデとなる。体部内面には櫛などによる 4条の沈

線がめぐる。口縁部に煤が見られる事から、灯明皿として使用したと考えられる。揺鉢の15は色味の

濃い鉄紬を施し、産地は唐津系と考えられる。磁器はすべて肥前系であり碗（第49図5）と薄手酒杯

( 6）が出土した。碗は平形で、高台は断面三角形になる。18世紀後葉頃と考えられる。皿は大皿で、

体部内面には草花文、外面には唐草文が描かれる。 18世紀前葉頃のものである。越中瀬戸は皿 （7、8、

10、11）匝鉢（9）広口査 (12）がある。7は鉄柑が施され見込みまでは掛からない。柚止めの段は

なく高台は削り出しで、端部は平坦となる。 8、9、10、11は無高台の皿であり、内部全面に鉄紬を

施し、外面は露胎となる。底部は回転糸切り未調整となる。 9や12も鉄柑である。皿から時期は宮田

編年E期頃と考えられる。

SK13 （第43、49図）

l区のA19グリッドに位置する。SDlの南側、町厘敷の範囲から検出した。平面形は楕円形である。

遺構聞の前後関係はSK14より時期は新しいものであった。規模は長軸が0.93m、短軸0.85m、深さ0.20

mをはかる。

遺物は陶器や土師質土器の細片、越中瀬戸などが出土した。越中瀬戸は査類 (16）がある。内外面

ともに鉄紬を施す。

SK14 （第43、49図）

1区のAl9、B19グリッドに位置する。 SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は問丸方

形である。新旧関係にあるSK9、SK12、SK13より時期は古く、規模は長軸がl.88m、短軸0.93m、

深さ 0.29mをはかる。

遺物は陶磁器が出土した。 17は京、信楽系の碗である。内外面ともにや黄粕となり、見込みを中心

に内面には竹の絵柄が入る。高台は丁寧な削り出しで、粕は掛からない。 18は磁器の折縁の皿である。

高台内には呉須で『大明jの文字が見られ体部外面には渦巻文を配す。 17世紀後半以降と考えられる。

~ ~ 
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SK19 （第43、50図）

1区のB19グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は隅丸方形であ

る。新旧関係にあるSK18とSK20より時期は古く、規模は長軸がl.27m、短軸はl.07m、深さが0.14

mをはかる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、 土師質土器などが出土しているが、遺構深度が浅かったことから近現代

の遺物も混入し、遺構に伴った遺物は極めて少なし、。陶器は肥前系と在地系の碗（第50図l～4）、

皿 （5）、建水 (15）、徳利（7）が出土している。 1は内外面全面施柑による刷毛目で、肥前系のも

のである。 2、4は在地系で、長石粕が掛かり高台は竹の節高台となる。 3は鉄柏が掛かり高台は削

り出しとなる。 5の皿は内面灰柏を施し、見込みには日跡が残りハケ状の沈線が体部内面部分に入る。

体部外面は無粕で丁寧なロクロヘラケズリとなり、底部は削り込まれ、やや窪む。口縁部周辺には煤

痕が見られ、灯明皿として使用されたものである。信楽系か。磁器は、皿（9）、輪花皿 (10）、仏飯器（11）、

水滴 (12）などが出土した。 9は内面口縁部に雷文がめぐり、体部外面は草花文を配する。 10は内面

にさほど簡略化されていないたこ唐草文を配し、外面には唐草文が見られる。 9は18世紀前葉～中葉

頃、 10は18世紀前葉頃と考えられる。 12の水滴は表面に熊を彫り込み、部分的に呉須を塗る。越中

瀬戸は皿 （6、8）、匝鉢 (13、14）播鉢 (16、17）が出土した。皿は口縁部片で全体像を掴めるま

でには至っていない。 6は鉄柏、 8は錆紬が掛かる。匝鉢や措鉢は鉄粕が施され、底部は回転糸切り

未調整と なる。越前の斐口縁部（18）や瓦器の火鉢の底部（19）も出土した。

SK21 （第43、51図）

l区のB18、Bl9グリッドに位置する。 SDIの南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は楕円形

である。新旧関係にあるSK27より時期は古く、規模は長軸がl.5m、短軸l.09m、深さ 0.72mをはかる。

遺物は陶磁器細片、土師質土器が出土した。陶器は碗（第51図1）がある。体部外面には銑桧で『也』

の文字が書かれる。内外面ともに白泥に透明柚が掛かる。腰から下は露胎となる。 土師質土器は皿（2、

3）であり、ともに底部は回転糸切り未調整となる。口縁端部には煤が見られ、灯明皿として使用さ

れたと考えられる。 3については越中瀬戸に器形が類似する事から、柑薬の掛かっていない素地段階

のものの可能性もある。

SK23 （第43、51図）

l区のB19グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。 平面形は楕円形である。

遺構聞の前後関係はなく、規模は長軸が0.65m、短軸0.53m、深さ0.28mをはかる。

遺物は陶磁器、瓦質土器などが出土した。陶器は碗（第51図4、5）であり、天日形となる。 4は

肥前系で灰粕が施される。 5は瀬戸美濃系で錆粕が内外面に掛かり 、体部外面下半は露胎となる。磁

器は肥前系で碗（6）酒杯（7）箸置き（ 9）が出土した。 6は筒形で見込みには五弁花文を配し、

体部外面には丸に草花文などを描く。 18世紀前葉頃と考えられる。酒杯は厚手で染付けはコバルト発

色となる。 19世紀以降と考えられる。箸置きは生花を白紙で包む形を表現したものであり、片側は欠

損する。
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SK27 （第43、51図）

1区のBl8、Cl9グリッドに位置する。 SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は隅丸方

形である。新旧関係にあるSK26、SX254より時期は古く、規模は長軸が3.31m、短軸l.27m、深さ 0.71

mをはかる。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、石製品など多種が出土した。出土状況からゴミ穴の可能性

がある。陶器は折縁皿（第51図9）がある。内外面ともに灰柚を施す。磁器は碗（11、12）がある。

11は網目文で17世紀代のものと考えられる。 12は草花文で17世紀～18世紀代となる。越中瀬戸は、

皿（10）と措鉢が出土した (17、18）。皿の見込みは粕はぎとなり、柚止めの段はない。粕薬は鉄柑で、

体部外面下半は露胎となり、高台は削り 出し高台となる。措鉢は鉄軸を施し、胎土は非常に粗い。口

辺部は折り返すタイプ (18）とつまみ出す様なタイプの2種類がある。時期は、 皿から宮田編年E期

頃と考えられる。土師質土器は皿である (13～16）。形状などから 3種類があり、 13のように底部は

l川｜庶な回転糸切り未調整となり、 口縁端部はやや肥大する小皿のものと、 14、15のように底部からロ

クロヘラケズリを体部中位まで施す中皿タイプ、そしてその大皿タイプと言える 16がある。これらの

時期は、 13が4点の中で比較的新しい様相を呈するが、残り 3点については越前編年（越前 1996) 

のRF類と考えられ、 17世紀代を下限とする時期が考えられる。

SK29 （第43、51図）

l区のB20～C20グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は隅丸方

形である。新旧関係にあるSK45とSK249より時期は新しく、規模は長軸が2.56m、短軸l.87m、深さ0.65

mをはかる。

遺物は陶磁器、木製遺物が出土した。陶器は皿 (19）、があり、皿は灰粕を施し、内面には櫛状工

具による 3条ほどの沈線と目跡がある。体部外面は丁寧なロクロヘラケズリで成形し、口縁部外面に

は煤痕がある。このことから灯明皿として使用されたと考える。信楽系か。磁器は碗（20、21）、猪口（22）、

Jiil (24～27）、紅猪口 （23）が出土した。磁器の碗などの一部に瀬戸美濃系（20）や19世紀代の遺物 （20、

21）があるが、皿では、 18世紀前葉～中葉頃のものが多く、 一部後葉のもの（27）もあった。その事

から遺物の時期は総じて 18世紀中葉頃の一群と捉えられる。木製遺物は漆器椀（28）がl点出土した。

休部片で口縁部と高台部は欠損していて不明であるが、形状は後述するSK50出土の第59図 41に類似

する形と考える。内外面ともに朱漆を塗る。塗膜分析と樹種同定は行っていない。
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SK41 （第11、52図）

l区のD20グリッドに位置する。 SDlの南側、町屋敷の範囲から検出 した。調査区南側東隅の調査

区際で検出し調査区域外へ広がる。平面形は隅丸方形であり、遺構聞の前後関係はない。規模は長軸

がl.66m、短軸l.13m、深さ 0.67mをはかる。

遺物は陶磁器、石製品が出土した。陶器は鉢（第52図8）がある。高台は平高台で、体部内外面に

は色の濃い鉄柑を施す。見込みには目痕が見られた。在地系と考えられる。磁器は碗 (1）猪口（ 2 ）、

皿（3～6）、蓋物の蓋（ 7)が出土した。磁器の時代は総じて19世紀代のもので、猪口が19世紀前

葉～中葉頃に位置するが、碗や3の様な型押しの皿などは、 19世紀中葉～幕末である。石製品には砥

石（ 9）が出土した。

SK43 （第11、52図）

1区のD18、D19グリッドに位置する。 SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。調査区南側東隅

の調査区際で検出し調査区域外へ広がる。平面形は隅丸方形であり、遺構聞の前後関係はない。規模

は長軸が4.89m、短軸l.78m、深さ 0.37mをはかる。

遺物は陶磁器が出土した。陶器は碗（第52図10、11）と蓋（13）がある。 10は灰紬で施柚し鉄絵の

入る半筒形である。口縁端部は、いわゆる『皮鯨Jといわれる鉄軸を掛けて焼成したものである。高

台は角高台で削り出しである。 11は銅緑柑が掛かり、体部外面はピラ掛けとなる。在地系と考えられる。

蓋は茶入れの蓋で、灰柑を施す。磁器は碗（12）、皿 (14、15）が見られ、碗は広東碗で18世紀後葉

～19世紀前葉頃と考えられる。 皿は型打ちのもので、 19世紀中葉以降と考えられる。越中瀬戸は播鉢

(16）と匝鉢（17）が出土した。

SK45 （第53～ 55図）

1区のC19、D19、C20、D20グリッドに位置する。SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。調

査区南側東隅の調査区際で検出し調査区域外へ広がり、平面形はやや形の崩れた隅丸方形である。新

旧関係にあるSK29、SK50、SK252、SP253より時期は古く、規模は長軸が5.02m、短軸4.30m、深

さl.38mをはかる。本遺構は方形のプラン内に、楕円形に深く掘られている箇所を 3カ所含む。別遺

構とすべき所ではあるが、堆積土が近似し、短期間に掘削と人為的な埋め戻しを繰り返し行っていた

ことが伺え、一連の遺構として捉えることとした。

遺物は陶磁器や土師質土器、木製遺物、貝類など多種に出土した。遺物の出土状況から、この遺構

はゴミ穴として使用し、同一の場所で大々的な掘削と埋め戻しを繰り返し行っていたことが分かつた。

陶器は、碗（第54図l～7）、皿（10、11、12）、鉢（第54図8、9、14、第55図43、49）、播鉢（第

55図47、48）、瓶類、 (13）がある。碗は丸形のもので色の濃い鉄粕（柿柑） (1、2）と糸目形～半筒

形で柿柏、灰柏、黒紬のもの（3～6）、浅半球形の7があった。碗の産地は不明であるが、 5の形

状が口縁端部を平坦にし、内面へ引き出し、高台は蛇の目平高台となることから 18世紀後葉～19世

紀代のものと考えられる。皿は3点ともに灰柚を施し、 10の内面には帽の広い櫛で描かれた櫛目があ

る。体部外面は口縁部以外を無柑となる。口縁部には煤が付着する。体部外面は全体的に丁寧なロク

ロヘラケズリによって成形され、底部は平坦に削り込まれる。信楽系か在地系と考えられ、 19世紀

前葉～幕末頃のものである。 11は口縁部片であり、 10と同様と考えられる。 12は灯明受け皿の台無しで

ある。 11とセットとなるものであろう 。10同様体部外面は口縁部以外を無粕とし、丁寧なロクロヘ

ラケズリが施される。19世紀前葉～幕末頃のものと考えられる。鉢は54図8、9で体部内外面とも
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L~7 OOOm _ 2 L=7 OOOm 

Lニ6.500m _ L=6. 500m 

L=6. OOOm _ L=6. OOOm 

3 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルト 2.5Y3/1黒褐色シルトを含む。

1 2. 5Y3/1黒褐色シルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトブロッヲを多く含む。礁含む。（SP253埋土）

2 2. 5Y3/1黒褐色シルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シJレトブロッヲを含む。（SP253埋土）

4 2. 5Y2/1黒色粘土質シルト（SK252l＇里土）

5 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト（SK252埋土）

6 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 5GY5/1オリ ブ灰色粘土質シルトブロッヴ、機含む。（SK252埋土）

7 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 5GY5ハオリ ブ灰色粘土質シルトブロッヴ、型車多く含む。（SK252埋土）

8 2. 5Y3/1黒褐色シJレト 10Y6/1灰色粘土質シJレトブロッウを含む。礁極めて多く含む。（SK45l里土）

9 2. 5Y3/1黒褐色シJレト 10Y6/1灰色粘土質シJレトブロッウを含む。様、炭化物わずかに含む。（SK451里土）

10 2. 5Y3/1黒褐色シルト 10Y6/1灰色粘土質シル トブロッヲを極めて多く含む。様、木片含む。（SK45埋土）

11 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルト、炭化物わずかに含む。（SK451里土）

12 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトを多く含む。炭化物含む。（SK451里土）

13 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト 75GY4/1隠緑灰色細粒砂、腐植物、木片含む。（SK451里土）

!Vd 7. 5GY4/1暗緑灰色細粒砂（地山）

!Vg 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シJレト（地山）

!Vh 10Y4/1灰色粘土質シjレト（地山）

IV i 7. 5GY4/1暗緑灰色粗粒砂礁極めて多く含む。（地山） 。
口 ：地山部分

3m 

1 :50 

第53図 SK45 遺構平面図、断面図（1: 60) 
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に灰紬を施し、 9は内面が刷毛目となる。9は肥前系で18世紀後半からのものと考えられる。 14の

鉢形容器片は口縁部に受けがあり、内外面ともに灰柚を施し、鉄絵がある。第56図49は内面に剣先

形の文様が入札灰柚と鉄粕を施す。 18世紀前葉からのものと考えられる。陶器の播鉢 （第55図47、

48）は越前か信楽のものと、肥前系のものがある。第54図13の瓶類は口縁部片で、灰紬を施す。磁

器は碗（第54図16～22）、皿（23、24、35）、蓋物の蓋（25）、紅猪口（26）が出土した。碗の産地は

17の端反碗が関西系と呼ばれる王子山や三固などであったほかは、 多くが肥前系であった。形状は16

の様な広東碗があるほか、丸形や腰丸形、腰張形などが見られる。時期は16が18世紀後葉～19世紀

前葉、 17は19世紀中葉～幕末、コンニヤク印判の18は18世紀前葉～中葉頃、 19は18世紀中葉～後葉、

20、21が18世紀前葉～中葉と時代に聞きがある。皿は肥前系で、時期は碗に比べて古相とな り、 17

世紀前葉～中葉や中葉～後葉などといった17世紀代にまとまる傾向がある。35の皿は三足形状のもの

で、 いわゆる『上手』と言われるものが出土した。 25の蓋物の蓋は18世紀後葉～19世紀中葉となる。

越中瀬戸は碗（34）皿（27～33、36、37）、査 (15）が出土した。碗は底部片で高台は削り出しとな

り、紬薬は鉄柑で色の濃い、いわゆる柿紬となる。皿は大、中、小の別があり、大は第54、55図中が

27、29、30、37、小は28、30となる。施紬は37が灰柚であるほかは、すべて鉄柚が掛かる。高台は見

込みに印花文が入る27が貼り付け高台であり、ほかは削り出しとなる。柑止めの段は37にあ り、ほ

かはない。 37の口縁端部は鉄粕が見られ、いわゆる『皮鯨』であった。時期は宮田編年のE～E期頃

で、比較的E期のものは少なく、E期以降に位置する一群となる。土師質土器は皿（第55図38～42）で、

底部の痕跡からロクロ成形で未調整のもの （38、39、41、42）とロクロ成形でロクロヘラケズリ調整

のもの（40）の別がある。またロクロ成形で未調整の中でも大小の別が見られ、大は41、42、小が

38、おとなる。 38の小皿は、越中瀬戸のように底部から口縁端部へ急激に内湾しながら立ち上がり、

体部下位で腰を持ち、口縁部へ緩やかに球形を呈する形で、口縁端部は、やや厚めに造り出すという

特徴に類似し、施紬前の素地を使用したものの可能性がある。ロクロ成形でロクロヘラケズリ調整の

ものは、口縁部外面周辺はロクロナデとなり、内面もナデを施す。口縁端部には煤が付着することから、

灯明皿として使用されていたと考えられる。珠洲の棄の胴部片が1点出土している（44）。混入であ

ろう。 木製遺物は刷毛（50）、下駄（51、52）が出土した。刷毛は表裏ともに刃幅の細い工具で縦に

削られた痕跡が数条にわたってあり、片面には屋号が刻印されている。刷毛の毛の部分は欠損するが、

黒漆や朱漆が付着し、漆塗り用の刷毛として使用されていたものであることが分かる。下駄は差歯下

駄であり 51は丸形の露卯下駄である。 52は陰卯下駄の可能性があるもので、この2足には漆による塗

装はなかった。
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SK50 （第56～ 59、61図）

1区のC18、D18、C19、D19グリッドに位置する。SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。平

面形はやや形の崩れた隅丸方形である。新旧関係にあるSK251より時期は古く、 SK45より新しい。

規模は長軸が4.27m、短軸3.85m、深さ l.05mをはかる。SK45同様、同一の場所で度重なる掘削、

埋め戻し行為を短期間で、行っており、ここでは一連の遺構として捉え、これら穴にはa、b、cと番

号を付して観察を行った。

堆積土は、どの穴も単層であった。その土層断面の観察から cが最初に掘られ、埋め戻されたあと、

方形の土坑を掘削し、廃棄した後にa、bが掘削された事が分かった。

遺物は陶磁器や木製遺物など多種で、遺物の出土状況から、ゴミ穴の可能性がある。陶器は碗 （第

57図l、3～5）鉢（第57図8、9、第58図33、34）が出土した。在地系（第57図1、3、5）や

京、信楽系（4）などがあり、器形は丸形や腰折れ碗などが見られた。鉢は唐津系のものが多く、 9

の18世紀代の片口鉢や第58図33、34の措鉢などがある。磁器は碗（第57図6、10、11、13）、皿（12、

14、15）、段重 (16）徳利 (17）などが出土した。碗は肥前系の陶胎染付（6）や10が18世紀前葉で

あるのに対し、 11の端反碗で19世紀前葉～中葉頃のものがある。皿の時期は18世紀中葉前後が中心

であり、器種別の時期｜｜！日が見られる。12の皿の高台内には、やや崩れた『筒江』の銘が入り 15では、 『富

貴長春』 の文字が見られる。17の徳利は17世紀中葉～後葉頃である。斐は越前のもの (18、19）が出

土した。越中瀬戸は皿（第58図20、21）、灯明受け皿の台無し（22）茶入れ（第57図7）歪（第四図

23、24、26、27）が出土した。皿は22が削り出し高台となり、鉄車由を施し、見込みは無柑となる。内

面には重ね焼き痕が残る。紬止めの段は見られない。口縁端部には煤痕が付着している。20は小皿で、

底部は回転糸切り未調整で、鉄紬を施す。23の灯明受け皿は、油溜の切り込みはなく、全面鉄柚を施

す。底部は回転糸切り未調整である。査は器種の判明しているもので広口査 （23、26、27、28）と

長胴壷 （25）、双耳壷 （29）がある。ともに底部は回転糸切り未調整となり、鉄紬を施す。製品によ っ

てこの鉄軸の濃淡の違いが見られた。時期は皿と査から宮田編年でE期頃、相羽編年（相羽 2003) 

ではE期とし、おおよそ18世紀中葉頃のものと考えられる。土師質土器は皿（30～32）であり、底部

は回転糸切り未調整となる。煤痕が口縁端部に見られることから灯明皿として使用したと考えられる。

金属製品には、煙管の吸い口が出土した（35）。木製遺物には曲物の底板（第58図36）や蓋（第59図

40）、下駄（第59図37～39）漆器椀（41～43）桶（44）、刷毛（第61図1）が出土した。曲物の底板

には、 墨書の文字で（第58図36）、 『演な＼蓮け寺』と書いていた。第59図40は不明である。下駄は

差歯下駄（37）と連歯下駄（38、39）が出土した。37、39の下駄は台表、台裏には漆が塗られ、 37は

露卯下駄で台表、台裏を朱と黒の漆で塗り分けていた。この下駄の樹種はモクレン属で、下地は炭粉

渋で赤色顔料はベンガラであった。39の樹種はトネリコ属であった。漆器椀は外面が黒漆、内面が朱

漆に塗り分けているもの（41、43）と内外面ともに朱漆のもの（42）の2種類が見られた。43の底面

には朱で書かれた文字があり、樹種は41、43がブナ属である。42については樹種同定を行っていない0

44の桶には表面に朱漆が塗られ、植が入っていた部分は塗られていなかった。刷毛（第61図1）にも

朱漆が付着しており、漆塗装に使われたと考えられる。この遺構からは漆器が多く出土し、刷毛など

の漆塗装の道具も見られた。そのことから漆塗装で出た不要品の廃棄を目的としたゴミ穴である可能

性がある。
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SK50 

1 10YR3/1黒褐色シルト 10Y6/1灰色粘土質シルトブロック、礁、腐植物、木片を含む。 (SK50-b埋土）

2 10YR3/1黒褐色シル ト10Y6/1灰色粘土質シルトブロック、 細粒砂、機、腐植物多く含む。 (SK50-a埋土）

3 2. 5Y3/1黒褐色シルト 10Y6/1灰色粘土質シルトブロック、礁含む。 (SK50埋土）

4 5Y2/1黒色シルト 10Y6/1灰色粘土質シルトブロックをわずかに含む。 (SK50-c埋土）

口 ：地山部分

。 3m 

1 :50 

第56図 SK50 遺構平面図、断面図（1: 60) 
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SK58 （第11、61図）

1区のA16、A17グリッドに位置する。SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。調査区の西

壁際で検出し、大部分は調査区域外へ広がる。平面形はやや形の崩れた隅丸方形である。新旧関係に

あるSK239より時期は古く、規模は長軸が5.26m、短軸l.62m、深さ0.35mをはかる。底面は平坦

で壁は垂直に上端に至る。

遺物は陶磁器が出土した。悶器は線香筒（第61図4）と査（5）がある。4は口縁部片であ り、内

外面ともに緑色に発色した灰軸に鉄絵が入る。 5は口縁部から頚部にかけての葉茶壷の破片である。

口縁端部は祖母懐査のように外側へ折り返され、玉縁状に肥大する。頚部は直立気味となり口縁部か

ら頚部まで無柚であるが頚部から下では鉄柚を施す。磁器は肥前系で18世紀前葉の小坪（2）と18

世紀中葉頃の碗（3）が出土した。

SK83 （第60、61図）

l区のCl7、Dl7グリ ッドに位置する。SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形はや

や形の崩れた隅丸方形である。新旧関係にあるSD81より新しい。規模は長軸が3目45m、短軸2.3m、

深さ 0.82mをはかる。底面はやや船底状で、壁は緩やかな傾斜で立ち上がり上端に至る。堆積土はほ

ぼ単層である。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、金属製品などが出土した。陶器は碗（第61図6）がある。

！！日前系陶器で、 内外面ともに鉄柚の刷毛目が施され、 17世紀後半頃のものと考えられる。磁器は碗、

lllJ.がある。碗、皿ともに肥前系磁器で、 7、8は腰張り碗で18世紀中葉～後葉頃、 9は丸形で18世

紀中葉頃と考えられる。皿は（10、11、15)10や15などは17世紀後葉頃、 11は18世紀前葉頃とやや

古いものが出土しており、碗と皿では器種別に廃棄に至るまでの時期差が存在する。土師質土器はや

や大振りのものが見られるものの、すべて底部は回転糸切り未調整となる。12、13の口縁部には、煤

痕が見られ、灯明皿として使用されていた。13は器形的に越中瀬戸の皿に類似し、柚薬を掛ける前の

素地の段階の可能性がある。越中瀬戸は播鉢がある（16）。胎土は粗く、鉄車由を施す。 17の播鉢は在

地系のものと考えられ焼締まり、卸目は極細となる。鉄紬は口縁端部にのみかかる。木製遺物は桶が

出土した（18、19）。18の外部側面には鑑の跡が上下2カ所に見られ、内部側面下方には、 撃によって、

やや細く削られた形状がある。 19の桶側面には焼き印で丸に 『口二Jと記された文字が入る。金属製

品は天秤の皿（20）が出土した。

SK92 （第60、63図）

l区のD16グリッドに位置する。 SD1の北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形はやや形の

崩れた隅丸方形である。新旧関係にあるSD81より古い。規模は長軸がl.33m、短軸0.94m、深さ0.6

mをはかる。

遺物は陶器と磁器の細片、木製遺物が出土した。陶器は皿 （第63図l、2）がある。 lは内面全面

と体部外面上方に灰柚が掛かり、内面口縁端部付近には円形の突起がある。底部や体部外面は丁寧な

ロクロヘラケズリが施されている。 2は行灯皿として使用したと考えられる皿である。高台は削 り込

みとなり、紬薬は長石柚で、高台周辺は柚ハギで、内面には、暗灰色の紬と銅緑紬による絵文が描かれ目

跡が残る。 19世紀以降と考えられる。木製遺物は板状木製品が出土している （3）。片面には黒漆が

塗られ、切込みが入札釘穴が並ぶ。断面は弓状で何か指物の一部材と考えられる。
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1/40 SK092 1/60 SD59・SD81・SK83

1 7. 5Y6/1灰色シルト細粒砂含む。（SK92埋土）

2 2. 5Y3/1黒褐色シルト中粒砂含む。（SK92埋土）

1 10YR5/6黄褐色シルト細粒砂含む。（SD59埋土）

2 10YR4/1褐灰色シルト細粒砂含む。（SD59埋土）

3 N4／灰色粘土質シル ト5G7/1明緑灰色シル トをブロック状に多く含む。
炭化物多く含む。（SK831里土）

4 N3／灰色粘土質シル トと5G7/1明緑灰色シルトとの斑土 炭化物含む。（SK83埋土）

5 10YR3/1黒褐色シルト中粒砂含む。炭化物わずかに含む。（SD81埋土）

6 2. 5Y3/1黒掲色シルト中粒砂含む。炭化物事く含む。（SD81埋土）

7 5G7 /1明緑灰色シル トと2.5Y5/1黄灰色シル トとの斑土炭化物わずかに含む。（$081埋土）

口 ：地山部分
8 2. 5Y3/2黒褐色シル ト中粒砂含む。植物片多く含む。（SD81埋土）

9 2. 5Y4ハ黄灰色粘土質シJレトと5Y6/2灰オリーブ色粘土質シJレトとの斑土 径5～lOcmの小磯含む。
炭化物含む。（$081埋土）

2m SK92 。
10 2. 5Y5/1黄灰色シルト細粒砂多く含む。植物片多く含む。（SD81埋土）

I :40 
Nb 7. 5Y4ハ灰色シルト細粒砂含む。（地山）

4m SD59・SD81・SK83。
Ne 5G7/1明緑灰色シlレ卜 健細粒砂含む。（地山）

I :so 

遺構平面図、断面図 （1 :40・1:80) 
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SK87 （第62、63、64図）

l区のB16、C16、B17、C17グリッドに位置する。SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。

この遺構は大きく 3つの土坑からなり、互いに前後関係を持つ。本来は別遺構番号を付すべきだが、

遺物の時期や出土状況、さらに後述する遺構の性格などから、遺構番号に枝番号を付して記した。堆

積土はSK87aが4層、bが9層からなる。これら堆積土は人為堆積と自然堆積が混在する。SK87aは

第2層が人為堆積となり 、それ以外は自然堆積の様相を呈する。SK87bはSK87a同様、上層の第6、

7層が人為堆積で、8、9、11、12層は自然堆積となる。しかし最下層の10、13、14層は人為堆積の

様相を呈する。この最下層は、炭化物や植物片などを多く含む有機質土であった。これら土層観察か

ら穴の堆積状況や新旧関係は、SK87bが掘削当初から廃棄行為が行われ、それがしばらく途絶し自然

に埋没していく中で新たな廃棄土坑を確保するため、人為的に埋め戻された後、 SK87aを掘削したこ

とが分かつた。

遺物は陶磁器、土師質土器、瓦質土器、木製遺物など多種が出土した。陶器は碗（第63図5）、皿

(7、8）、鉢類（9、10、14）、措鉢 (15）が出土した。碗は肥前系で、鉄紬が掛かり、体部外面下

半は露胎となる。高台は削り出しである。皿は、 7が肥前系である。7は内面に銅緑紬が掛かり、見

込みは蛇の目紬はぎとなる。体部外面は透明に近い銅緑粕が掛かり、下半部分から露胎となる。高台

は削り出し平高台となる。時期は17世紀末葉～18世紀後葉頃のものと考えられる。 8は灯明受け皿

の台無しである。全体的に焼締まり 内面全面に鉄紬がかかる。鉢類は9が内外面黄褐色系の灰紬を施

し、体部外面下半から高台にかけて鉄柚を掛け分ける。高台内の中心部分にも鉄粕が掛かり 、蛇の目

柚はぎとなる。在地系である。10は体部外面に長石柚が掛かり、 貫入となる。体部内面は口縁部に紬

がかかるものの、ほかは無紬である。体部外面下方には、波の形に透かしが入る。底部外面には、 解

読不明の墨書が書かれる。香炉か火入れとして使用したと考えられる。 14は体部内外面に灰柚の掛か

る植木鉢の口縁部である。播鉢は口縁部端部が折り返され、玉縁状になる。胎土は乳白色で椴密である。

瀬戸美濃系と考えられる。口縁部には鉄柚が掛かり、 卸目は極細く 、器厚は薄い作りと なる。底部に

は糸切り痕がある。胎土は赤褐色を呈する。磁器は総じて肥前系であり、碗、蓋物、皿、猪口、 薄手

酒杯が出土した。碗（第64図1～5）は腰張り碗や丸碗で、あり、 5は陶胎染付けである。 l～3は17

世紀中葉～後葉頃のもので、 4は18世紀前葉である。蓋物 （8、9）は17世紀後葉～18世紀前葉頃

のものである。皿 （第63図6、第64図10～13）は6が白泥か長石紬を施し、見込みは蛇の目柚はぎ

となる。高台は削り出しで17世紀後半以降である。 10は17世紀後葉頃で、 11が18世紀中葉頃、12が

18世紀前葉頃となる。13は中国景徳鎮産の青花で、馬が数頭内面に描かれる。明末～清初頃の手で16

世紀末～17世紀前半頃と考えられる。猪口（6）と薄手酒杯 （7）は猪口が口縁部で外反する形で、

体部にはコンニャク印判を配す。時期は17世紀後葉～18世紀前葉頃、薄手酒杯は18世紀前葉である。

越中瀬戸は皿がある（第63図13）。土師質土器は皿が出土した （第63図11、12）。11、12ともに底部は、

回転糸切り未調整で、内面には使用痕がある。11は口縁端部が厚く作られるなど、形状が越中瀬戸と

近似することから、粕薬を掛ける前の素地の段階の皿と考えられる。 木製遺物は台座（第64図14）と

箸状木製品 (15～19）がある。台座は中央に円形の穴が聞き、表面には撃による横方向への削り痕が

確認できる。全般的に薄作りとなる。箸状木製品は断面形が方形に近い形で、両端が細くないタイプ

(15、16、18）と断面が楕円形で両端か片端が細くなるタイプ (17、19）があり、どのタイ プも側面に

は成形加工が施される。
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SD59・SK87

1 5Y3/1オリーブ黒色シル 卜中粒砂含む。炭化物含む。 CSD59埋土）

2 N5／灰色シル ト細粒砂含む。径2～5cmの小磯含む。 CSK87al里土）

3 N4／灰色シJレト中粒砂吉む。植物片多く含む。（SK87al里土）

4 7. 5Y4/1灰色粘土質シル卜細粒砂含む植物片多く含む。 CSK87a埋土）

5 N4/1灰色シルトと5G7/1明緑灰色シルトとの斑土 中粒砂含む。植物片多く含む。（SK87-af里土）

6 2. 5Y5/3黄褐色シルト細粒砂吉む。炭化物、焼土含む。 CSK87-b埋土）

7 5Y4/1灰色シルト細粒砂含む。炭化物多く含む。 CSK87-b埋土）

8 5Y5/1灰色シルトと7.5Y6/1灰色シJレトとの斑土 中粒砂含む。炭化物含む。（SK87-b埋土）

9 7. 5Y4/1灰色シjレト中粒砂含む。炭化物含む。植物片多く含む。（SK87b埋土）

10 2. 5Y5/1黄灰色シjレ卜中粒砂含む。炭化物含む。植物片含む。 CSK87b埋土）

11 7. 5Y5/1灰色シル ト中粒砂含む。（SK87b埋土）

12 7. 5Y6/1灰色シJレト中粒砂含む。（SK87-b埋土）

13 2. 5Y4/2暗灰黄色シルト中粒砂含む。径5～10cmの機含む。 CSK87b埋土）

14 2. 5Y4/1黄灰色シJレト粗粒砂含む。炭化物含む。（SK87bt里土） 。

第62図 SK87 遺構平面図、断面図（1 :40) 
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SK116 （第65、67図）

1区のD15、D16グリッドに位置する。SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は隅

丸方形である。遺構間の新旧関係はない。規模は長軸が3.75m、短軸3.35m、深さ 0.58mをはかる。

堆積土は7層からなり、第 l、5、6、7層以外は人為堆積であった。第2、3、4層からは炭化物、

焼土ブロックが見られ、別の場所で出た炭や灰などを処理した痕跡と考えられる。

遺物は陶器細片や磁器、越中瀬戸、土師質土器や珠洲が出土した。陶器は唐津の鉢（11）がある。

内面には剣先形や印花などの文様を配す。下地には長石柚を施し、鉄柚を全面に掛ける。18世紀前葉

頃のものと考えられる。磁器は碗 (1、2）、皿（3、4）、仏飯器（8）が出土した。4以外は肥前

系磁器で4は中園、 景徳鎮産であった。lは腰張り碗で18世紀前葉～中葉頃で、 2は網目文が入るも

ので、 17世紀中葉～後葉頃である。皿は3が小皿タイプで、 18世紀中葉～後葉頃となる。4は中国、

景徳鎮産の青花皿で、小野編年E群にあたり、 16世紀後半～17世紀前半頃のものである。8の仏飯器

は上方の土不部が欠損しているもので、 18世紀代であろう。越中瀬戸は皿が出土した（5、6）。5は

高台が付け高台で、灰柚を施す。見込みは無紬で粕止めの段や印花文はない。6は無高台で底部は、

回転糸切り未調整で体部には鉄紬を施す。宮田編年E～E期頃と考えられる。珠洲は査であり、頚部

が直立するもので、口縁端部は丸味を持つ方頭状となる。吉岡編年（吉岡 2004) N期頃であろう 。

播鉢（ 9、10）には越中瀬戸（9）と唐津がある (10）。9口縁端部のみの遺物で粗い胎土に鉄紬が

掛かる。10は、体部外面に叩き痕が見られ、幅広の卸目が内面に見られる。鉄車由はやや濃いめで全面

に施す。18世紀後半～19世紀代である。

SK127 （第65、68図）

l区のD14、D15グリッドに位置する。武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕円形で、新旧

関係にあるSK256より時期は古い。規模は長軸2.52m、短軸2.00m、深さ 0.70mをはかる。

遺物は磁器細片と土師質土器皿がある。皿 (1）は非ロクロで底部に墨痕がある。16世紀代か。

SK132 （第66、68図）

l区のC14、D14、C15、D15グリッドに位置する。SD1の北側、武家屋敷地の範囲から検出した。

平面形は隅丸方形である。新旧関係にあるSEllO、SK127より時期は古く、 SD166より新しい。規模

は長軸が8.26m、短軸6.64m、深さ l.19mをはかる。堆積土は16層からなる。自然堆積の様相も確

認できるが、第8、9層のように層の頭が上層に切られている箇所があり、層中の混入物も、ブロッ

ク土や腐植物が混じる傾向があることから、人為堆積による堆積土と考えられる。

遺物は陶器、木製遺物、種子類、骨類などが出土した。陶器は志野の丸皿（4）がある。長石柚を施し、

高台は削り出しで口縁部は外反しない。高台内には円錐ピンの跡が残る。大窯第N段階以降のものと

考えられる。磁器は碗（2、3）と皿 （5、6、7、8）がある。すべて肥前系で17世紀後葉のもの

であった。紬薬には、長石柚を施すものが多い。文様は松葉文を配す（ 6、7）。越中瀬戸は皿が出

土した（9）。高台は貼り付け高台で、内面には粕止めの段がある。施粕は灰紬である。宮田編年E

期と考えられる。土師質土器は皿、鍋が出土した (10～12）。皿はロクロ成形が10で非ロクロはllで

ある。12は倍熔鍋の口縁部の可能性がある。 16～17世紀代と考える。越前は口縁部が直立する斐（13)

が出土した。木製遺物は卒塔婆（14）柿板片（15～17）箸状木製品 (18～20）がある。卒塔婆の表は『南

無阿弥陀Jの文字があり、裏面は焦げ、刃を入れて切断している。卒塔婆は第ll層より出土し、この

層からは、曲物に入った焼骨とモモ、トウガン、ウ リの種実も出土した。
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1 1 DYR5/1褐灰色シルト細粒砂含む。10YR6/31こぶい黄樟色シルトブロッウを含む。
2 1 DYR3/1黒褐色シル ト細粒砂含む。5YR5/6明赤褐色の焼ヰブロッヴ多く含む。

炭化物多く含む。
3 10YR2ハ黒色シJレト 細粒砂含む。炭化物多く含む。 植物片多く含む。

4 10YR2/2黒褐色シルト細粒砂含む。 5YR5/6明赤褐色の焼土ブロッウわずかに含む。
炭化物多く含む。

5 10YR1. 7/1黒色シル卜細粒砂含む。炭化物多く含む。

6 10YR4/2灰黄褐色シルト中粒砂含む。炭化物わずかに含む。

7 7. 5Y5/1灰色シルト 中粒砂含む。

可。
SPl4 

SK127 

1 10YR5/4にぷい賞縄色粘土質シルト 2.5Y3/1黒褐色シJレトを纏めて多く含む。
炭化物、焼土ブロック含む。（SK256埋土）

2 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シル卜 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルトを
極めて多く含む。炭化物、焼土ブロッヴ多く含む。（SK256埋土）

3 2. 5Y3ハ黒褐色粘土質シルト 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルトブロックを
多く含む。炭化物、 焼土ブロック多く含む。（SK256埋土）

4 10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シルト 2.5Y5/2暗灰黄色シJレトブロッヴを含む。
(SK127！里土）

5 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト炭を極めて多く含む。 10YR5／にぶい黄褐色粘土
質シJレトブロック、 焼土ブロックわずかに含む。（SK127埋土）

6 2. 5Y5/2暗灰黄色シJレト 10YR5/4にぷい黄褐色粘土質シlレトをわずかに含む。
(SK127壊土）

7 5Y4/1灰色シルト炭化物、焼土ブロッヴ多〈含む。（SK127埋土）

8 5Y4/1灰色粘土質シル ト10YR5/4にぶい黄褐色粘土質シル卜を含む。
焼土ブロック含む。（SK127埋土）

9 5Y4/1灰色粘土質シルト 5Y2/1黒色粘土質シJレトブロックを含む。
焼土ブロックわずかに含む。（SK127埋土）

10 2. 5Y5/3黄褐色粘土質シル ト10YR5/4にぷい黄褐色粘土質シルト、
5Y3/1オリ ブ黒色粘土質シルトを含む。焼土ブロック含む。 （SK132埋土）

11 2. 5Y4/1黄灰色粘土質シル ト5Y5/2灰オリーブ色粘土質シル トをわずかに含む。
(SK132埋土）

12 2. 5Y4/1貧灰色粘土質シル ト5Y2/1黒色粘土質シルトブロックを含む。 （SK132埋土）

SP14 

第65図 SK116、127 遺構平面図、断面図（1 :40) 
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口 ：地山部分L=6. 500m一一

1 1 OYR3/1黒褐色シJレト細粒砂含む。径5～10cmの小磯含む。炭化物、焼土ブロック多く含む。（SK132i里土）

2 2. 5Y5/3黄褐色砂質シJレト細粒砂含む。径5～10cmの小礁含む。（SK132埋土）

3 1 OYR3/1黒褐色シル ト2.5Y5/3黄褐色砂質シJレ卜の小ブロック含む。炭化物含む。（SK132埋土）

4 2. 5Y4/1黄灰色シル 卜5Y6/2灰オリーブ色シル卜の小ブロッヲを含む。（SK132i里土）

5 2. 5Y4/1黄灰色シル ト2.5Y5/3黄褐色砂質シル トの小ブロックを含む。（SK132埋土）

6 5Y4/1灰色シJレト2.5Y5/2暗灰黄色シJレ卜を含む。（SK132埋土）

7 5Y4/1灰色シル ト径1～2cmの小礁わずかに含む。腐植物、藍鉄鉱わずかに含む。（SK132埋土）

8 2. 5Y3/1黒褐色シル ト径2～3cmの小磯わずかに含む。腐植物、藍鉄鉱わずかに含む。（SK132埋土）

9 2. 5Y3/1黒褐色シルト 腐植物、藍鉄鉱含む。（SK132i里土）

10 1倒的／1黒褐色シル ト炭化物わずかに含む。（SK132埋土）

11 2 5Y3/1黒褐色シJレト径2～3cmの小磯わずかに含む。腐植物、藍鉄鉱を含む。（SK132埋土）

12 2. 5Y3/1黒褐色シルト腐植物多く含む。（SK132埋土）

13 5Y3/1オリーブ黒色シル ト腐植物含む。（SK132埋土）

14 2. 5Y3/1黒褐色シルト腐植物多く含む。（SK132埋土）

15 5Y4/1灰色シルト 2.5Y3/1黒褐色シル トを含む。腐植物含む。（SK132埋土）

16 5Y4/1灰色シル卜腐植物事〈含む。（SK132埋土）

17 1 OYR3/1黒褐色シJレト細粒砂含む。 5YR5/6明赤褐色の焼土ブロンヴ多く含む。炭化物多く含む。（SK116i~土）

第66図 SK132 遺構平面図、断面図・小型結桶出土状況図（1:80・1:40) 
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SK 139 （第69、75図）

1区のBl6、Cl6グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は隅

丸方形である。新旧関係にあるSEllO、SD53より時期は古い。規模は長軸が確認した範囲で2.32m、

短車由が2.05m、深さは0.12mをはかる。

遺物は陶磁器細片、士師質土器、瓦質土器細片が出土した。磁器は碗 (1）、皿（2）、と青磁粕の

掛かる植木鉢（3）がある。 1は19世紀中葉頃のもので、 3の脚は獣脚となる。 4は越中瀬戸の播鉢

で鉄紬が掛かる。

SK 146 （第69、75図）

l区のB15グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕円形で

ある。新旧関係にあるSD53、SX147より時期は新しい。規模は長軸が2.41m、短軸l.4lm、深さ 0.40

mをはかる。

ill；物は陶磁器、木製遺物が出土した。陶器は皿で（5、6）、 5は内外面に銅緑粕を施す。 6は志

野の丸皿で大窯第N期以降のもである。越中瀬戸は7の匝鉢がある。

SK154 （第69、75図）

1区のB14グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕円形で、

新旧関係にあるSK154より時期は古い。規模は長軸が0.8m、短軸0.76m、深さ 0.28mをはかる。

遺物は陶磁器、土師質土器、瓦質土器、木製遺物が出土した。陶器は、碗（8）、皿（9）、がある。 8、

9は京、信楽系のもので、高台は丁寧な削り出しとなり、胎土は乳白色で椴密である。紬は8が乳白

色系、 9は乳白色～緑系の灰紬となり、 9の見込みには目跡が残る。磁器は碗（10、11、12）、皿（13)

仏飯器 (14）がある。 10は腰丸碗で格子文となり 18世紀後葉頃である。 11は龍の文様が入り 12は網

目文を配す。これらの磁器はやや古く 17世紀中葉～後葉頃と考えられる。 13の皿は輪花皿で18世紀

後葉頃となり、 14の仏飯器は18世紀代である。揺鉢 (19、20）は肥前系のもので、濃い鉄紬が全面に

掛かる。卸目は間隔の広いもので、 18世紀後半～19世紀代と考えられる。 19が越中瀬戸で、ある。底

部は回転糸切り未調整で、鉄柚を施す。越中瀬戸は皿 (18）が出土した。高台は貼り付け高台で、鉄

柚を施す。見込みに粕はなく、粕止めの段もない。宮田編年E～E期頃と考えられる。 土師質土器は

Jill ( 15、16、17）が出土した。 15、16は底部が回転糸切り未調整であり、 17はロクロヘラケズリ調整

で、体部上方をヨコナデした。 15の口縁端部には、煤が付着していることから灯明皿として使用した

と考える。これらの皿の15と16は、越中瀬戸と非常に器形が類似するため、手由を掛ける前の素地を

使用したものと考える。ほかには、青磁の折縁皿片（21）が見られた。細片のため、鏑の有無は不明

である。瓦は丸瓦（23）が出土した。凸面には削り痕がみえ、凹面はケピキが入る。石製品は硯（22)

の陸部分がある。

SK155 （第69図）

1区のB14グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕円形で

ある。新旧関係にあるSK154より時期は新しい。規模は長軸がl.42m、短軸0.73m、深さ0.28mを

はかる。

遺物は磁器が出土した。磁器は碗と皿があり、碗は『くらわんか手』で、 18世紀中葉から後葉の時

期である。 25の皿の高台には砂が付着し、削り出しとなる。

96 
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SK237 （第70、71、72、73図）

1区のAl5、B15、B16グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面

形は楕円形である。新旧関係にあるSK140より時期は新しい。規模は長軸が2.72m、短軸2.72m、深

さ2.04mをはかる。堆積土は12層からなり、上層部分に一部自然堆積の層があるものの、主は人為堆

積となる。第7、8層、 10層は植物遺体などを含み、有機質層である。この3層からは、木製遺物が

出土し、特に第8層から下層で顕著であった。遺構の形状から井戸の可能性もあるが、井戸材などの

出土がなく積極的に断定はできない。現段階ではゴミ穴と考える。

遺物は陶磁器、 土師質土器、木製遺物、竹製品、石製品など多種にわたる。陶器は碗（第71図1、2）、

JlTl (4）鉢（3）蓋（5）、火入れ（25）がある。碗は lが鉄軸を施したもので、体部外面下半は露

胎と なる。 2は灰紬を施し、高台は削り 出しとなる。ともに肥前系である。 皿は底部がロクロヘラ切

りと なり、体部外面はヨコナデであった。鉢は3が器厚を薄づくりとし、長石粕がかかる。在地系の

もので、他の遺物より時期がやや新しいものと考えられる。25の火入れは肥前系である。下地に長石

柑を掛け、鉄紬で刷毛目となる。頚部には印花文を配する。 5の蓋は志戸呂系のもので、天井部は刷

毛日となる。内面には墨書で『口徳三間五月』（1713年）と書かれる。磁器はすべて肥前系であり、碗（6）、

皿（7、8）、鉢（ 9）が出土した。碗は6が腰丸碗で18世紀前葉～中葉頃である。皿は7が17世紀

後半代のもので、 8が『くらわんか手』で18世紀前葉～中葉頃である。 9の鉢は青磁柑を施したもので、

見込みには草花文を片切彫りしたものが入る。 高台端部は柑はぎとなるが、高台内は施粕する。肥前

系磁器の17世紀後半頃のものと考えられる。越中瀬戸は、皿 (lo、11）措鉢（26、27）がある。 10は

灰粕を施し、紬止めの段がある。見込みには印花丈を配し、高台は貼り付け高台である。 11は鉄柚が

掛かり、見込みには柚止めの段や印花丈はない。高台は削り込みである。宮田編年E期頃と考えられる。

土師質土器は皿で、ある。非ロクロのもの (13～17、21) とロクロのもの（18～20、22～24）の2種類

が出土した。このうち22～24のものは、越中瀬戸に器形が類似していることから、施粕する前の素地

を使用したと考える。土人形の顔も出土している (12）。木製遺物は漆器椀（第72図28～33）、曲物

の火桶（43）、蓋（44）、箆（34）灰ならし（45）、箸状木製品（35～42）、下駄（第73図46～50）が

出土した。漆器椀は樹種同定した第72図30、31、32、33で、ごく 一般的に使用されているブナ属の

材で作製されていることが分かった。文様に銀彩するなどの蒔絵を施している割には、 下地処理を一

般的な炭粉渋で行うなど、町屋敷から出土した遺物と処理法で違いが現れている。 下駄は連歯下駄と

差歯の露卯下駄があり、これらの樹種は漆を塗らない48がヒノキであったのに対し、ベンガラ朱の漆

や黒漆で飾られた46がブナ属で作られるなど、彩色と樹種の選定には、ある一定の関係が伺える。 43

の曲物の火桶は、底板の部分で側板との接合部に溝を設ける。表、裏面には黒漆を塗る。底部内面の

中央には広範囲なコゲ跡が見られ、使用中に炭などを直に置く様な行為があった事が伺える。 44の蓋

は穴が2穴あり、ここに紐などを通して取っ手として使用したと考える。 34の箆は片方が細く柄状に

なり、もう 一方は片側がやや細くなる形状で、包丁の様な形となる。表面には、塗料的な顔料などの

付着は見られず、加工痕も摩耗、腐食のため不明である。箆の分類としては、朝倉氏一乗谷で出土し

た遺物で包丁形、箆Cとして分類されているものが存在し（福井県 1979）、この箆が該当する可能性

がある。 45の灰ならしは小型で、薄作りとなる。柄と結合する部分には方形の窪みを設けていた。箸

状木製品は先端部が細まるものが多くあり、 側面は面取りしたものと方形にしたものに分かれる。 35

は、表面に黒漆を塗る細工を施す。
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SD53 SKl 40・SK237

1 7. 5Y4/1灰色粘土質シルト径10～20cmの磯含む。炭化物、焼土含む。（SK237埋土）

2 2 5Y4/1賞灰色シルト中粒砂含む。5G7/1明緑灰色シルトをブロッヲ状に含む。（SK237埋土）

3 10YR4/2灰黄褐色シルト細粒砂含む。（SK237埋土）

4 10YR3/1黒褐色粘土質シルトと1OYR4/31こぶい黄褐色粘土質シルトとの斑土 径10～20cmの礁多く含む。（SK237埋土）

5 5Y4/2灰オリーブ色粘土質シルトと5Y7/4浅黄色粘土質シルトとの斑土径5～10cmの様含む。炭化物、焼土含む。（SK237埋土）

6 10YR3/1黒褐色シJレト細粒砂含む。炭化物、焼土含む。（SK237埋土）

7 10YR5/1褐灰色シル卜細粒砂多く含む。径5～10cmのE聖書く含む。植物片多く含む。（SK237埋土）

8 10YR2/1黒色シルト中粒砂多く含む。径5～10cm0コ襟含む。木片多く含む。（SK237埋土）

9 2. 5Y4/1賞灰色シルトと5Y6/1灰色シルトとの斑土径2～5cmの小磯含む。炭化物含む。（SK237埋土）

10 5Y5/1灰色シJレト細粒砂含む。（SK237埋土）

11 5Y2/1黒色シルト細粒砂多く含む。植物片多〈含む。（SK237l里土）

12 7. 5Y5/1灰色シルト細粒砂含む。炭化物わずかに含む。（SK237l里土）

13 5Y4ハ灰色シルト細粒砂含む。5G7/1明緑灰色シルトをブ白ック状に含む。径2～3cmの小磯多く含む。炭化物、焼土含む。（SD53埋土）

14 7. 5Y4/1灰色シル卜中粒砂含む。炭化物わずかに含む。（SK140埋土）

ン／／
SK58 SK239 

1 5Y4/1灰色シルト細粒砂含む。径5～10cmの礁含む。焼土、炭化物含む。

2 2. 5Y7/6明黄褐色粘土質シJレト細粒砂含む。

3 10YR4/2灰黄褐色粘土質シlレト中粒砂含む。炭化物、焼土含む。
径10～20cm磯多く含む。（SK239埋土）

4 5Y5/1灰色粘土質シルト中粒砂含む。2.5Y7/4浅黄色粘土質シルトをブロッヲ状に含む。
炭化物含む。（SK58l里土）

5 2. 5Y3/1黒褐色シJレト細粒砂含む。炭化物、植物片多く含む。（SK58埋土）

各~’

。SP2

調査区域外

SD59 

SK58 

Ne 5G7/1明緑灰色シルト（地山）

SP.2_ 

SK239 

L=1. :::= ＼~~ 
L=8. OCOm -.SPl 

4m 

口 ：地山部分

。
1 :so 

遺構平面図、断面図（1 :80) 
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SK239 （第70、74図）

1区のAl6、B16グリッドに位置する。SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕

円形である。新旧関係にあるSK58より時期は新しい。規模は長軸が3.08m、短軸2.22m、深さ 0.50

mをはかる。堆積土は単層で、底面は平坦で壁は垂直に立ち上がる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木製遺物、貝類などが出土した。陶器は、碗（第74図1）、鉢、

措鉢（8、9、10）がある。碗は丸形碗で高台は、口径が小さく削り出す。黄色の灰柑で貫入がはいる。

京、信楽系である。高台内には墨書があるが解読できない。鉢（8、9）は肥前系で18世紀前葉頃で

ある。措鉢（10）は口縁部のみ鉄軸を施し、口縁端部は肥大する。卸目は、一単位ごとの間隔は空き、

先端は引きっぱなしとなる。 17世紀後葉～18世紀代と考えられる。磁器は碗（ 2～4）、皿（5）が

あり、 3は朱色の模様が入る。 4は体部にコンニヤク印判による文様を配し、時期は18世紀前葉頃で

ある。ほかの碗も 18世紀前葉前後の時期である。皿は青磁柚が掛かり、見込みは蛇の目柚はぎとなる。

17世紀後半頃と考えられる。越中瀬戸は、査（7）と措鉢（11）が出土した。土師質土器は皿で、手づく

ねのやや古相のもの (14）も見られるが、 12、13はロクロ成形である。 13は越中瀬戸の皿に形状が類

似する。木製遺物には漆器椀（6）がある。巴文で内面は朱漆となる。樹種はケヤキで下地は炭粉渋

下地である。

SK236 （第75、76図）

l区のB15グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕円形で

ある。新旧関係にあるSD243より時期は古い。規模は長軸がl.99m、短軸l.20m、深さ0.50mをはかる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木製遺物が出土した。陶器は志野の丸皿がある（第76図

1）。口縁部片で、全面長石柚が掛かる。大窯N期16世紀末～17世紀代のものと考えられる。磁器は

碗（3）、香炉（4）、が出土した。碗は筒形碗で18世紀中葉～後葉頃で、香炉は体部外面上半には青

磁柚を施し下半にはたこ唐草文を配する、いわゆる『上手』と言われるものである。体部内面は無紬

となる。口縁端部には蔽打痕が見られることから、火入れ的な使われ方をしたと考える。 18世紀前葉

頃と考えられる。越中瀬戸は匝鉢（ 2）と播鉢（ 5）が出土した。ともに鉄柚を施している。木製遺

物は栓（ 6）がある。

SK238 （第75、76図）

1区のA16、B16グリッドに位置する。 SDlの北側、武家屋敷地の範囲から検出した。平面形は楕

円形である。遺構聞の前後関係はない。規模は長軸が0.97m、短軸0.63m、深さ 0.34mをはかる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、員類が出土した。陶器は碗（第76図7）があり、鉄軸を施

したもので、体部外面下方は、露胎となる。越中瀬戸は皿（8）、壷類（9）と播鉢（10）が出土した。

皿は張り付け高台で、灰柚を施し、体部外面下半は露胎となる。見込みは柏はぎとなり、明瞭な柚止

めの段はなく、 印花文を配する。この見込みには使用痕も明瞭に見られる。壷類は底部片で、高台は

削り込みとなる。播鉢は口縁部片に鉄柚を施す。時期は宮田編年E期頃と考えられる。
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SK247 （第43、76図）

1区のBl9、B20グリッドに位置する。SD1の南側、町屋敷の範囲から検出した。平面形は不整形

である。新旧関係にあるSE248、SK249より時期は新しい。規模は長軸が2.24m、短軸1.31m、深さ0.37

mをはかる。

遺物は問磁器細片、木製遺物が出土した。陶器は碗（第76図11）がある。京、信楽系の端反碗で体

部は灰粕が掛かり、口縁部は緑柚を施し掛け分けとなり、時期は19世紀前葉～中葉頃と考えられる。

越中瀬戸は匝鉢（13）があり、鉄軸が掛かる。底部内面には重ね焼き痕がある。土師質土器は皿（12)

が出土した。口縁端部には煤痕があり、底部は回転糸切り未調整となる。形状が越中瀬戸に類似して

いることから、施紬前の素地を使った可能性がある。木製遺物は、漆器椀 (14）、しゃもじ (15）、桶

の側板 (17）などが出土した。漆器椀は内外面ともに朱漆が施され、下地処理は『土』である。樹種

はケヤキで、町屋敷側から出土した他の朱漆の漆器椀とは、下地処理や樹種などの点で類似する部分

が多い。しゃもじは、身の部分が半分欠損したもので、柄には穴が空く 。漆などの塗装は見られない。

桶の側板は全周せず、部分的なものである。外面には植の痕が見られ、内面の上下端部分には、撃によっ

て削り込んだ痕や、真ん中部分を中心に鏑痕が観察できた。

SK249 （第43、78図）

1区のB20グリッドに位置する。SD1の南側、町屋敷の範囲に位置する。平面形は方形である。新

旧関係にあるSK247、SK29より時期は古い。規模は長軸l.37m、短軸0.62m、深さ 0.18mをはかる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木製遺物が出土した。陶器は壷、瓶類（第78図1）や措鉢

( 5）がある。 lは底部が回転糸切り未調整となり、体部は黄色に発色した灰柑を施す。内面には煤

が残る。播鉢は肥前系で、鉄柚が全面に掛かり底部には高台が付く 。高台は踏ん張る形でなく、内側

へ向き接地する。卸目は l単位で間隔は空かず、上端は均一な幅でナデが施される。時期は18世紀後

葉～19世紀代となる。磁器は2が陶胎染付けの皿である。18世紀前葉頃と考えられる。越中瀬戸は匝

鉢（ 3）があり、鉄柚を施し、底部内面には重ね焼き痕が見られる。土師質土器は皿である。非ロク

ロ成形であり、 16世紀代以降と考えられる。6は土錘である。

SK251 （第11、78図）

1区のCl8、D18グリッドに位置する。SDlの南側、町屋敷の範囲に位置する。平面形は楕円形である。

新旧関係にあるSK50より時期は新しい。規模は長軸l.42m、短軸l.28m、深さ l.54mをはかる。

遺物は陶磁器、木製遺物が出土した。陶器は肥前系の播鉢（第78図13）で18世紀後葉頃である。

磁器は碗（7）、皿（9、10）、猪口（8）がある。7の碗の時期は18世紀前葉である。9、10は輪花

皿で17世紀後葉～18世紀前葉の頃となる。諸口は18世紀中葉である。越中瀬戸は皿（11）、査 (12)

が出土した。皿、査ともに鉄柚を施し、皿の底部は回転糸切り未調整となる。

SK252 （第53、78図）

1区のC20、D20グリッドに位置する。SD1の南側、町屋敷の範囲に位置する。調査区の南壁際

での検出であり、調査区域外へ広がる。平面形は楕円形で、新旧関係にあるSK45より時期は新しい。

規模は長軸が3.28m、短軸2.69m、深さ l.52mをはかる。

遺物は陶磁器が出土した。陶器は第78図14の碗で高台は削り出しとなり、鉄絵が入る。産地不明

時期不明で、ある。15は肥前系の皿である。17世紀中葉～後葉頃と考えられる。
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SK277 （第38、79、80、81図）

2区のLllグリッドに位置する。SDlの北側であり、武家屋敷の範囲から検出した。平面形は方形で、

新旧関係にあるSK283より時期は古い。規模は長軸が2.68m、短軸2.42m、深さ0.2mをはかる。底

面は、ほほ平坦で、壁は底面から上端へ直線的に立ち上がる。堆積土は単層とな り、遺構の深さが浅かっ

たことから明確な人為的堆積の有無は確認できない。しかし第13層の混入物に地山由来の灰色粘質土

ブロックが見られた点や炭化物、焼土ブロックといった混入物が存在する点は、後述するSK283の第

8層でも見られる共通点であり、人為堆積の可能性を示唆している。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、石製品など多種である。 SK277との立地関係や遺物の出土

状況などから、ゴミ穴の可能性がある。

陶器は碗がある。灰柚が掛かるもので、 信楽系とも考えられる。磁器はすべて肥前系で、 碗 （第79

図2～4）、皿（5～9）が出土した。碗は2が底部片で、その高台内には墨痕がある。 3や4は17

世紀中葉～後葉頃のもので、丸形碗である。皿は、 5～9の時期が17世紀中葉～後葉頃となり、碗の

時期とほぼ同じものとなる。 5は見込みが、蛇の目紬はぎとなり、高台は削り出しである。粕薬は均

ーには掛からず、まだらになる。 6や7は高台端部が無柚となり、砂目である。7の口縁部には漆が

付着する。越中瀬戸は碗 (10）、皿（11～13）、播鉢 (14～17）が出土した。皿は11が貼付け高台で、

見込みには印花文を配す。粕止めの段があり、そこから口縁部には灰紬を施す。12、13は削り込み高

台で、鉄車由を施す。見込みは、粕はぎとなり使用痕が明瞭に確認できる。体部外面の上方は鉄紬が掛

かるが、下方は露胎となる。時期は皿から富田編年E期頃と考えられる。土師質土器は皿 （第80図18

～25）と鍋（26）が出土した。皿は、 18など小皿の部類に入るものも見られたが、底部径の大きいも

のが主となる。底部は回転糸切り未調整となる。口縁部には煤が付着している事から、灯明皿として

使用したものと考えられる。これらの時期は越前編年の17世紀前葉～中葉頃にあたるものと考えら

れる。 23の鍋は口縁部片で、内外面ともに赤彩が施されている。木製遺物は漆器椀（第80図27、28、

29）、結桶、曲物底板（第81図31、32）、下駄（33、34）が出土した。漆器椀は外面黒漆、内面朱漆の

もので、文様は27がカタバミ文で29は丸に松？と扇文が描かれている。この2点は文様を銀彩の蒔

絵とし、成分分析から銀＋石黄からなることが分かった。樹種は、 同定を行った27、29がブナ属であ

るこ とが分かった。漆器の下地処理は炭粉渋下地であり、この2分析の結果の傾向は、武家屋敷で出

土したほかの漆器に共通したものであり、樹種同定や塗膜分析を行っていない28も同様の可能性が考

えられる。 結桶、曲物の底板は厚みのある31と薄い32が出土した。31は結桶の底板である。32は曲

物の底板で、内外面ともに黒漆が施され、内面の中心部分には炭化した部分が見られた。このことか

ら火桶として使用したことを考える。 下駄は差歯の露卯下駄であり、角形と丸形のものがある。とも

に台の部分のみの出土で、歯の部分は欠損していて不明である。石製品は硯が出土した（第80図30）。

方形のもので、全般的に使い込まれた感があり、陸には強く擦った痕跡が見られ、海の部分は浅くなっ

ている。
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1 2. 5Y3/1黒褐色シルト SGYSハオリ ブ灰色粘土質シルトブロッウを多く吉む。際含む.(SP253埋土）

2 2. 5Y3/1黒褐色、ンルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シル トブロッウを吉む。（SP253埋土）

3 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルト 2.5Y3/1黒褐色シルトを吉む。

4 2. 5Y2/1黒色粘土質シルト（SK252埋土）

5 2. 5Y3ハ黒褐色粘土質シルト（SK252l里土）

6 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトブロッウ、 諜吉む。（SK252l里土）

7 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトブロッウ、礎書く吉む。（S抗252埋土）

8 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルト、炭化物わずかに含む.(SK45埋土）

9 2. 5Y3ハ黒褐色粘土質γJレト5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトを多く吉む。炭化物含む固（SK45埋土）

10 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シル ト7.5GY4/1暗緑灰色細粒砂、腐植物、木片含む。（SK45埋土）

!Vd 7. 5GY4ハ暗緑灰色細粒砂（地山）

!Vg 5GY5/1オリ ブ灰色粘土質シルト（地山）

!Vh IOY4/1灰色粘土質シルト（地山）

IV i 7. 5GY4ハ暗緑灰色粗粒砂 礁極めて多〈吉む。（地山） 。
1 50 

第77図 SK252、45、SP253 遺構平面図、断面図（1 :50) 
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SK283 （第38、82図）

2区のLllグリッドに位置する。 SD1の北側であり、武家屋敷の範囲から検出した。平面形は隅丸

方形であり、調査区東壁際で検出し、調査区域外へ広がる。新旧関係にあるSK277より時期は新しい。

規模は長軸が2.43m、短軸l.92m、深さ l.86mをはかる。堆積土は人為堆積で第10、11、12層は植

物遺体を多く含む腐植土である。

平面形から井戸の堀方とは違い、遺物の出土状況から、ゴミ穴として使用されたと考えられる。

遺物は陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木製遺物などが出土した。陶器は碗（第82図2）、小坪 (1)

が出土した。碗は底部片で、全面黄色の灰柑を施し、高台は削り出しとなる。胎土は椴密なもので、

乳白色となる。瀬戸美濃系と考えられる。小杯は灰色柚が内面と外面の上方に掛かり 、底部は回転糸

切り未調整となる。磁器は碗（4）、皿（3）があり、 4はうがい茶碗の細片で、内面には緑色と赤

色による色絵を配す。皿はやや薄い呉須による文様があり、高台端部は砂目となる。 17世紀中葉頃の

ものと考えられる。越中瀬戸は播鉢の細片があり、鉄柚が掛かる。土師質土器は皿がある（5）。見

込みには型打ちによる線が明瞭にあり、使用痕が残る。底部は回転糸切り未調整である。木製遺物は、

ill！物の底板と箸状木製品が出土した。

SX147 （第75、82図）

l区のAl5.Bl5グリッドに位置する。 SDlの北側であり、武家屋敷の範囲から検出した。平面形

は不整形で、新旧関係にあるSD50、SD243、SK146、236、237より時期は古い。長軸は3.80m、短軸2.91

m、深さ0.40mをはかる。遺構の深さは浅く、平面形も不整形であり溝とも土坑とも判断できないため、

ここでは不明遺構とした。

遺物は陶磁器、土師質土器、木製遺物、 金属製品、石製品など多種にわたる。陶器は細片が多い。

磁器は碗（第82図15、16、18～22）皿 （25、26）猪口 (17）紅猪口（23、24）仏飯器（27）がある。

碗は総じて、『くらわんか手Jの腰丸形で、時期は18世紀中葉頃のものであり、時期的にまとまる。出

土遺物の器には、形態の統一性があり、蟹江家で使用していた器の器形への趣向性が感じられる。 皿

もまた丸形のもので、 26が18世紀前葉～中葉頃と、やや古相の部分もあるが、 25は18世紀中葉頃と

考えられる。紅猪口は総じて 18世紀代のもので、 27の仏飯器も同様の時代のものと考えられる。越中

瀬戸は皿（28、29）が出土した。皿は無高台のもので、底部は回転糸切り未調整となり、内面は鉄紬

が全面に掛かり、体部外面は口縁部周辺にのみ施柚し、下方まで露胎となる。見込みには重ね焼き痕

が見られる。宮田編年E期頃か。木製遺物は漆器椀が出土した。朱漆による文様が見られるもので、

高台は低く接地する。金属製品は飾金具で建具なと手襖の取っ手部分のものと考えられる。金属製品に

は図示はしていないが、火箸の破片も出土した。
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2区の堆積状況について（第83、84図）

2区は、武家屋敷地にあたるが、後世の撹乱によって大きく削平を受けていたため、屋敷地の痕跡

はなかった。そこで人為的な整地の確認や自然環境の復元を目的とした試料の採取を、トレンチ3本

を東西方向に設定して行った。

トレンチの西側から東へ6mほどの範囲は、 3トレンチとも深く撹乱が入っていたことが判明した。

トレンチ東側は、各トレンチで撹乱を受けた度合が違い、北側トレンチ以外は、深く撹乱が入ること

は無かった。各トレンチで細かい堆積土を含めると 21層ほど存在するが、その中で9つの層について、

広範囲にその存在を確認することが出来た。この9層の層厚はさまざまであったが、層の底面は平坦

で、 一定の厚さで堆積するという共通点を持っていた。そのことから人為堆積の可能性が伺えたため、

これらの層に対して土壌分析を行い、分析の数値の変動から人為堆積の可能性を探ることとした。

土壌分析は花粉、 珪藻、プラン トオパール分析を実施し、土壌サンプルは中央トレンチの土層観察

面から採取した。その結果、古墳時代頃の土師器の細片が出土したEq層の上位層、 illf層、 illg層か

らは、水田の可能性を示すイネ機動細胞珪酸体がl万を超える数値で検出した。この層の時期は古墳

時代以降で、古代、中世の水田で、あった可能性が非常に高い。またこの水困層の上層であるme層か

らは、アブラナ科の花粉も多く検出し、栽培植物（蕪、大根、白菜など）の存在の可能性がある。こ

のこ とから、中世より新しい時代には畑の立地の可能性を提示されている。 Eq層より下層について

は、 Eq層の直下の層である illr層で、それまでの湿地環境から突然、乾燥状態の堆積環境となる変

化が見られることから、人為的な整地行為による堆積土の可能性がある。ほかの層については、明確

な人為堆積の可能性は読み取れなかった。 （新宅）
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エリ72 北側トレンチ

1 1 OYR3/1黒褐色シJレト2.5Y3/1黒褐色シJレト、炭化物、焼土ブロッウ含む。（撹乱層）

2 5Y5/1灰色組粒砂 2.5Y3/1黒褐色シル ト、 5G5/1緑灰色粘土質シル トブロッヴ、焼土ブロック含む。（償乱層）

3 7. 5Y4/1灰色シJレト 5G5/1緑灰色粘土質シル トブロッウ、 5Y4/1灰色粗粒砂、焼土ブロックわずかに含む。（撹乱層）

4 7. 5Y4/1灰色シルト 5G5/1緑灰色粘土質シJレトブロッヴ、様、炭化物含む。（撹乱層）

5 1 OYR4/1褐灰色シルト礁含む。（撹乱層）

6 2. 5Y3/1黒褐色シルト砂礁多く含む。（撹乱層）

7 2. 5Y4/1黄灰色シlレト砂礁多く含む。（撹乱層）

8 5Y4/1灰色組粒砂楳多く含む。（撹乱層）

9 2. 5Y2/1黒色シルト 粗粒砂、炭化物含む。（撹乱層）

10 5Y4/1灰色シルト砂磯多く含む。焼土ブロッウわずかに含む。（撹乱層）

11 5Y4/1灰色シルト砂傑含む。（撹乱層）

12 2. 5Y4/1黄灰色シlレト 2.5Y3/1黒褐色シルトを含む。（SD285埋土）

13 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シルト 2.5GY5/1オリーブ灰色粘土質シルトブロック、炭化物含む。（SD28o埋土）

14 2. 5Y4/1黄灰色粘土質シJレト 2.5Y3/1黒褐色粘土質シルト、機含む。（SD285埋土）

15 5Y4/1灰色粘土質シルト炭化物含む。（SD285埋土）

16 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シJレト7.5GY5/1緑灰色粘土質シJレトブロックを含む。（SD285埋土）

17 2. 5Y3/1黒褐色シルト 2.5Y4/1黄灰色シjレトを含む。（SD284！里土）

18 2. 5Y3/1黒褐色シル卜炭化物を含む。（SD284埋土）

。 2m 

llld 5Y4/1灰色シル ト礁わずかに含む。（整地土つ）

lllq N15／黒色粘土質シルト炭化物含む。（古墳時代遺物包含層つ）

lllr 5Y2ハ黒色粘土質シJレト5Y3/1オリーブ黒色粘土質シJレトを含む。

llls 7. 5GY6/1緑灰色粘土質シJレト5Y2/1黒色粘土質シルトを含む。

Illt 5Y2/1黒色粘土質シル卜

Na 10Y6/1灰色粘土質シルト（地山）

19 7. 5Y4/1灰色シルト細粒砂含む。（SD284埋土）
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エリア2 中央トレンチ

8. OOOm 
＋ 

＋ 

1 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シル ト様、炭化物を含む。（撹乱層）

SD284 

10 OOOm 
＋ 

＋ 

2 5Y3/1オリ ブ黒色シル卜 5GY5/1オリ ブ灰色粘土質シル トブロッヴ、粗粒砂、炭化物含む。（撹乱層）

3 2. 5Y3/1黒褐色シルト 25Y4/2暗灰黄色シjレト、礁、炭化物、焼土ブロック含む。（撹乱層）

4 2. 5Y3/1黒褐色シJレ卜礁多く含む。炭化物、焼土ブロツヴ含む。（撹乱層）

～ 、h岡崎

5 2. 5Y3/1黒褐色シJレト 7.5GY6/1緑灰色粘土質シJレトブロッヴ、細粒砂、炭化物、焼土ブロッヴ含む。礁極めて多く含む。（撹乱層）

6 2. 5Y4/1糞灰色シル ト75GY6/1緑灰色粘土質シJレトブロッヲを多く含む。炭化物、焼土ブロック含む。（撹舌LI曹）

7 2. 5Y3/1黒褐色粘土質シJレト砂操、炭化物、焼土ブロッウ含む。 CSD285埋土）

8 2. 5Y4/1黄灰色粘土質シlレト炭化物わずかに含む。 CSD285埋土）

9 2. 5Y4/1黄灰色粘土質シJレト炭化物含む。（SD285埋土）

10 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シJレト 75GY5/1緑灰色粘土質シルトブロンクを含む。（SD285埋土）

11 7 5Y4/1灰色細粒砂 5Y3/1オリーブ黒色粘土質シルト、 5Y4/1灰色細粒砂を含む。（遺構埋土つ）

me 5Y4/1灰色シルト細粒砂含む。（畑か）

mf 5Y3/1オリ ブ黒色粘土質シJレト2.5Y5/3黄褐色粘土質シル ト、細粒砂含む。マンガンが沈着する。（水困層）

illg 5GY5/1オリ ブ灰色粘土質シル卜細粒砂を含む。マンガンが沈着する。（水困層）

illh 5Y4/1灰色粘土質シJレト炭化物含む。（整地土つ）

mi 5Y4/1灰色シル ト細粒砂含む。（整地土つ）

illj 5Y3/1オリ ブ黒色粘土質シル卜（整地土。）

illq NL 5／黒色粘土質シJレト 炭化物含む。（古墳時代遺物包含層）

mr 5Y2/1黒色粘土質シル ト5Y3/1オリ ブ黒色粘土質シルトを含む。

ms 7 5GY6/1緑灰色粘土質シルト 5Y2/1黒色粘土質シJレトを含む。

mt 5Y2/1黒色粘土質シJレト

Na 10Y6/1灰色粘土質シル 卜（地山）

。

第84図 2区中央トレンチ断面（1 :40) 
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第2表 富山城跡富山城下町遺跡 （主要部）遺構観察表

遺跡名 遺構番号 地区 グリッド 平面形 長軸（m) 短軸（m) 深さ（m) 出土遺物 層序

TYJM SD1 1区 A18-D18 (16.35) (1.90) 1.25 
陶磁器、越中瀬戸、土師貿土器、人形、木質造物、金属製品

29層
石製品、自然遺物／貝

TYJM SK2 1区 A18 A19 楕円形 2.01 1.51 1.07 
陶磁器、越中瀬戸、土師貿土器、木質遺物、金属製品、

単層
自然遺物／種実

TYJM SK3 1区 A19 楕円形 (1.02) (0.96) 0.98 陶磁器．越中瀬戸、土師質土器、木質遺物、金属製品 単層

TYJM SK4 1区 A19 楕円形 (0.79) (0.92) 0.37 陶磁器、土師質土器、金属製品 単層

TYJM SK6 1区 818 不整形 1.23 1.15 0.49 単層

TYJM SK7 1区 818目819 不整形 1.11 (0.58) 0.50 単層

TYJM SKB 1区 819 不隻形 1.20 (0.56) 0.68 単層

TYJM SK9 1区 A19回目19 楕円形 2.48 1.79 0.88 陶磁器、越中瀬戸、土師買土器、木質量物 単層

TYJM SKID 1区 At9 円形 0.59 0.51 0.18 陶磁器 単層

TYJM SK12 1区 819 楕円形 1.21 1.20 0.28 陶器、越中瀬戸 単層

TYJM SK13 1区 A19 楕円形 0.93 0.85 0.20 陶磁器、土師質土器 単層

TYJM SK14 1区 A19 819 隅丸方形 1.88 (0.93) 0.29 陶雌器 単層

TYJM SKIS 1区 819 円形 0.54 0.35 0.10 

TYJM SK16 1区 819 不整形 1.70 1.03 0.43 単層

TYJM SK18 1区 日19 円形 0.80 0.58 0.24 陶器 単層

TYJM SK19 1区 819 隅丸方形 1.27 (1.07) 0.14 陶磁器、越中瀬戸、土師質瓦質土器 単層

TYJM SK20 1区 日19 不整形 1.33 0.91 0.38 単層

TYJM SK21 1区 818日19 楕円形 1.50 1.09 0.72 陶磁器、土師質土器 単層

TYJM SK22 1区 日19 円形 0.48 0.36 0.37 

TYJM SK23 1区 819 楕円形 0.65 0.53 0.28 陶器、瓦質土器

TYJM SK25 1区 819・C19・820・C20 不整形 (1.00) 1.09 0.32 陶磁器 単層

TYJM SK26 1区 819 C19 円形 1.36 (0.82) 0.48 陶器 単層

TYJM SK27 1区 819 C19 隅丸方形 3.31 1.27 0.71 陶磁器、土師質土器 単層

TYJM SK29 1区 820・C20 隅丸方形 2.56 1.87 0.65 陶磁器、木質遺物 単層

TYJM SK39 1区 020 不整形 (2.34) (1.39) 0.37 単層

TYJM SK41 1区 020 隅丸方形 1.66 (1.13) 0.67 陶磁器、石製品 単層

TYJM SK43 1区 018 019 隅丸方形 4.89 (1.78) 0.37 陶磁器、石製品 単層

TYJM SK45 1区 C19・019・C20・020 隅丸方形 5.02 (4.30) 1.38 
陶磁器、越中瀬戸． 土師質土器、珠洲、石製品、木質遺物、

7層
自然遺物／貝

TYJM SK50 1区 C18・018・C19・019 隅丸方形 4.27 3.85 1.05 
陶磁器、越中瀬戸、 土師質土器、瓦質土器、木質遺物、
金属製品

TYJM SD53 1区 814 818 南北方向 (16.71) 1.70 0.45 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器 単層

TYJM SK54 1区 817 不整形 1.36 0.95 0.33 陶器 単層

TYJM SK55 1区 817 不整形 1.60 1.17 0.59 車層

TYJM SK56 1区 817 楕円形 0.88 0.54 0.23 単層

TYJM SK58 1区 A16 A17 隅丸方形 5.26 (1.62) 0.35 陶磁器、土師質土器 単層

TYJM 8059 1区 日17-017 東西方向 (14.53) 0.87 0.34 木質遺物、金属製品 単層

TYJM SK66 1区 817 円形 1.06 (0.68) 0.19 単層

TYJM SK67 1区 817 C17 不整形 2.07 1.63 0.38 
陶磁器（皿播鉢・鉢類小町火入れ）、越中瀬戸（皿）、木質遺
物（桶の蓋・底板栓）

TYJM SK70 1区 C17 不整形 1.57 1.32 0.45 

TYJM SK73 1区 C17 不整形 2.61 2.39 0.30 陶磁器、越中瀬戸

TYJM SK75 1区 C17 不整形 0.52 0.34 0.42 単層

TYJM SK76 1区 C17 C18 楕円形 2.31 1.75 0.50 陶器、土師質土器

TYJM 8081 1区 C16 016 C17 017 (7.86) 3.58 0.52 
陶磁器、越中瀬戸、 土師貫土器、五質土器、木質遺物、 石製
品、金属製品

TYJM SK83 1区 C17 017 不整形 3.45 2.30 0.82 陶磁器、 土師質、疎洲、瓦質土器、木質遺物、金属製品 2層

TYJM SK87 1区 816・C16・817・C17 楕円形 3.42 (2.68) 1.00 陶磁器、越中瀬戸、 土師置土器、珠洲、瓦質土器、木質遺物 13層

TYJM SK92 1区 016 楕円形 1.33 0.94 0.60 陶磁器、木質遺物 2層

TYJM SK108 1区 016 摘円形 1.93 1.34 0.50 陶磁器、木質遺物

TYJM SEl 10 i区 C16 隅丸方形 4.15 3.69 (1.70) 陶磁器、 土師質土器、木質遺物、自然遺物／貝 3層まで確認

TYJM SKl 14 l区 015 楕円形 1.20 0.71 0.60 単層

TYJM SKI 16 1区 015 016 隅丸方形 3.75 3.35 0.58 陶磁器．越中瀬戸、珠洲、本質遺物 7屠

TYJM SKI 18 1区 015 不整形 (1.93) 2.05 0.19 

TYJM SK123 1区 口14 楕円形 0.39 0.23 0.13 

TYJM SK124 1区 015 不整形 1.04 0.63 0.36 

TYJM SK125 1区 014・015 楕円形 0.43 0.32 0.09 

TYJM SK127 1区 014 015 楕円形 2.52 2.00 0.70 磁器、土師質土器 6層

TYJM 80129 1区 014・015 東西方向 (2.17) 0.50 0.13 土師質土器

TYJM SK132 1区 C14 014 C15 015 隅丸方形 8.26 6.64 1.19 
陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木質遺物、石製品、自然遺物

16層
／骨、種子

TYJM SK139 1区 816 C16 隅丸方形 (2.05) 2.32 0.12 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、瓦質土器

TYJM SK140 1区 815・816 楕円形 4.36 1.56 0.39 陶磁器、土師買土器 単層

TYJM SX145 1区 815 不整形 0.86 0.59 0.46 陶磁器

TYJM SK146 1区 815 楕円形 2.41 1.41 0.35 陶磁器、 土師質土器、木質遺物 単層

TYJM SX147 1区 A15 815 不整形 3.80 (2.91) 0.40 陶磁器、土師質土器、木質遺物、石製品、金属製品

TYJM SK152 1区 A14日14 不整形 (3.38) 2.33 0.27 

TYJM SK154 1区 814 楕円形 0.8日 0.76 0.28 
陶磁器、越中瀬戸、 土師質土器、、瓦質土器、木質遺物、
石製品
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遺跡名 遺構番号 地区 ゲ＇！ッド 平面形 長軸（m) 短軸（m) 深さ（m) 出土遺物 層序

TYJM SK155 1区 814 不整形 1.42 0.73 0.28 陶器、越中瀬戸 単層

TYJM SK158 1区 814 円形 0.54 0.47 0.43 単層

TYJM SK159 1区 814・C14 不整形 2.13 1日9 0.24 

TYJM SD166 1区2区 D14~F14 東西方向 (11.17) 1.04 0.31 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器

TYJM SD173 1区 A14 C14 東西方向 (8.21) 1.47 0.27 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器

TYJM SK236 1区 日15 楕円形 1.99 1.20 0.18 陶磁器、土師質土器、木質遺物 単層

TYJM SK237 1区 A15・815・816 楕円形 2.72 2.72 2.04 
陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、石製品、人形、木質遺物、

12層
ガラス製品

TYJM SK238 1区 A16日 16 楕円形 0.97 0.63 0.34 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、自然遺物／貝

TYJM SK239 1区 A16目816 楕円形 3.08 2.22 0.50 問磁器、土師質土器、木質遺物、自然遺物／員 単層

TYJM SE242 1区 BIB 隅丸方形 1.47 1.43 (1.14) 陶磁器、土師質土器、 2層

TYJM 50243 1区 815 南北方向 (2.32) 0.69 0.53 磁器、木質遺物、木質遺物、金属製品 単層

TYJM SK244 1区 820 楕円形 1.53 1.04 0.34 

TYJM SK245 1区 819 円形 0.85 0.68 0.43 磁器 単層

TYJM SK246 1区 A20 820 楕円形 0.96 0.39 0.09 単層

TYJM SK247 1区 819 820 不整形 2.24 1.31 0.37 陶磁器、土師質土器、木質造物 単層

TYJM SE248 1区 820 楕円形 1.27 (0.64) 1.45 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、五、木質遺物 撹乱が多く2層のみ確認

TYJM SK249 1区 日20 方形 (1.36) 0.62 0.18 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器、木貫通物 単層

TYJM SK251 1区 C18目018 楕円形 1.42 1.28 1.54 陶磁器、越中瀬戸、木質遺物

TYJM SK252 1区 C20 020 楕円形 3.28 (2.69) 1.52 陶磁器 4層

TYJM SP253 1区 020 円形 0.58 0.48 0.45 木質遺物 2層

TYJM SX254 1区 818 819 南北方向 3.63 0.69 0.29 

TYJM SX255 1区 C18 C19 南北方向 7.06 0.83 0.35 陶磁器、越中瀬戸

TYJM SK256 1区 014・015 円形 0.70 0.67 0.68 3屑

TYJM SD264 2区 E16・F16 東西方向 (6.96) (2.35) 0.28 陶器、越中瀬戸

TYJM SK265 2区 E15・F15・E16F16 不整形 (6.87) 4.64 0.90 陶器

TYJM SK268 2区 E15 不整形 0.80 0.65 0.34 陶器、木質遺物 単層

TYJM SK270 2区 G14 楕円形 0.73 0.43 0.17 単屑

TYJM SK271 2区 G14 円形 0.46 0.42 0.33 単層

TYJM SD272 2区 G14 東西方向 (3.18) (0.65) 0.13 単層

TYJM SE273 2区 K10 L10 円形 2.17 2.09 (1.99) 木賞遺物 2層確認

TYJM SK274 2区 LIO 楕円形 (1.93) 1.10 0.61 

TYJM SD275 2区 L9・L10 南北方向 (366) 0.88 0.24 

TYJM SK276 2区 L9・LIO 不整形 (3.48) (0.67) 0.28 

TYJM SK277 2区 し11 方形 (2.69) 2.42 0.20 陶磁器、土師質土器、木質遺物、 石製品 1層以上

TYJM SK279 2区 K10 円形 0.98 0.84 0.15 

TYJM SE281 2区 L12 円形 2.19 (1.03) (1.82) 陶器、木質遺物 5層以上

TYJM SK282 2区 K10・L10 不整形 (3.28) (2.77) 0.26 6層

TYJM SK283 2区 Ll 1 隅丸方形 (2.43) 1.92 1.86 陶磁器、越中瀕戸、土師質土器、 木質造物 6層

TYJM SD284 2区 K9 K11・L19 南北方向 (12.05) 1.54 0.40 陶磁器、越中瀬戸、土師質土器

TYJM SD285 2区 K9・K10・Jl0-13 南北方向 (22.55) 1.79 1.28 

TYJM SF286 2区 F15 円形 2.62 2.45 1.93 陶器、木質遺物 3居

TYJ SD1 3区・4区 E2-L2・C3-L3・C4-L4・15-LS 東西方向 45.94 12.78 3.46 陶磁器、珠洲、瓦質土器、木質遺物
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第3表 土器・石製品 ・金属製品遺物観察表
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にSL賀 こSい貧

削り出し高台

削り出し高台

削り出し高台

削り出し高台

削り出し高台

削り出し高省

剛り出し高台

創り出し高台

瀬戸美濃系
か

露胎の地に
鉄軸にて文様を入れている

肥前系

重且主主主主主主
円錐ピンの自民カ句集る
（重ね焼き痕あり）

京 信楽系 18G前薬頃

I ロクロヘラケズ•J I ロクロヘラケズ＇）

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

Iロクロヘラケズリ｜ロクロヘラケズリ

ロクロヘラケズり

ハケ目

竹文か

集柏
黒軸ピラ附け

灰白色の長石紬
灰白色の長石紬

灰柏
灰紬

鉄槌（黒柏）
鉄勅（集結）

鉄粕（黒粕）
鉄柏（黒拍）

ハケ目

10YR7/1灰白い0YR7/I灰白｜ 剛り出し高台

7.5 Rfi "l.5>REl1 
褐灰 ネ喝灰

5Y R5 ~ ~~ R" 4 
にAL赤褐 ，，し赤•I•

2.5 ~ 2灰白 2.5S2灰白

57 灰白 5Y"J2灰白

2.5Y8/3淡質 I2.5Y8/3淡貧

14 I SDI 盟 店 ｜ 陶器／皿 2.4 燃かタルが口縁部にあり<tto> I 14DJ 

''" I ｜ロクロヘラケズリ｜ロクロヘラケズリ

I ロクロヘラケズ•JI ロクロヘラケズり

15 I SDI I 土居 ｜ 陶器／皿 (4.6) 

16 I SDI ｜直下層 ｜ 陶器／合子 I "'' I "'' 

l7 I SDl ｜背割内｜ 磁器／紅猪口 I '・' 0.2 0.3 

l8 I SDl ｜背鋼内｜ 陶器／皿 I 122.SJ I !Sol 4.6 

" I 山 ｜最下照｜ 胸骨釘瞬間｜ 刷 ｜ 側

I l 背割内 i I I 
20 I sot I ！陶務／灯明受皿 i<tt.2l I 句2)

' l 最下層 j ' ' 

21 I sot l 背割内 i陶器／灯明受皿 1 12.0 2.5 

a.ts I t.9 I 1ロクロヘラケズ＇！lロクロヘラケズり

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

o.s I 2.5 

22 I SDI ｜盟 店 I 陶器場 I ""' I 

23 I SDI I 背割肉 ［ 陶器ハ銚 I I (lt.Ol I o.5 

24 I SDI I 上層 ｜ 陶器ゆ暗 類 l ｜ 側

(3_8) 

(5.3) 

(6.7) 

25 I sot ｜背割内 ｜ 陶器／登 I'"'' I 1s.s1 0.4 10.0 

26 I sot I 上最 ｜ 陶器／蔓 I '"'' ' 0.3 (4.0) 

15 
21 I sot I 1陶器ノ重、要領 ！ I 112.6l' 0.7 {S.0) 

28 I sot 背割肉｜ 陶器／費 4.9 

大黒

c129l I 14.31 0.6 0.4 

29 I SDI I 下層
土製品／
箱庭道具

四 l SDI I開明｜諸：品 (3_5) 

31 I SDI l 背割肉 l 土製品／人形 I 1t.s 

32 I SDI l 背割肉 l 陶器／易商壷 I s.2 I 4.2 I I !OAl I 5.s 

33 I sot ｜皆割肉｜ 磁器／碗 I 112.01 I 5β I 08 I O.E I 60 

I l脅劃り肉 l I I I I I 
34 I SDl l 最下層 l 磁器碗 I 19•l I I I o.3 I C40l 

口クロヘラケズり

ロクロナデ ｜ ロクロナテ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

沈線

灰紬貫入アリ
灰軸貫入アリ

灰柏
灰勅

灰柏
灰純

白磁系粧薬
白磁系松薬

鉄砲
録給

灰粕
灰粒

灰剥
灰粧

鉄刺
鉄稲

灰糊
灰狛

4皇E
黒軸
黒粕

鉄袖（赤どぺか）
鉄紬（赤どベか）

灰刺
鉄軸

鉄刺
鉄砲

灰利長石紬流し
灰相長石柏流し

5Y8/1灰白 I5Y8/t灰白 ｜ロクロヘラケズリ調整｜京信楽系

同／灰白 I N8／灰白

町田 6績 ｜ 高羽 ｜ 剛り出し高台

I 5R8/1 I 
5YRR/1灰白｜ 灰白 ｜ロクロハラケズリ翻登

10~ R7/2 I 10YR7/2 1 
I I 剛り出し高台にAい貨鐙 lにぶい貧権 l

5削 灰 I 5Y6/t灰 ｜ロクロヘラケズり調整

2.5Y8/:2灰白 I25Y8/2灰白

5Y7/1灰白 I5n11灰白 ｜ロクロヘラケズり翻整

2.5Y6/2灰貧 I2.5Y6/2灰賞 ｜回転糸切り未調整

10YRR？灰白 lto Y問 12灰白 l 削り出し高台

7町哨 17問岨｜ ヘラケズリ悶整

2.5YR5 6 I 2.5YR5 B I 
I lロクロヘラケズ＇ J!llll表

明赤縄 I 明赤褐 ' 

10Ra3 OYR8/3 
浅黄纏 実黄櫨

10R63 O'!R63 
にSL貧纏 こぶし 貧位

n Re 4 n R"J 2 

にSし櫨 こぶL賞担

叩 R~ 3 OYR8 '.' 

：受賞糧 費質経

5Y7/2灰白 I5n12灰白

回転糸切り

削り出し高台

底部に墨書あり

健前系 菊花形 17C来～18C中

宝S答

10YRR/2灰白 Ito Rぁ＇2灰白 l I I 幅2.6

ロウ臼ナデ I ／灰紬 I rno/3淡賞l25Y8/3淡貨 ｜ 困舷糸切り来胡聖書 ｜ ｜ 

菊花文 I lrna；↑灰白I2.5Y8/l灰白｜ I I t8C' 

三条の線 ｜ 松竹梅文

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

山水文 ｜ 渦巻文

菊花文等

松竹梅

唐草文

議の文様

-122-

ロウロナ7

指頭疲

矢羽文に
一条の線

菊花文

松竹侮文
くすんだ透明粕
くすんだ透明紬

ロクロナデ

lロクロヘラケズリ｜ロクロヘラケズり

透明紬
透明勅

透明勅
透明粕

NS／灰白 I NS／灰白

NS／灰白 I NS／灰白 I I 肥前系 ｜ 腰丸形 180中葉山後葉頃

肥前系 ｜ 腰丸形 180中葉～後葉頃

o.s I C48J 5 I sot I許 日 ｜ 磁器 碗 ｜ （叫

s I sot I許目 ｜醐碗 i制

I sot I開 肉｜ 磁器 碗 I 19.o: 

oA I 1411 

04 I 156) 

5GY8/1灰白 I5CY8/l灰白

透明斡 I 7.5GY8/t I 7.5GY8/l 

透明細 I m緑灰 ！ 明緑灰

肥前系 ｜ 腰丸形 180中菜～後葉頃

↑8Ci't 

38 I SDI 背割内 ｜ 磁器ノ磁 (50) 

陶胎染付

(7.3) 2.5Y8/1灰白 I2.5Y8/t灰白

39 I SDl I 荷割内 ｜ 磁器ノ碗 6.0 I 0.1 (5.4) 
透明柚
透明紬

2.5Y6/1貧灰 I2.5Y6/l貧民

40 I sot 磁器／磁 o.s I 4.0 1.2 I 3.o 0.6 

16 
41 I sot I 底面 oA I 14.6l (9.2) 磁器／碗 関線文

透明職
責入が入る

透明柏
透明利

NS／灰白 l2.5GY8/l灰白

5YR6/6縫 I 5YR6E櫨 ｜ 削り出し高台

43 I sot I 背翻肉｜ 磁器／碗 04 I 124' 180後葉頃

42 I SDI I 背割肉｜ 磁器／碗 !50l I o.5 I o.5 I 12.91 

44 I SDt 
背2担肉 .. aa -二－：：；..： 磁器皿最下層 －・・幽
背.肉 附聞胴

長幸福 磁器凪

背骨肉 付閉 胴長幸福 磁容皿

背.肉 磁器 皿 2.8 

10.0 0.2 (2.1) 

45 I sot 13.6 7.4 0.5 0.9 

46 I sot 13.5 7.2 0.5 0.9 4.3 

18G中葉頃

47 I sot (134) I s.o 

背番別肉
4B I sot ｜優下層 l磁器／皿 ｜ ｜ 四 m

49 I sot ｜開 肉 l磁器／皿 ｜ け川｜ 回） I o.5 
最下層

(4.5) 

唐草文

透明紬＋呉須
透明紬＋呉須

透明馳に呉須
透明紬に呉須

透明輸に呉須
透明砲に呉須

透明柚＋呉須
透明刺＋呉須

2.5G 8 2.5G 8/1 
灰白 灰白

H~ aパ 1.51'.lRパ
明緑灰 明緑灰

2.5"Y8パ ？.5G A什
灰白 灰白

2.oG~a 2 . ~G aパ
灰白 灰白

2.5YS/1灰白 I2.5Y8/t灰色

2.5Y8/1灰白 I2.5Y8/t灰白

2.5Y8/1灰白 I2.5Y8/t灰白

草花文
透明紬に呉須 I 7.5CY8/I I 7.5CY8/1 

透明柏に呉須 I 明緑灰 I 明緑灰

5GY8/1灰白 I5GY8/l灰白

舵の邑高台

肥前系
燐継師の印アリ

t8C後業頃

唐草文

呉須！ま薄い

肥前系
〈らわかん手

18C前葉～中葉

くらわんか手
18C前議～中葉頃肥前系

180前菜頃

肥前系 170後葉～18C中薬頃

le前系

C14.0l I C9ll 3.7 肥前系
くらわんか手

t8C前菜～悶葉頃

180前菜～申案頃

so I sot ｜最下層 l磁鵠／皿

I l背劃内！ 禍＂＂51 I SDl I I 磁銭／！ l殿下層 1 m・.，

52 I sot I罫 日 ｜ 磁器／皿

C12.4l I <a.1l 0.5 0.45 

0.4 0.7 

C14.0l I ca.81 0.3 07 3.2 

!SC前薬～中葉頃

園線文
呉須に透明輪
呉須に透明柏

透明粕＋呉須
透明粕＋呉須

透明軸＋呉須
透明組＋呉須

NS／灰白 I N8／灰白

5GY8/1灰白 I5GY8/l灰白 蛇の目高台 肥前系

t7 I 53 I sot ｜背劃l内 ！ 磁器／血 I I (1381 I o.8 I o.3 I '''' 

54 I sot ｜背劃内 ｜ 磁器／皿 I (l•o> I ''・" 

7.5GY8/1 I 7.5liY8/1 

明緑灰 I 明緑灰

透明袖＋呉須
透明紬＋呉須

透明紬＋呉須 I 2.5CY8ノ1 I 2.5CY8/l 
透明軸＋呉須 ｜ 灰白 I 灰白

5r,ya11灰白 I5GY8/I灰白

2.5Y8/1灰白 I2.5Y8/l灰白 ｜ 蛇の目高台 I 肥前系

虫色の目高台 ！ 肥前系 色絵t8C前築頃

55 I sot 背~I内｜ 磁器／皿 (1-3) 

180前葉～中葉頃

肥前系

背•1内56 I sot I I 磁器／皿
最下層

<a.ol I o.3 I 0.4 I <2.11 
透明勅
透明紬



1.3 I 2.a 

a・考醐制戸蚕豆｜酬桝 ｜ 脚 ｜ 欄棚田軍事耳醐

7 I SDI I糊付近lt黒／I SD I ,, 
SS I SCI I開 肉 ｜ 官界I I 4E I日

目 I SCI I開 肉 ｜酔 瀬 戸／向付 1'・' I ,., 

吾蚕T函7マ)j王面克面

~台憂 ！ 日思• I a罵 I Ktl<l 荷重再耳面
ロクロナデ ｜ ロクロナデ

04 I 2.s I ！ナデ 手づくね ｜ナデ手づくね

o.s I v 

60 I SDI I ・下層 ｜ 館中潮戸ノ皿 I (104) I "'' 

61 I SOI I 背割内 ｜ 鍾中潮戸ノ皿 I (10.1> I '4.1> o.s I 2.a 

62 I SDl I 背割肉 ｜ 越中瀬戸ノ皿 I 10• 

臼 I SDl I I 鍾中灘戸ノ皿 I ＂附 ｜ ω 

｜ 旧 ｜ 背割内 ｜ 越中瀬戸／皿 l刷 ｜ “ 
’聖下層

2.9 

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナヂ ｜ ロク白ナデ

ロクロナヂ ｜ ロタロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

経輸

血車4呈亙
後柚
銭柚

I 色調

肉iii I 外商

2.5Y7/2.灰貧 I2.sn12灰貧

IOYR2/1黒 iIDYRJ/2黒縄i回転糸切り未調整

纏飾
〈成形，a，重量〉

帥
帥
一帥
帥
一糊
脚
一棚
蜘
一棚
棚
一棚
棚

5YR6/6檀 I 5YR6/6纏 l回転糸切り未調笠

SYRJ/4 
に品咽 ｜問問纏｜回転糸切り未調整

10YRS 3 I IOYRS/4 l 
I l回転糸切り未調整

浅黄松 I 浅黄纏 I 

10YR3/4酬 12.5Y8/4湘｜回転糸切り来臨

10 114/3 I I 
にぷい貧相 I1DR4/4帽 1回転糸切り未調霊

7.5YRB/4 I I 
浅貧纏 l5R8/40;長檀 l回転糸切り未聞重量

産地

灯芯部分傑疲あり

65 I so1 背銅内 ｜ 越中瀬戸ノ皿 LO 19.8l I '42' 

66 I SDl 背割内 ｜ 越中潮戸ノ皿 I 10.2 
最下層

0.9 

67 I SDl ｜ 背割内 ｜ 越中潮戸／皿｜ I ''" I o.s I o.a I 1v1 

6' I sc1 ｜ 省割肉 ｜ 越中瓢戸／皿 l D.3 I '4.0l I 0.1 I IL8l 

6' I sc1 背割肉 ｜ 越中潮戸／血 1 11.6 LO 4.6 0.3 

70 I SCl ｜ 背割肉｜ 越中漏戸／
ひに瓜 '""I ISO> 

0.7 0.6 

18 71 I soi I型店 ｜酔 瀬戸／間 l 1β I 15.9) (9.6) 

72 I SDl l背割肉 ｜館中瀬戸／匪鉢 1 9.7 1.2 

73 I SDl l背割肉 ｜館中淵戸／匝鈴 l 1100> I '1o2l 0.9 

74 I SDl I 最下層 ｜館中湖戸／置倉本 l (13.7) 10 

75 I SDl I 下層 ｜館中淵戸／匪鈴 l － 
I I I 館中瀬戸／ I 

76 I so1 l背割肉 l I '""  I I I 広口蓋 I 

SDl I相 内 l I (1叫I I I 越中瀬戸／
I I 広口蓋

78 I SDl I 糊内｜紐i:~：ノ I 11叫 l 一

(10.0) 

（叫＞ I 1691 

0.1 I 〔7.0)

o.a I 1s.J1 

3.0 

3.3 

3.3 

6.6 

6.9 

(4-2) 

ロクロナデ ロクロナデ
鉄粕透明勅

鉄紬

柑
糊
一
一
四
時
一四
四
一
一帥
帥
一帥
帥
一帥
帥
一帥
帥
一酬
帥
一糊
酬

2.~YR'l / 2 2 .~~ R'l 2 

灰’R 灰貧

5~R~ 4 SYRS 4 

にSし赤禍 こ＂＇赤 偶

回＂糸切り未 銅盤

回転糸切り禾網整

10YRHノ3 I tOYRB/3 
浅賀櫨 I 浅貧纏

5YR6/B概 I 7.5YR6/6極｜ 削り出し高台

削り出し高台 高台裏に畳書あり

79 I so1 背割内 ｜ 越中潮戸／鉢 ｜ '"・" I <10•> 

回 I SDl I間内｜石製前 前｜ 川

" I so1 ｜ 背割内 ｜ 石製品／硯 I 11051 • 一
0.5 

LO 

82 I so1 背割肉 ｜土師貨土器／皿 1 5.9 0.4 3.2 

8' I SDl l背割肉 l土師貨之器／皿 l 6.9 I 34 

84 I SDl ｜ 背割内 ｜土師貧土器／皿 1 G.B I '・' 計寸i
85 I so1 背割肉 ｜土師貧土器ノ皿 l 7.7 0.8 

86 I so1 下層 ｜ 鍾中潮戸ノ皿 I 19β） 

87 I so1 最下層 ｜ 越中潮戸！mt I 1.s 

8B I SDl 背割内 ｜ 越中潮戸／皿 l 7.7 04 3.8 

SH I SDl 質

一貨
一
貫

飾

一

師

飾

軒
下
一
一

割

前
最
一
一
背

0.7 

04 

90 I SDl 

91 I SDl 

10.3 

2.2 

2.2 

ロクロナデ ロクロナデ

2.SYRSノ6

明赤縄

10Yf104 0Rf4 

に＂＇ 賛程 二Sし賞極

10YR6/4 0R"J4 

に＂＇ 貧権 二＂＇ 質種

5 R34 5 R:>2 
陪青銅 晴赤褐

10 R73 OR/3 

に＂＇ 賞纏 こ＂＇ 貧積

7.5 R川64 OR/2 
にSL櫨 ご＂貧糧

／鉄勅
7.5YR7/4 
＂当、し、極

削り出し高台

SY問 16筏

削り出し高台

回転糸切り未開登

回転糸切り未調整

回転糸切り未調建

回転糸切り未調整

7.5YR6/4 
に品、極

回転糸切り未調整

幅(3.5)

幅4.8

ロ縁部に煤痕あり

E皇劃巳豊里亙旦
E量劃与型車主旦
ロ縁側に煤癒あり

ロ縁部に煤痕あり
士郎賞土器血に頬似する器形

土師貧土器、皿に類似する器形

土師質土器、皿に類似する器形

ロ縁部に煤痕あり

ロ縁部に煤痩あり

ロ縁部＂煤 r.あり92 I SDl 背劃内 ｜土師貫主務／皿 1 6.5 04 3.0 

93 I SCI 宵劃内 ｜土師貿ごと器1mil (7.o> I ""  

94 I SDl l首劃肉 ｜主師質主器imtl " "  I 132' 0.5 

ロ縁部に線復あり

95 I SDl I よ層 ｜土師質主諜／血｜ (JO) I (3.1) o.s I 1.s 

1.8 

' ロクロナデ
ロクロナデ I I zコクロヘラケズ＇）

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ロクロヘラケズリ

ロクロナデ ロクロナデ

鉄紬
鉄輪

5YR7/4 I 5YR714 
にかい健 I にかい纏

回転糸切りヨ快調盤

回転糸切り来間差

7.SYRS/3 
浅黄櫨

2.5Y8 2灰白 12.5Y82阪自 l ロクロヘラ切り

2.~YS/3 淡貧 l2.5Y8/3 淡貧｜回転糸切り朱関整

回転糸切り朱銅盤

ロ縁部に煤痕あり

ロ綾部に燦痕あり

19 96 I SDl I 上下層 ｜土飾貿土器ノ血 1 6.6 04 34 

Lは； 背劃肉 ｜土飾質土器ノ血｜ （ 附 I 1501 
背劃肉 ｜土師貧土器1mtl '"'' I 15.o: 

0.6 

0.8 

99 I SDl l背劃肉 ｜館中網戸／沼鉢 ｜ (26.0) 1.0 I (7.Jl 

おろレ目細目マO～12単位

100 I SDl 背•1肉｜ 路中瀬戸／沼鉢 ｜ '"" I 18.61 LO 

背•1肉
101 I SDl l最下層｜ 陶器／箔鉢 I '"" o.9 I 190) 

102 I SDl よ層 ｜飽中刻戸／橿鉢 0.8 

a医大幅 6.0

(9.5) 

103 I so1 背寄l肉｜鍾中瀬戸／沼鉢 ｜ (31.6) 0.8 

山 ISDl I削 肉 ｜ 陶器／酎 ｜阻伺

IOS I SDl I 宵劃肉 ｜金属製良ゐ／古銭 ｜ 25 

I06 I SDl I削 肉 I;::;:::. I同

107 I SDl I 下層｜金属現唱管｜ 9.2 

1田 I SDl I -I t明T｜ 俗的

問 ISDl I下層 ｜ザ抗野 ｜ 7.7 

110 I SDI I I ＇；，間？で I11叩

o.6 I '41l 

0.1 I - I 2.0 

o.oe I ー I 2汚8

0.2 

II反

陶器！mt I <110> I '4.61 I o.3 I o.o I 12s> 

2.5 

2.8 

6.7 

(3.5) 

(6.6) 

10.0 

ロクロナデ ロクロナデ

鉄紬 I 7.5YR7/3 I 7.5'R7/3 
鉄軸 I にるい鐙 I にぶい纏

鉄柚 I 2.5YR6/4 I 2.5YR6/4 
鉄軸 I にぷい艦 I ！こぶい纏

鉄柚
鉄紬

2 .5~R4 4 U~R4 4 
にSI赤禍 こぎし赤得

2.5VRB 3 ~ ~~R~ 3 
i護費 長賞

I 0 Rf i r R~ ／ 1 •'!.'. 

2.5 R'J/2 2.~~ R'l 2 

灰貧 灰貧

7.SYRB/3 
浅黄櫨

回転糸切り朱悶登

回転糸切り未調登

回転糸切り未調整

7.5YR8/4 

浅黄纏

回転糸切り来鯛整

回転糸切りヨ快調堅

固伝糸切り禾飼整

おろし目7～8単位

おろし目糸畠21単位

おろし固細目8単位

寛永通宝費量大幅 2.1

愚大幅 1.1

最大幅 0.7

最大幅 0.1

最大幅 0.1

2 I SD5' I I 磁器／碗 I 11151 0.1 I 11.1> 

3 I SD日｜ ｜ 磁器／碗 I <a6l I 3.3 I o.6 I 04 I 3.9 

ロクロナデ ロクロナデ

帥
棚
一
棚
醐
一
帥
酬

10YR74 OR'l6 
にSし貧宿 駅褐色

51<'l6唱~ l<'l f鐙

10VR'l 4 7.5~R'l 4 

に・＂貿信 こSし纏

7 5 R'J/4 7.5~1<'l 4 

に右礼 II こS1 鍾

2.5~8/2 灰白 2.5~8 2阪自

回転糸切り未翻登

回転糸切り未翻整

回転糸切り来銅盤

7.5YR6／噌 I7.5YR6/6櫨 ｜周：~~；：雪~J~li

ロクロナデ ロクロナデ

7.SYRS/4 
浅賞纏

75 R'J/4 7.5 l<i4 
に〉ι鐙こSI纏

7.5 R'J/3 7 5~Ri 4 

に＂＇纏 こ孔纏

5 R~ 4 5 RA 4 

，.艦 長纏

7.5 RI 4 l.5~RI 4 
にS 櫨 こ孔檀

7.5YRl4 1.5 R/4 

に＇＂ 積二＂＇橿

5 用 El霊 ~~RB ~櫨

回転糸切り未調霊

回転糸切り未聞登

75YR8/4 

浅賀櫨
回転糸切り禾銅盤

半E家形繍反
高台部柏ハギ＂世紀代

4 I SD5~ I - 磁器／碗 0.3 18.7l I 152' 0.5 

5 I SD"3 I I 磁器／血 <1.1> I o.3 I o• I 11.s> 

ロクロナヂ ロクロナデ

2.SYRE/611 I 2.5YR6/6績

7.SYRB/4 

浅賀筏

10R54 OR54 
赤褐 赤得

10R84 OR84 
浅黄担 受貧積

回転糸切り9快調繋

白磁馳

白盛柚
Ne／灰白 I NS／灰白

2.5Y7/1灰白 I2sn11灰白｜ 削り出レ高台

：：自：~~ I w灰白 I w灰白

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

2.5Y8/2灰白 l2.5Y8/2灰白

10YR8/3 I 10YR8/4 
浅黄権 I 浅黄櫨

緑柚
緑柚

透明馳

透明勅
NS／灰白 I NS／灰白

草花文 I I 

見込みに ！ 間文 I ：：~：！~：；；t~ I N叩白 I w灰白 ｜ 蜘 目 高 台
r.，，の文字 ' ' 

6 I SD5' I I 磁器／凪 I '13.Bl I C94l I 04 I o.4 I 3.4 

ロクロナデ ロクロナデ

草花文 I 不明 ｜ 透明柏＋呉須 I NS／灰白 I NS／灰白
透明給＋呉須

ロクロナデ I ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

20 
0.3 7 I SD53 • - 陶器／Jill '1L4l I 16oJ 

8 I SD53 
l之師質土器／皿｜ '"・"I "" 

ロクロナデ ロクロナデ

1.8 

ロクロナデ ロクロナデ

鉄紬（ハケ塗り）
録粒（ハケ差別

7.5YR6/1 
褐貧

5YR6/4 I 5YR6/4 
にゐい纏 I ！こゐい纏

10YR6/3 
に必い貧櫨

ロクロヘラケズリ
肉面に撲かうるしが付糟

19C代

15C後葉～16C代
肉函使用痩ア＇）

煤（釘む油機か）アリ

9 I SD81 硲器／碗 I C122l I C54l I o.o I 1.0 I a.15 

I SD81 
10 I 

l 倹出扇 陶器／大鉢 I I '13.2l I u I o.s I ''" 

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

2.5YR5 4 U~R5 4 

に SL赤褐 こ＂＇赤 得

2.5 H5 4 ?.5~R5 4 
にSL赤絹 二SL赤縄

ロクロヘラケズリ

肥前系 ISC前菜頃

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロヘラケズ＇！

肥前系 I 17C後葉～18C前寮頃

12 I SDSI 0.7 肥前系 1肥前菜～中葉頃

II I SD81 陶器／宿鈴 ｜ 包s.2l I 〔98)

陶器／大倉本 I "'" I 111.01 I 14 

ロクロナデ ロクロナデ

97 

71 

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

ヨコナデ ｜ ヨコナデ

ロクロヘラケズリ

草花文＋

二条の帯線

ブ＇！ント

lロクロヘラケズ＇）lロクロヘラケズリ

7.5YR5/3 I 7.SYRS/3 
にかい褐 I にかい縄

101<4/6赤 I 10R5/6赤 ｜回転糸切り禾銅整 ｜ 在地系

削り出し高台

極細のおろし目 単位9本

焼き絡めている

ロクロナヂ I ロクロナデ

ロク自τ~ナデ

－ l 花弁等の陰刻

ロクロナデ I ロクロナデ

η、
リワ

μ
1
よ



図版香毎 益重量呈 遺構調書号 珊位 復傾務纏
接量（倒的 ｝は祖先櫨 町B笹文

内通lll/111外薗
色調 到底飾

産地 ... 
口径（長さ〉 獲得 厚＂ 語調E E’r( ) 肉萄 タヰ箇 肉扇 外面 ｛耳tff＜－慣盤｝

SD81 
陶器／慣銚 (23.8) (9.0) 075 04 8.1 阪，a

7.5YR6/6鐙
10YR7/4 

削り出しi高台 在会也系
ニ文字底目部はに『文力字』のア可リ能『口性口がJあるが

検出面 灰柏 lこぶい賞檀 不明
細線のおろし目が無数に入る

ヨコナデ

2 S081 
土師買土器／

25.0 0.5 7.1 ヨコナデ
手持ち

5YR6/6績
5YR5/4 

在地系 煤痕アリ
鎗悠鍋 へラケズリ後 にぶい赤褐

ナデ

3 SD81 硲器／碗 (9.8) (4.0) 0.5 0.3 5.5 草花文
透明紬

NS／［真白
2.5GY8/1 

肥前系
高台肉に『富O是賛」アリ

透明軸＋呉讃 灰白 18Cf!J業頃

4 SD81 磁器／鶴 {9.9) 4.0 0.4 0.3 5.5 草花文
透明軸＋呉調

NB／灰白 NB／医白 肥前系 18C前葉頃
透明軸＋呉調

5 SD81 儲器／俄 {9.7) (3.7) 0.6 0.5 5.2 草花文
透明柏

NB／灰白 NS／灰白 肥前系
学丸形

透明軸＋呉調 18C前葉～中葉頃

6 SD81 滋II/Ill (11.2) 4.8 OJ 0.3 5.8 草花文
透明軸＋呉彊

2.SYB/1匹白
SGYS/1 

肥前系 18C前葉頃
透明軸＋呉讃 灰白

7 SD81 儲器／Ill (9.2) (4.0) 
0・ 03 4.9 線術文

透明拍 5GJノ1 5自7/1
健前系 18C前藁～中葉頃

透明軸 明録灰 明膏灰

8 5081 磁器／碗 (3.6) 0.3 0.4 (4.3) NB／灰白 NS／民自 肥前系
腰丸形

18C中葉～後葉頃

21 
9 5081 磁器／碗 {8.4) (2.2) 。5 0.4 (5.4) 

透明軸＋呉調
NB／灰白 同日／医白 杷前系

隈丸形
透明軸＋呉項 18C中糞～佳藁頃

10 5081 磁揚／碗 (8.9) 0.4 (3.6) 0.4 4.9 NB／灰白 NS／阪自 杷前系
腰丸形

18C申藁～佳麗頃

11 
SD81 

硲器／鶴 8.2 3.2 0.4 0.4 5.2 見込みに草花文
透明軸＋呉調 7.SYB/1 7.5Y8/1 

肥前系
醸丸形

検出面 透明軸＋呉調 灰白 灰白 18C申葉～後藁頃

12 SD81 磁搭／椀 (4.5) 0.5 0.5 (5.1) 
梅花文＋ 透明粕

NU灰白 NB／！（自 肥前系 塵丸形 18C中葉～後葉頃
二男告の帯線 呉須

。3 SD81 磁盤／皿 (15.4) (9.4) 0.3 04 4.4 草花文
透明軸＋呉調

NS／灰白 NS／灰白 蛇の目高台 肥前系
焼継師の印アリ

透明抱 18C前葉～中葉頃

14 SD81 磁器／皿 (8.2) 0.5 0.5 {1.8) 色絵文 寝 ’S玄 NS／民自 NS／灰白 蛇の目高台 肥前系
色絵蛇の目高台

18C中葉～後葉

裕子女
透明軸＋呉須

15 5081 磁器色／凪 (12.0) 4.4 0.9 0.4 3.4 見込は NS／民自 NB／民自 肥前系 18C中葉～後葉頃
蛇の目軸ハギ

透明裕

16 SD81 磁器ノ皿 (10.7) (6.8) 0.4 0.5 2.4 山水文
透明軸＋呉須

NS／灰白 NS／灰白 肥前系 18C後葉－19C前葉頃
透明給

17 5081 磁器／Dn (10.8) (6.4) 0.5 0.55 24 前
透明軸＋呉須

NS／民自 NB／灰白 肥前系 18C後葉頃
透明柏

18 5081 磁器／凪 (13.8) 1.2 0.7 (3.3) 魚か
唐草文＋ 透明軸＋呉須

NS／灰白 NB／！（自 肥前系
鍋島に近い型

四条の帯緯 透明軸＋呉須 18C中葉頃

19 5081 磁器／鶴 (9.2) (4.0) 0.4 0.3 4.9 線描文
透明柏 50711 567/1 

瀬戸黄護系 19Cfll葉頃
透明輪 明練灰 明育灰

20 SOB1 磁器ノ碗 (92) 0.7 (4.6) 
ニ条の細帯棟と

不明 NS／）吏自 NB／灰白 瀬戸黄理系 19Cf"I: 
一条ff)太線

21 5081 磁器／猪口 〔JO) (3.4) 0.4 03 4.5 
雨降文＋ 透明軸＋呉須

NS／灰白 同／灰白 肥前系 18C前業
六長の帯線 透明軸＋呉項

22 22 5081 磁器／小杯 (7.o) (3.4) 0.5 02 47 
雨降文と 透明勅

NS／灰白
2.5GY8/1 

肥前系 18C前葉頃
大半に帯緯 透明軸＋呉須 灰白

23 5081 磁梼／量E 10.0 4.2 0.5 0.3 3.0 草花文 螺＋草花文
透明軸＋呉須

NS／民自 NS/l天白 肥前系 端辰Jij 18C後輩 1780年代
透明軸＋呉須

24 SD81 磁器／段重 (14.0) 0.4 3.55 
四方樽＋ 透明給

NS／灰白 NB／灰白 肥前系 18C代
七宝地文 透明軸＋呉須

25 5081 磁器／火入 (10.8) 0.5 (6.6) 山水画風景
透明裕

NS//ili:白 NS/J束自 肥前系 18C中藁～偉業
透明軸＋呉須

24 42 5081 金属製品／鰍先 33.5 1.1 543.2 最大幅 同1

50166 陶器／血 (5.8) 2.5 0.9 2.0 ロクロヘラケズリ
畏石軸（やや鳳い） 2.5Y6/2 10YR5/2 剛り出し

自跡あり
長石軸（やや黒い｝ 民貧 灰貧禍 蛇の目平高台

2 50166 陶鶴／Dn (6.1) 0.2 0.8 (1.3) ナデ 鉄骨 5Y6/1医 5Y6/1灰 削り出し高台

3 50166 土師質土器／皿 (10.4) 0.4 (1.5) ナデ ナデ
7.5YR8/4 7.SYRS/4 15C偉業～16C代

25 浅貧纏 浅’t纏 爆｛灯心油痕）アリ

4 50173 硲穆／蓋 (10.0) 5.8 0.7 0.3 2.8 
透綱馳＋呉須

NS／！（白 NB／！（白 肥前系
広東碗

透明軸＋呉須 18C後薫～19C前葉

5 50173 土師質土器／皿 82 0.4 (2.1) ヨコナデ ヨコナデ
10YR7/4 10YR7/4 

15C後葉～16C代
にぶい費檀 にぷい黄櫨

50264 附務／皿 (4.5) 0.4 0.9 2.4 ロクロへラケズリ
畏石利 SYRS/4 5YR5/4 

産地不明
長石弛 にぶい赤禍 に，s：い罪禍

2 SD264 越中瀬戸／皿 (6.2) 0.3 1.1 (2.4) 灰軸
25YBn;J臣賞 2.5Y8/2灰白 間＇Iり出し高台 内部使用値アリ

灰糊

灰軸録軸の か

3 SD264 越中溝戸lt>t：皿 (¥3.4} 6.1 0.5 巴75 (3.4) 
文字アリ『ー金j けわけ 灰 10YR7/3 10YR7/3 

肉面重ね慣き痕アリ
か 軸蝕軸の かにぶL、貴檀 にぶい質種

けわけ

4 SD284 磁器ノ襖 {4.4) 0.8 1.2 (3.8) 白＂貫入＋呉須
NB／灰白 NB／灰白 肥前系

高台場部砂目初期伊万里
自定貫入＋呉調 17C中葉頃

26 

5 SD284 滋器／血 (9.0) {5.8) 0.4 058 3.2 
見込みに文棟 膚草文と

2.5Y8／灰白 2.5Y8／灰白 JI徳銀系 15世紀後半～ 16世紀前半
（不明） 二条の帯棟

6 SD2B4 越中潮戸／血 10.6 4.0 0.3 0.6 2.5 
灰紬 5YR5/4 10YR自／3

内面に有機物付着 j華と和維
灰紬 にぶい赤禍 にぶい黄櫨

) SD2S4 越申調戸lt>t~皿 (14.0) (5.3) 0.4 OB 3.3 ロクロへラケズリ
鉄紬 10YR8/3 10YR8/3 

向，，り出し高台
買込み底面は使用痘アリ

餓紬 浅貧纏 浅貧権 柚止めの段アリ

B SD2~4 越中調戸／向付 12.9 5.7 0.7 1.3 4.5 印花文
灰紬

2.5河川賞原 Z.5Y5/1貧民 用I山出し高台 「向付」の齢静能
灰軸

9 SD2~4 陶器／硯 {11.4) (5.0) 0.3 0.75 5.1 
鳳軸鉱軸流し 1日YRS/4 10YR8/4 調Pll遭系

18CWi/薫～中葉
鳳軸録粕流し i隻貧櫨 浅，R纏 か

？ 
SE110 

陶器／硯 (11.6) {4.2) 1.2 0.5 7.3 自軸琉しハケ目 自軸流レ、ヶ目
灰軸＋験結 10YR6/4 10YR6/4 

即lり出し高台 肥前系 18C前葉～中葉
検出面 庇軸＋鉄絵 にる：ぃ質権 lこぶし、貴控

2 SE110 陶器／碗 (9.3) 0.3 5.9 色絵
灰柏

2.5Y8/2庇白 2.5Y8/2E(白 東信楽系 丸僻色絵
灰紬

3 SE110 越中瑚戸／I司付 (6.2) (3.7) 0.7 2.8 
銀軸 10YRB/3 10YRR/3 

回舵糸切り釆銅盤
銀紬 浅賀纏 漫質権

4 SE110 
越中潮p/

(11-0) 4.1 LO 3.5 ロク口ナデ
餓軸 7.5YR7/3 7.5YR7/3 

回転糸切り未聞聾 ？をか灯明受皿 鍛柏 にぶい檀 にぷい檀

5 SE110 陶器／餌猪口 5.3 07 0.3 (4.9) 灰軸
7.5Y8/1灰白 7.5Y8/1灰白

制り出し高台
京慣業系

灰軸 ロクロヘラケズリ

28 6 SE110 磁器／碗 78 3.0 0.6 09 40 NB／氏自 NS／灰白 肥前系 〈らわんか手 1BC前藁

) SE110 磁器／碗 (9.6) ー、2 07 0.2 5.4 嵐’E倫
透明柏

NS／［究白 NS／灰白 肥前系
焼継師の印あり 19C:!iJ藁～中葉

透明軸＋呉須 頃

8 SE110 磁器／Dn (13.8) 04 (2.1) 網目文 唐草文
透明軸＋呉須

NS／灰白 NS/I天白 肥前系 18C後葉～ 19C附葉頃
透明軸＋呉須

9 SE110 磁器／輔花皿 (10.5) {6.0) 0.4 05 22 草花文 磨事文 NB／灰白 NS／灰白 肥前系 18C佳藁～19C前藁頃

10 SE110 磁器／限量 (8.0) 0.4 03 (2.2) 色絵と 透明斡
5Y8/1灰白 5Y8/1民自 陸前系 18C中葉～後葉

四本の帯腺 透明軸

青磁軸
高台端部軸なし

11 SE110 硲器／Dn (14.1) (5.6) 0.75 0.9 3.45 蛇の目軸ハギ 5Y7/2灰白 5Y7/2氏自 削り出し高台 肥前系 高台の径が大きい
青磁胎

18C前薫頃か

SE242 越中期戸／向付 (10.8) (2.6) 0.25 0.35 2.95 
鉄刷 2.5Y6/3 2.5Y6/2 

削り出しi高台
貝『込み部分は無拘

32 
鉄刷 にぶい賞 灰貧 向付』の皿形態

2 SE242 
金属製品／

3.4 。1-0.2 25.1 最大幅 1.9
飾金具

SE248 
越中酒戸／

(10.5) {5.3) OJ 2.2 ロクロナデ
級輸 10YR6/1 10YR6/1 

四転糸切り来網整 托か
灯明畳皿 鉄軸 得灰 褐灰

2 SE248 上膚 越中調戸Ill<僻 114 (13_0) 11 10.3 ロクロナデ ロクロナデ
鉄柚 7.SYR7/4 7.5YR7/4 

回転糸切り未聞盤
ロ緑地都内面底部桔ハギ

鉄柏 にぷい権 にぶい按 内面底部に重ね焼き痕アリ

3 SE248 陶器／鈴 (16.1) 0.8 (7.5) 
鉄砲 7.5YR7/1 5YR7ノ2

鉄拍 明褐灰 明縄灰

4 SE248 磁器／猪口 (8.2) 0.5 (4.15) コンニャク印判 NS／灰白 NB／灰白 肥前系 18C前藁頃
34 

5 磁器／礎 (8.6) {3.0) 0.7 04 
透明軸＋呉須

SE248 4.2 
透明軸＋呉須

NS／灰白 NB／灰白 胞前系 事束～近代

6 SE248 よ層 磁器／皿 (8.1) 0.6 0.5 (1.6) 風賃菌
透明軸＋呉頭

NB/131:白 NS/I天白 蛇の目高台 肥前系
焼纏壇アリ｛ガラス鍵ぎ）

透明軸＋呉須 18C後葉頃

底部白磁柚

) SEZ48 磁器I.甑頭 (8.8) 11 0.4 (3.8) ／透明軸 NS／灰白 NB／灰白 肥前系
高台端部軸ハギ
内面に使用癌アリ
18C中葉～後葉頃

SE24S 上層
土師質土器／

(42.8) 1.2 (7.15) ヨコナデ
10YR5/3 10YR5/3 

赤探ミガキ
鉢か鍋 にぶい賞禍 にぷい貴禍

35 2 SE248 上層 周密／!I (44_0) 0.85 (11.3) 
鉄柚 5YR6/4 5YR6/4 

館前系 17C代以降
鉄軸 にふ：ぃ権 にぶい控

3 SE248 上層 瓦j丸五 18.1 2.0 2.5Y8/3浪費 2.5Y8/3i員賞
最大幅 87、僻穴2つアリ

鳳斑が見られる
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醐桝煙鐙呈4糊番号｜ 層位 情句福碩鯵議 官雇1蚕玉川 II:径

42 I I S'286 • 一

37 I 1 I sm1 I I 館中潮戸／血｜ (12.2) 

SK2 陶器／碗 （叫＞ I ＜叩〉

孟盃I函7寸寸I正証葺福

荷台蛋 i 厚さ I 密高 1 •量＂＇

o.s I 12β） 

内面

ロクロナデ

外葡

I 色調

I 肉面 I 外車

5YR6/1灰 I 5YR6/I灰

底部
（提案彩。調護｝ ＂＇創色

陶器／碗 8.7 I <.6 0.5 1.0 

鉄絵

銭箱に鳳拍涜し I 10YR6 ~ I 10'i'R6/6 

銭紬に黒紬涜し I 明貧褐 I 明貧褐

粕明柏

軸明給

鉄柏

銭袖

2.5Y8/1 ! 10YR8/2 
灰白 I 灰白

5YS/2灰白 5Y8/2灰白 両側り出し荷台

剛り出し高台

在地系

在地系 SK002とSK凹＜I委合

在地系 柿相 ISC代SK2 陶器／碗 18.Sl I 3.4 

0.4 0.3 5.5 

SK2 陶器／碗 I 110.8l I <.2 I o.4 

0.4 

(5.0) 

草花文
灰刺鉄給流し I 2.5YR7/4 I 2.5YR7/4 
灰刺鉄砲流し I 淡赤櫨 I 淡赤纏

灰，a
灰翰

条の象付

呉須が見られる l ~：~＝＝~； ：； I N叩自 I N7／灰白

5Y6/1灰 I 5Y6パ灰

肥前系

学琢形

目競アリ

陶胎象付SK2 硲器／椀 I ,,, .. ,' 

o.s I 13.S> 肥前系 陶胎染付SK2 磁握／鴎 (5.8) 

SK2 陶器／鴎 I ＂＇〕 o.5 I 15.Sl 
白濁貫入アリ I 25Y8/2 I 2.5Y8/2 

白濁貫入アリ I 灰白 I 灰白
ロ録制鉄輪

SK2 陶器／銭 (9.4) 0.5 ｛旦7)
自軸による

織文

色絵が入る

銀紬入る

灰柚白馳戒し

長石総

’E入が入る
長石抱

’R入が入る

灰柏
灰狛

7.5YR6/3 I 7.5YR6/3 

にかい禍 I にゐ、い禍

SYS/I灰白 I5Y8/I阪自

5Y7ノ1灰白 I2.5Y81 •灰白

削り出し高台 l灘戸費漢系
巴高台 I か

肥前系 腰鋳型

ISC後葉頃

束、信楽系

10 I SK2 

18C'Ri!獲～中葉頃
44 

II I SK2 

SK2 陶器／碗 8.8 I 4.5 0.4 OJ 

育鎗拍
育硲拍

2.5「Y6/1 2.5¥61 
貧灰 貧民

2.5'()/1 2.5V'l1 
灰白 灰白

削り出し高台 ｜束、信濃系

削り出し高台 ｜束、信楽系

十円吉
14 I SK2 

汁ま
11 I "' 

18 I SK2 

19 I SK2 

'"' 陶器／碗 。i.8l I 何日 0.5 0.7 5.6 

灰楢

灰馳

自馳 I I 5W＞灰 I 5Y6'1灰

花の文繍 I I ""1灰白 I N8'灰白

I 透明給＋呉須 I I 
草花文 I I NU灰白 I N7/灰白

I 透明勅＋呉須 I I 

コンニャク印判 ｜ ー I N7／氏自 I N7/灰白

コμニャク印判

草花文 ｜ 草花文

高草花文 ｜ 恵花文

絵付 染付

透明相
透明軸

給明柏
翰明翰

給瞬柏
輸明給

鞄明柏

裕明給

N8／灰白 I ＂＂；灰白

束、情楽系 18Cf.J策頃

肥附系

肥附系

くらわんか手
ISC;tJ薬～中葉頃

陶胎白色付

N8ノ灰白 I N8ノ灰白 ｜ 位の園高台 ｜ 肥前系 ｜ 茶道具灰落とし ISC附業頃

透明斡 I 7.5Y8/> I 7.5Y8ハ
透明柏 ［ 灰白 I 灰白

／餓軸
7.5YR8/4 

浅貧色

陶器ノ碗 12.0 I 4.5 

掬器／碗 I <11•> I 14.Sl I o.6 I o.4 I 6.o 

0.4 I 1.2 

也容ノ碗 I uo.η I 14.0l I o.5 I o.6 I 5.3 

凶韓ノ椀 I U1.0I I ー I - I o.4 I 14.0I 

脚椀！日 I.βI '・' I日 I5.3 

硲溜11ll I rno> I 伍o I o.s I 0.4 I 6.6 

磁密／傭 〔60)

磁密／猪口 I 186' I 168l I o.3 I 0.4 I a.3 

o.6 I 15.S> 

磁盤1o; I 13.2 I 168l I o.s I 0.45 I 3.7 

磁器1m I 112A> • 一

磁器／皿 I 113.0l I 16.Sl I o.5 I o.3 I 3.2 

°' I 0約 ｜ ｜瑠璃柚で草花文

N8／灰白 I N8／灰白 ｜ 削り出し高台 ｜最徳鏑系 ｜ 小野田群＇＂後半

N8／灰白 I NS／灰白
〈らわんか手

肥前系 ｜ 高台後地函は砲が制がれている
'8C前菜～中葉頃

20 I SK2 

21 SK2 ' 館中瀬戸／皿 1 I03 3.7 

一 l 館中瀬戸／肉付 l u1.8l I 158l I oぉ I o.75 I 3.1 

0.7 (5.1) 

ロクロナデ ロクロナデ
7.5YRS/4 

浅貧色
回転糸切り未調霊

,, I SK2 

23 I SK2 

24 I SK2 

l鍾中潮戸／匪鈴 ｜ ，，叩 ｜ 一

館中軒／ ｜ 叫 ｜ 
灯明受皿か托

0.6 2.8 

ロクロナデ
ロクロナデ ｜ロクロヘラケズリ

調霊

ロクロナデ ロクロナデ

鉄，a
鉄給

自然蛤
自然給

鉄砲
銭箱

10YR6ノ4 I 2.5Y6/3 

にぷい貧纏 lにぶい費

2.514 10 Rげ16
浅黄 明貧褐

2.5 6 1 1.5~1<8 4 

貧灰 受賞績

削り出し高台

回転糸切り禾飼盤
肉面受け創は部欠繍

重ね娩き彼あり

肉耳カ吋貼付）
灯心油復アリ

25 I SK2 一 l 土師貧土審／皿 1 13.0 0.5 ロクロナヂ
置鱒（淀線）

ロクロナデ
粗いハケ状工具

によるヨコハケ

10YR7/3 I 10YR7/3 
に，b、ぃ賞樋 lにかい貧纏

自転ヘラ切り

ハケ冒
45 

26 I SK2 

中太単位10本

27 I SK2 

陶器／鈴 I (31.6l , 一

陶器／鈴 I "'°' ・ 一

2.8 

o.8 I 16.0l 

線刻畏石馳で
白色として区画
2段目には
印花を配す

鉄柚
鉄拍

10R5/4券褐 I10R5/4'年縄 肥前系

肥前系
緑祈形 '11事

象個阪銀法による三島手
o.6 I 16.Jl 貧食拍

儀相

2.5Y6/4 I 2.5Y6/4 

にかい纏 I にかい纏

28 I SK2 陶器ノ慣鈴 I 1Jo.6l • 一 0.1 I 18.Sl 
10YR8/4 I 10YR8/4 

浅賀纏 I 浅貨纏

29 I SK2 I - I 越中瀬戸／壷 I '"・" • 一

金属鹿煙管 5幻

l金属製品火箸 2.3) I 

o.9 I 182' 
鉄紬 I IOYR7/2 I IOYR7/2 
銭抱 lにかい費櫨 lにかい貧纏

SK2 

SK2 

SK2 
金属製品／

主主主」
(2¥.6) L ー

0.05 5.8 

ロクロナデ

銀絵（竹）
賞給（灰総）

肉商に貫入が

見られる

Jt’.，阪拘）
貧相（灰柏）

禍組

褐絢

10YR8/3 f 10YR8/3 

浅貧纏 I 浅貧櫨

2.5 a 3 u 1 ~ 

2・賞 、皇賞

10~R'J 0 A"l/1 

灰白 灰白

削り出し寓省

削り出し高台

短大幅（1.3)

量主皇些些
愚大幅 (22）金彩

l 腰街形被黙（火災’）貧胎鎗付着
京信楽系かl

' げG後半～lBC代

瀬戸養漫系

か
17C後半～ISC代

SK3 
SK4 

陶器／碗 (IO.O) I (4.4) 

0.4 

0.2 

12.1 

6.3 

SK3 陶器／鶴 (4.7) 

0.9 0.35 7.0 

ロク口調豊富
ロク口調登 ｜ ｛ナデか）

（ナデか） lロクロヘラケズリ

!II& 

灰，a
灰柏

10YR8/4 I 10YR8/4 

浅賀纏 I 浅質経
削り出し高台

46 

使用復アリ

S'3 ' 陶器／新緑皿 (21β・＞ I ISOI 

5.8 

LO ロクロナデ
伎の目相ハギ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ
10YR8/1 I 10YR8/1 

灰白 I 灰白
聞紙糸切り

日
師。

高台繍飢は拍ハギ 小広東碗
肥前系 I ISC後難頃 1770年以降

SK3 I - I 越ゆ灘戸／鈴 ｜ 127.4> I "20! I o.3 

SKJ I - I 旭中潮戸／血 ｜ ー I 14.6l 

SKJ 
SK4 

0.4 5.0 

0.9 6.8 

自泥＋呉須

自i尼＋呉須

:::!:: I N8／灰白 ｜ 附／灰白 ｜ 向山し高台 ｜ 酬 系 ｜ 酬形 17岬 醐

ISC前案～中葉頃

o.J I 11.S> 

磁器／碗 (3.6) 

磁器／碗 I ll0.4) I 15.6' I o.5 I o.4 I 1.0 

0.4 (2.7) 

0.7 (4.0) 5Y8ハ灰白 I7.5Y8パ灰白

11 I SK3 

12 I SK3 

13 I m 

14 I m 

15 I m 

磁器／llll (13.0I I LO 

0.4 

0.7 " 

草花文

ロタロナデ ロクロナデ

透明給＋呉須 ' ' I N8／灰白 I N8／灰白
透明抱＋呉須 I I 

民泊 I 7.5YR7/4 I 7.5YR7/4 

灰柏 I ！こぶい纏 I にるい纏

' 2.m 2.S>sハ
灰白 灰白

7.5' R唱 2 1.SYREJ 
灰白 灰白／富良軸

／鍛紬 5YR7/6櫨

剛り出し荷台

団施糸切り未聞盤

5YR7/6権

摩粍のため不明

回転糸切り周縁一部
ナデ

肥前系

：幽復アリ

底面は使用療が識し〈鯛重量不明
中太IO単位ほど

16 I m 

17 I SK3 

18 I SK3 

一 ' 館中瀕戸／llll ll09l I 15.0l I 0.4 

0.8 " ロクロナデ ロクロナデ

I0.2 

ロクロナデ ｜ ロクロナデ ｜ ／飲柚

10YR8/2 I 10YR8/2 

氏自 I 灰白

N6ノ灰 l2.5Y7/2灰貧 ｜ 削り出し高台

国紙糸切り朱網整

7.5YR7/4 

にかい績

7.5YR7/4 
に必い纏

7.SYRS/4 

浅賀績

7.5YR7/4 
にぶい鐙

7.5YR7ノ4
にぶい纏

7.SYRB/3 

浅質経
回＂糸切り未綱 g

7.5Y8/1灰白 I7.5Y8／＞灰白

Nl.5／黒 ｜」rぬ ｜ 削り出し平荷台

在地系

指蹟疲アリ
磁片断面に藩が付着か

三足

1 館中湖戸／llll 1102' I 14.2l 

(6.2) 

LO I (7.0) 

o.9 I 15.S> 

LO I 19.0l 

o.5 I 16.ll 

o.9 I 13.9' 

0.4 o.4 I 120) 

ロクロナデ ロクロナデ

鍛柏
倉妥結

銭組
依柏

鉄砲

鍛給

鍛ぬ
銭鞄

鳳，a
灰軸

透明軸＋呉須

透明鮪＋呉須

底部灰給
高台a禅師軸ハギ

高台畳付にも
一条の呉須の練が入る

17C後葉～ISC代

47 

荷台婚都｛立軸ハギ

陶器／橿鈴 (11.Q) I 

0.7 o.5 I 14.Jl 

ロクロナデ ロクロナデ

馴
剛
一
一一

間一肌
一
刷

醐
醐

一醐
胡

潜
一昨

t
E
一透
透

7.5YR8/4 
浅賀纏

7.5YR8/3 

浅貧纏
困舷糸切り条網登

' 館中灘戸／施 l (8_0) 

0.4 1.8 

ロクロナデ ロクロナデ

10 I SK9 

量主旦i止よ
杉形

越中灘戸ノ

組壷額

越＂＇調戸 ／
E鈴か費

(8.4) 

(11.8) I ー

硲器／壷 I 12.Sl 

磁器／血 I 19.6l I 14.0l I o.4 I o.5 I 2.2 

2L3 

ロクロナデ ロクロナデ

自泥柏
自泥柏

儀相
候柚

2.5'1'7 2.5'1'7ノ1
灰白 灰白

2.5'r'82 2.5¥8ノ3
灰白 実質

削り出し高台

回転糸切り朱調重量

II I SK9 

陶甥Iii I (19.8) I (11.8) I 0.9 

SK4 － l 館中瀬戸／組類 l 一

o.3 I 129' 

0.6 

0.6 

0.7 5.2 

休御側面
キザミが入る

ロクロナヂ ロクロナデ

草花文
自泥＋呉須
白泥＋呉須

透明紬＋呉須 I 7.5GY8/I I 5YG81> 
透明勅＋呉須 I 明暗灰 I 灰白

N8／灰白 I N8/EK白

17C後半頃

SK4 一 l 館中瀬戸／匝鈴 l - I 111A> • 一

陶器／鈴苅 (6.2) 

SK4 湿器ノ碗 (5.5) 

SK4 一 l 土師質主務1m l 16.9l I 132l 

SK4 

SK4 I l金属製品／柄 ｜ (99) 

SK9 陶器ノ碗 I 110A> I 14β） 

' 陶器／：土続蓋 I ""  I 14.2l 

12 I s同 ｜ ー ｜俗器／薄手酒係 ｜ "'' I 11.Sl I 0.2 

硲密／椀

0.7 1.63 

呉須入る

ロタロナデ ロクロナデ

0.6 

戸

k
l
uつ臼

唱

E
i



醐桝同画ヨー繍桝I，.包 櫨鱒秘権 r吉富'ii:王子一面吾 a・4き冨E可了7τIDfi
寝台後 l 厚さ I II高 l震t(g) 宿 直 再 商

画面
向調／外面

I 色調

I 内面 I 外衝
富事

（成形 Ill墜） 居室絶

14 I SK9 磁器ノ碗 (W.O) I (3.6) 肥前系

傑痕（灯心油痕）アリ

小広東碗
18C後葉頃 1770年以降

丸形像付大皿
高台部鞄J、ギ

18C前菜頃

13 I SK9 l土師貿土器／皿 l 06l I C4.6l 

15 I s悶 硲器／皿 c"'' I o.4 

16 I SK9 ' 盤中潮戸ノ皿 c11.6l I C•.6J 

11 I s帥 1館中瀬戸／向付 l (7.5) 

47 

18 I °'' (86) 磁器／ml

19 I °'' 志野／角皿

20 I °'' 硲器／ml
'21.2l I ""  

21 I SK9 陶器ノ鉢 (31.8)' 

22 I SK9 l組中刻戸／橿鉢 (266) I (IO.Sl ' 

1 I SKIO I ｜ 館中瀬戸／凪 ｜ c10.6J I （・4)

2 I °''° 1 ー 陶器／鉢 (5.0J 

o.35 I 1β5 

0.7 0.4 4.8 

ロクロナデ ロクロナデ

透明拘＋呉須
透明柏＋呉須

透明柏＋呉須

透明絢＋呉須

虫食軸
鉄柑

鉄相
鉄輪

自泥＋呉須
自泥＋呉須

白泥＋呉須
自泥＋呉須

7.5YR7/4 
1二ぷい複

NSノ灰白 I NSノ灰白

NS/1灰白 l N8'1灰白

10YR1 4 O'i'R'l 4 
に，，，L貧纏 こぶし鍵纏

10 宅13 O'l'R63 

に，＇＂貧 纏 '・" L貧纏

7.5'8/lfX白 J.5'1'8 灰白

自泥柏

白＇~拍
IOYR8/2灰白I10YR町2灰白

7.5YR7/4 
にぷい績

糸切り後ナデ調霊

国伝糸切り来網整

同リり出し高台

1tの自高台

図版糸切り朱網皇室

帥
糊
一
帥
酬
一
帥
棚
一
環
一

2.5Y8/2 I 2.5Y8/2-
灰白 I 反自

75YR7/6抱 I75YR7/6纏 ｜ 固舷糸切り朱銅霊

竹ノ節高台か ｜ 京競系

建前系

組はドヲづけ

肥前系 18C前議頃

0.7 (33) 

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ

白クロヘラケズリ

2.5干8/1灰白 lrns11灰白

N4/EJ;:;自 I N3／原白

10YR8ノ3 I 10YR7/3 
浅貧権 lにぶい黄櫨

削り出し西区台

肥前系

長さ9.5 量 大幅8.5
貫入が入る

胎土iま粗い 17C代

高台飾端創柏ハギ
実 蓉 手 脅花写し

17C後葉頃

ハケ目
17C後 半～18C前半

底僻割自都には使用復が見られ
角が丸〈なる

中太一単位10窓

盆ね焼きの復アリ
傑 復か

調高禾～明，台期以降か

0.9 3.0 

ロクロナデ

草花文 うずまき文

間前系

3 I °'" I I 陶器／碗 4.0 I 0.4 

中太一単位10本' I s削oI ｜館中淵戸／宿鈴 l c11.6l I o.s 

使用痕アリ

05 (3.7) 

ロタロナデ ｜ ロタロナデ

ヘラ状工具

によるキザミ

ロクロナデ

灰紬貫入入る I IOY問 2 I IOYRe/2 

＂＇紬貫入入る I 灰白 I 灰白

鉄砲 I IO'RS/3 I IOYR•/ 3 
鉄軸 I 浅賀横 I 浅賀綬

透明利

透明柏
NS／灰白 I NS／氏自

ロクロヘラ切り

高台肉lこ『錦光山Jの印アリ

1.0 

0.5 (3.2) 

(3.4) 

0.6 0.7 3.75 

o.o I 01 

13 I I’45 
2.8 

0.2 I C•.o> 

(4.0) 

(3.5) 

磁sノ碗 I c12l I c2.4J I o.• I o.35 I C3.7J s I SK12 

6 I SK12 － t磁鴇／薄手酒時 i cs4J I 1.s 

7 I SK12 l 館中瀬戸／凪 l c11S> I cs.6l 

重ね焼き復アリ8 I SK12 l 趨＂＇瀬 戸／皿｜ c11.SJ I 何 I)

9 I SK12 l鎚中灘戸llO鉢｜ (136) ' 

49 10 I SK12 l 館中瀬戸1mi I I "'' 

11 I SK12 l 越中瀬戸1mi I 10.• 

12 I SK12 I I 組中瀬戸／ I co4J 
広口密

口 l SK12 I - 陶SIml c11.• J I 3.o 

陸前系
断種に漆 継の飾あり

18C前業頃

一単位＂＊細 いおろし目

0.2 0.45 2.8 

0.3 0.6 2.8 

3.0 

137》

(2.1) 

0.9 2.7 

o.s I C• 3J 

0.55 2.2 

16 I SK13 l館中瀬戸／壷頬 l (6.8) 

14 I SK12 I I 磁器管／血 I C34.0J I （’9.2' I o.5 I o.ss I 5.5 

0.6 (5.3) 

15 I SK12 I I 須佐ノ宿鈴 I C354J I I I 0.1 I om  

ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロヘラケズり

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ
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ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ
指頭復アリ

銭紬 （錆柏）
銭軸（締結）

鉄軸

鉄軸

7.5YR7/3 

にゐい鍾

7.5YRB/3 

浅貧櫨

7.5YR7/3 
にゐい鐙

7.5YR8/3 

浅負担

7.5YR8/3 
2皇賞筏

回転糸切り未舗盤

回転糸切り未調藍

回転糸切り未鋼霊

ロタロヘラケズリ I 信楽系
銅盤 ' 

回転糸切り未調霊

肥前系 I 1肥後葉頃 1770年以降

18C後葉頃

灯明血として使用焼付鎗アリ

17 I SK’4'  陶器／碗 12.4 I 3.3 

" I SK14 I I 磁鍵／皿 I 15.o I 1.2 I o.s I o.s I 21 

0.5 0.4 

武図表文と

草花文

ロクロナデ

竹の文繍

ロクロナデ 醐
醐
一醐
脚
一
酬
酬

2.5 ＂’ 2 .5 '1'~ 1 
貴灰 費灰

10 RJ 6 0Hl7 E 

明喫樋 明’tll

10YR7/3 I 7.5YR6/6 
にぶい黄櫨 I 鐙

透明給＋呉須 I ’ I NS／灰白 I NS／灰白
透明柏＋呉須 I I 

欽潤 ' 目

録潤

鉄，，.

鉄潤

絵付

灰砲級い貫入） I IOY阻／3 I IOY帥 ／3
灰軸（細い貫入） I 浅黄梅 I 浅賀績

透明柏

透明給

荷台夜に

NS／灰白 I NS／氏自 ｜ 「火明Jの文字＋
うずまき文

禽台部軸，、ギ

削り出し高台 l京信楽系 浅学様膏4.9 

山水文と

草花文

司u車交

ロクロナデ

10R4/3赤禍 110剛/3赤褐

7.5YR8/3 
浅黄楊

気泡が目立つ llC後半以降

2 I SK19 ＇ ー 陶器／椀

陸前系I I SK19 I ー ｜ 陶器／碗 I coAJ I c• .7J I o.a I o.4 I s.35 

約軸（鉄輪〉

柿硲（敏柏）

灰軸 I 5Y7ノ2 I 5Y7/2 
灰組自泥鞄流し I 灰白 I 灰白

coAJ I crn I o.6 I o.4 I 6.35 
灰軸 I 5Y7/2 

灰拍白泥，.，荒し I 灰白
5Y7/2 I L 
反自 ｜ 竹の節高台と怠る l在地系

4 I SK’9' 陶器／碗 (4.8) 

3 I SK19 ' - 陶器／碗 C5.4l I 01 I o.a I C58l ロクロナデ ｜ ロクロナデ

7.5YR7/6樟 I7.5YR7/6鐙

10YR7ノ1 I IOYR7/1 I ロクロヘラケズリ ' 
I I I 在地系

灰白 I 灰白 I 剛り出し高台か ’ 

0.2 (2.3) 

長石軸

（給ほかいらぎ状）
長石勅

｛馳はかいらぎ状）

竹の節寓台となる ！ 在地系

5 I SK19 ' - 陶ff/ml 11.35 I ・6
a I s剛＇ I - l 館中瀬戸；mi I 111.3' ' 

1 I S附＇ I I 陶鱒／徳利 I I cs6J 

a I s附＇ I l 越悶灘戸1mi I c11.SJ 目

0.9 

0.35 30 
I ロタロナデ

ロクロナデケズリl
I ケズ＇JCT寧）

（了事） lロクロヘラケズリ

灰翰

灰柏

鯛鞄（鉄骨
鯛斡（隊輸〉

灰柏
灰，a

2.5Y7/2 I 2.5Y7/2 

灰鍵 I 灰貧

2.5YR6/6纏 I2.5YR6/6櫨

雷文 尊花文 I ~：：！：： I N叫白 ｜ W 灰白

2.5 6’ 2.5'1'B1 
灰白 灰白

7.5YR7/3 U'l'RJ/3 
に孔纏 ＝弘纏

ロクロヘラケズリ l偉業系か

削りだし高台

煤付着

litね 焼き
肉置に居跡アリ

肉商織が点在

黙を受けて鳳色に変色

露胎ながら黒色化

10 I SK19 ' 磁器／ml c1s.2l I C9.2l I o.9 丸形 18C前薫

50 
9 I SK19 I I 磁器1mi I C9.6l 

0.5 (2.4) 

18CJl1J繋～中葉

11 I s削 9 I I 陶器／仏飯鰭 l (4.0) 肥前系

12 I SK19 I I 磁鐸／水滴 I s.2 

0.5 13,5) 

タコ磨当事文 唐草文
透明拍＋呉須

透明勅＋呉須

自泥＋呉須

白泥＋呉須

5G 8 1 一一一 ？ 忘面 SOYA 同

N6灰白 岡灰白

75'18 -－ ム日両 N喝灰白 畳大幅（3.2)

13 I SK19 I ｜館中瀬戸／置鈴 1 I '' 

0.6 

o.4 I C2o> 

o.4 I c2.2l 

0.7 4.9 

書長軸
自然軸

鉄輪

鉄粕

10YR7/6 I 10YR7/6 

明貧縄 I 明黄禍

5YR7/6櫨 ｜ 5YR7/6纏｜ 国伝糸切り朱飼盤

15 I s附 9 I I 陶鍵Ill水

14 I SK19 I - ｜鎗中瀬戸ぺ豆鉢 ｜ (138) ' 

0.1 I '45J 

o.• I "" 

o.6 I 14.SJ 

o.6 I !7.6l 

c12.SJ I I s.5 I 他出） ｜ ｜ロクロナデ〈縫〉 ｜ ハケナデ
鍛柏 I 7.5YR7刈 1 7.5YR7/4 

灰軸 I にゐい纏 I にゐい櫨
ナデ

" I s削 9 I l鐙中瀬戸／指鉢 ｜ (33,0) 目

17 I SK19 I l館中漏戸／宿鈴 ｜ I (I’.0) ' 

o.a I 15951 ' 

o.a I C9.7J 

鮪柏（鉄紬）

錆純（鉄袖）

指頭復アリ j
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日
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瀬戸美浪系

か

瀬戸美遭系

か ＂＇＂おろ し目

19 I SK19 ＇ ー 瓦貨土器／

火Sるか

陶器／椀

(20.0) 目

館前系18 I s削 9 ＇ 一 陶器／蔓 I C37.8l 目 1.0 I C745J 目 ヨコサデ
録抱 I 2.5Y6/2 I IOYR6/4 

鉄柏が隻れる I 灰貧 11こかい賃値

5Y5/1灰 I 5Y7／’灰色

ヨコナデ

$K21 I 

2 I s'21 － l土飾貧土器／凪l剛

一 ？土師賀工務11l1ll 7.9 

3.8 

3.4 

18C前菜頃

3 I °'" 
' I °'" I I 陶犠／碗 I ''°''' 

s I °'" I I 陶器／碗 I c10.0J ' 

51 I a I °'" I - I 磁器／観 I ca.SJ I c• .9l I 01 I o.s 

7 I SK23 I I 磁器ノ酒綜

1.5 (28) 

o.ss I c2.9l 

0.5 

0.8 

1.9 

2.1 

(4.6) 

o.6 I cs.3J 

8 I SK23 ＇ ー 磁ff/

箸置き
62 

C3.2l I 1.2 I o.a I cso 

o.4 I 1.0 9 I SK27 I ー l 陶穂／祈縁皿 i(190) ' 

1.2 

。o I SK27 I - l 健中湖戸／皿 l C142l I C6.6l I o.4 I o.a I 3.5 

ヨコナデ ｜黒色研陪ミガキ

ロクロナデ ロクロナデ

ロクロナデ

街頭疲アリ

ロクロナデ

自泥 I 2.5Y8/4 I 2.5Y8/4 
臼泥柏＋透明軸 I 淡賛 I 淡貧

灰柏

灰稲
2.5Y7/1 I 2.5Y7/1 
灰白 I 灰白

10YR6/2 I 10YR6/2 
にぶい貧櫨 lにぶい貧復

5~R7/6纏 I 5 "7/6纏 1回覧糸切り来調盤

鏑刺鉄柚） I 2.5YR4/6 I IOR4/4 
鯖紬銭軸） I 赤柑 I 赤禍

透明利＋呉須 I I 
I N8'灰白 I N町民自

透明軸＋呉須 I I 
透明輸にコバルト I 2.sva11 I 2.s'Bノ1
週明粕にコバルト ｜ 灰白 ｜ 灰白

NS灰白 N惚灰白

7.5'1B1民自 i.5'1'811'.li:白

餓輸

銀総
。OYR7/2 I IOYR7/2. 

にゐい，tllI にゐい貧纏

足部分と考えられる｛総領か）
ll郁lま黒色とはならず露総

体仰に文字あり「也Jか

＂＇前系

燦痕（灯心油復｝

燦1i（灯心泊復）

天目形

ロタロナデ

ロクロナデ

草花文

ロクロナデ lロクロヘラケズリ

調戸笑JI系
館中漏戸
繁絶か

肥前系

天固形

事宋明治期以降

見込み中心に使用覆アリ

11 I SK27 ' 磁器／碗 (11.2) ' 17C代

」笠旦
新しいもの

12 I SK27 I I 磁器局発 I crn 

日 I SK27 I - l土飾貿土器ノ皿 l C84J I C3.4l 

0.4 4.6 

告十」！？ ロ ク ー す 十τ元ナデ

-126-

網目文
透明紬＋呉須

透明勅＋呉須
＂＇灰白 N聞阪自

Smll1灰白 5ma1灰白

5'4 阪 5'4 反 ｜ 固駈糸切り朱調理B



図雌醤骨 虫垂量呈 ;I綱番号 ＂位 II娘II種
法量（何） ()I主権買姐 調書施文

向蘭絶／Ill外商
色”

（成形底e部11!1> B陸地 ．南
口径（畏さ） ＂＇骨 高台畏 庫さ IHI ’E畳〈） 肉薗 外置 肉磁 外部

14 SK27 主師賀土器／皿 11.1 5.0 0.6 2.3 ロクロナデ ロクロナデ
10YR7/6 10YR8/6 

ロクロへラケズリ
煤痕（訂心，由痕）アリ

明貧縄 貧縄 17Cを下隈とする

15 SK27 主師質土器／皿 (12.0) (3.8) 0.8 2.5 ロクロナデ
ロクロナデ 7.5YR6/3 7.5YR6/4 

ロヲロへラケズリ
煤痕（訂心，由直）アリ

ロクロヘラケズリ にぶい褐 lこぶし、4宣 内面i由握アリ 17Cを下限とする

’6 SK27 土師質土器／皿 (14.2) (6.0) 0.6 2.8 ロクロナデ
ロクロナデ

10R5/8赤 10R5/8赤 ロクロへラケズリ 17C代を下匝とする
ロクロヘラケズリ

17 SK27 越中調戸／揺肺 (32.0) 0.8 (7.4) ロクロナデ ロクロナデ
銭軸 7.5YR7/6 7.5YR7/6 

中太一単位6本以上
鉄柏 後 権

18 SK27 越中溝戸／慣鉢 (27.0) 11 (8.1) 
5YR7/4 5YR7/4 

一単位11本 内 面使用痘アリ
にぶい檀 にふ；ぃ横

19 SK29 陶器／血 (11.6) {5.2) 0.3 (3.1) ロクロへラケズリ ロクロへラケズリ
灰柏 SYS/1 5Y8/1 

ロウロヘラケズリ 信楽系
蝶痘（灯心i由壇）7*J

灰柏 灰白 灰白 重ね焼き誼円盤ピン痕

20 SK29 磁器／碗 (9.0) 0.8 (4.3) 
透明軸＋呉遁

N6／灰白 NS/I史自 調戸費，.系 端反り形 19C申葉頃
透明軸＋呉調

雨降り文
透明軸＋呉項

51 21 SK29 磁器／碗 (9.2) 0.7 (36) 0.5 4.9 連続した
透明軸＋呉須

NS／灰白 NS／灰白 高台端部軸ハギ 幕末～明治期 19C代
線描き文

22 SK29 磁器／猪口 (7.4) OA (5.0) 
矢羽文に 透明軸＋呉須

NS／医自 NS／灰白
渦巻文 透明軸＋呉須

23 SK29 磁器／紅猪口 {4.8) (1.5) 0.2 0.2 IA 
透明柚

NB／灰白 NB／灰白
透明勅

24 SK29 磁器／皿 {14.4) (8.0) 0.3 0.5 4.0 .コ唐草文 唐草文
透明軸＋呉須

NB／）束白 NB／灰白 蛇の目高台 肥前系 丸野 ISCJliJ薫～中藁頃
透明軸＋呉彊

25 SK29 磁器／組 (15.6) 0.5 (3.5) NS/fR白 NS／灰白 肥前系
丸第五寸皿

ISC前藁～中葉頃

26 SK29 磁器／皿 {14.0} (8.4) 0.4 0.'5 3.8 純文
透明軸＋呉須

NS/FR白 NS／民自
蛇の目高台

肥前系
五寸皿 噛原形

透明軸＋呉須 軸ハギ ISC前藁～中葉頃

27 SK29 硲器／血 (10.0) (6.0) OA OA 2.2 草花文 草花文
透明軸＋呉須

NS／灰白 NS／灰白 肥前系
丸影小皿

透明軸＋呉須 ISC中葉～後葉頃

SK41 硲器／鶴 (9.4〕 3.6 0.6 0.6 5.1 『界』の文字 東置に雄聞か
透明軸＋呉須

N6/J頁白 NS／灰白 高台端部軸ハギ 調戸費調系
半E意形

透明軸＋呉須 19C中葉～尊末

2 SK41 銀器／猪口 (8.8) (6.8) 0.35 0.5 6.4 
由連＋呉須＋遺明軸 NB／灰白 NB／灰白 肥前系

ロ緯剖鉛柚焼継アリ
自主＋呉調＋透明軸 19C前薫～中葉頃

3 SK041 磁器／皿 (6.8) 0.5 0.5 (1.8) 「需」吉祥文が
NS/J束白 NS／灰白 調戸黄温系

型打ち
入る 19C後葉 1850年代以降

4 SK41 磁器／血 (8.6) I.I 0.8 (2.7) .コ唐草＋＇
透明軸＋呉讃

N6／灰白 NS／灰a 肥前系 19C中葉頃
透明軸＋呉須

5 SK41 硲器／皿 (22.4) 0.1 0.55 3.3 草花文
10Y8/1 10Y8/1 

肥前系 値花皿 19C中葉～幕京
灰白 灰白

6 SK41 櫨器／皿 (22日） 0.1 06 4A N6／阪自 NS／民自

7 SK4l 磁器／蓋物 量 (9.6) 0.6 (2.5) 草花文
染付＋透明馳

NB／灰白 NB/I吏白 肥前系
丸形

染付＋透明軸 外面凡化銀化してツヤがおい

8 SK4l 陶器／鈴 (19.0) 1.15 0.95 (6.75) 
儀相 10YR7/2 10YR7/2 

高台靖部軸ハギ 夜地系
儀柏 にぷい賛檀 にぷい費檀

52 9 S《41 石製品／極右 (7_1) 1.8 
5YR5/8 5YR2/4 

量大幅 6.3
明恭褐 極暗赤禍

10 
S<43 

陶器／碗 (8.8) (4.6) 0.6 035 6A 依絵
2.5Y7/1 2.5Y7/1 

削り出し高台 ロ綾部皮踊
SK5-0 灰白 灰白

11 SK43 陶器／碗 （自日I) 0.3 15.‘） 
鋲軸縁軸流し

N7/民自
10YR7/3 

在地系
緑軸ピラがけ にぷい貫檀

透明軸＋呉出直
広東碗

12 SK43 磁器／碗 (7.2) 1.0 04 (3.6) 
透明軸＋呉調

NB／灰白 NS／灰白 高台端軸ハギ 肥前系 ISC後葉～ 19C前薫
1780年～1820年

13 SK43 
陶器／

(5.0) OA 1.65 ロクロナデ ロクロナデ
灰，a 2.5Y6/2 2.SY6/2 

茶入れの蓋 灰，a 灰賛 灰貧

14 SK43 磁器／皿 8.0 0.3 0.5 2.5 草花j{
遭明軸しのぎ＋呉調 10Y8/1 10Y8/1 

調戸費遭系
量大幅（5.0）型打ち皿

透明軸しのぎ＋具現 灰白 灰白 19C中葉以降

15 SK43 磁器／凪 4.8 0.55 2.45 草花文
透明軸しのぎ 10Y8/1 JOYSノ1

調戸費遭系
最大幅（3.9）型宇Tち皿

透明柚 Lのぎ 灰白 灰白 19C中票以降

16 SK4J 越中瑚戸／摺僻 {21.6) 0.1 (4.5) 
銀軸 7.5YR7/41=.S: 7.5YR7/4(::.): 

細線一単位7本
銭軸 い種 い権

17 SK43 越中讃戸Jさや鉢 {10.4) 0.6 (7.3) ロクロナデ ロクロナデ
鉄袖 IOYRS/4＇皇賞 10YRS/4；皇賞

依紬 色 色

SK45 陶器／碗 〔11,0) 4.1 OA 1.2 8.8 
鉄紬

N7/J究白 N7／民自 削り出し高台
鉄紬

2 SK45 陶盤／椀 (4_0) 0.3 1.1 (3.5) 
歓軸（柿軸） 5Y7/1 5Y7/1 

削り出し高台
鉄軸（柿軸） 灰白 灰白

3 SK45 陶器／碗 (8.3) 0.5 (5.3) 
給 5Y8/1 SYS/1 

勅 灰白 灰白

4 Sl<45 陶器／鶴 〔11.2) 0.8 {6.8) 
様相 10YR8/2 1日YRB/2

調戸費，.系 ISC後半～19C代
黒刷 灰白 灰白

5 SK45 陶器／健 (9.0) (6.2) 0.5 0.8 6.6 鉄柚で文様
灰柏 2.5Y7/2 2.5Y7/2 

灰軸 灰貧 ＂＇’t 

6 SK45 陶器／磁 (5.3) 0.2 1.3 (4.4) ロクロナデ ロヲロへラケズリ II実相
2.5Y6/1 2.5Y6/1 

酢｜り出し！蛇の目高台 ISC後葉～19C代
It灰 費灰

7 SK45 陶器／線 (13.Q) 0.55 (4.55) 5Y6/1匹 5Y6/1灰

8 SK045 陶盤／鈴 (6.0) 0.5 0.9 〔50) ロクロナデ
灰軸 5YR7/6 5YR7/6 

ロクロナデ
灰軸 権 也

9 SK045 陶器／鉢 (8.2) 1.5 0.3 (3.5) 
医軸白軸藷し 2.5Y7/2 2.5Y7/2 

肥前系 J、ヶ目
灰紬 灰，R 阪貿

淀線が " 灰楢 2.5Y7/3 2.5Y7/3 
10 SKG45 陶器／JO! I’7 4.6 0.3 2.75 

口辺卸に付〈
了寧な

民鞄貫入が入る 浅’R 浅賀
ロクロヘラケズリ 信楽系 灯明E

ロクロナデ

11 SK45 陶器ノon (13.4) 0.8 3.0 
灰翰 7.5Y7/1 7.5Y7／自

(A楽系 18C～幕末
灰軸 灰白 灰白

12 Sl<45 陶器／灯明畳皿 (11.2) (4.6) 03 (2.2) 回転ヘラケズリ
灰紬 5Y7/1 5Y7/1 

回転へラケズリ (I楽系 19C前藁～幕末
灰軸 灰白 灰白

13 SK45 陶器／植頬 (3.6) 04 (4.3) ナデ ／灰紬
10YR6/1 10YR6/1 

縄灰 褐灰

14 SK45 陶器／鈍形容器 (12.0) 07 (5.3) 
氏，a 2.5Y6/¥ 2.5Y6/1 

鋲絵が入る
灰，a 賞灰 貧灰

15 SK45 
越中瀬戸／

(13.6) 0.7 (3.5) ロクロナデ
ロクロナT S義裕 7.5YR8/3 7.5YRB/3 

短頭蔓 ロクロヘラケズリ 鉄，a 浅賀纏 浅賀纏

16 SK45 磁器／碗 (7.D) 0.8 0.2 (3.1) 
透明軸＋呉讃

NS／灰白 N8／灰白 高台場郁軸ハギ 肥前系
広東碗

透明軸＋呉須 IBC末葉～ 19Cllil葉頃

見込み中心に 染付＋透明軸
関西系

半疎育長 端反碗
17 SK45 磁器／碗 (4.4) 0.7 0.3 (3.6) 円に聴か N8／民白 N8／灰白 高台端部軸ハギ 王子山‘

「癖J 最付＋透明軸
三国系か

19C中葉～幕末

18 SK45 磁器／鎗 (I.日日） (3.8) 0.5 0.8 5.2 コンニャク印判
透明馳

N8／灰白 N8／氏自
肥前系 くらわんか手

透明柚 遊佐貝 IBC前葉～中葉頃

19 SK45 磁器／視 (8.-1) OA (4.4) コンニャク印判
透明軸＋呉須

N8／灰白 NU氏自
陸前系 くらわんか手 腰丸

透明軸＋呉須 i度催貝 IBC中葉～後葉頃
54 

肥前系 くらわんか手
20 SK45 磁器ノ磁 4.4 0.5 0.8 (3.5) 草花文 N悶／灰白 NB/I主自

波佐見 IBC前葉～申薫頃

半琢形 焼纏痕アリ

21 SK45 磁器／碗 (6_0) 07 0.45 (4.3) 波の文繍
透明軸＋呉講

N8/J宋自 N8／灰白
焼纏師の印

肥前系
焼継師の印『久口」

透明軸＋呉須 高台端部紬ハギ ニ文字国は『八」か

ISC前葉～中葉

22 SK45 硲器／鴎 (9.6) (5.8) OA 0.3 5.9 一条ff)帯鰻
透明軸＋呉須

N8／灰白 NS／灰白 肥前系か 高台にニ買をの帯緯
透明鞄＋呉須

23 SK45 硲器IBil (6.J) 0.8 も0 (3.8) 蛇の目軸ハギ
透明稲

柵／灰白 N8／灰白 肥前系 17C中葉～後葉
透明翰

24 SK45 磁器／皿 〔12.8} (4.6) 0.4 0.6 3.0 草花と花弁
透明紬＋呉譲

間／灰白 N8／＠（白 肥前系
17C前薫～中葉

選明軸＋呉須 1630年～1640年

25 SK45 磁器／蓋物 蓋 (13.6) 0.6 3.2 
透明給

同／灰白 N8／灰白 肥前系
漫半嘩形端部軸ハギ

呉須＋遺明軸 IBC後葉『L9C中葉頃

26 SK45 磁器／紅猪口 (4.6) 1.4 0.2 0.25 IA 
透明純

同／灰白 NS／灰白 肥前系 I.SC中葉～19C附葉
透明馳

27 SK45 越中調戸／l皿 (11.0) (5.8) 0.28 0.73 2.45 即花文
録鞄 5YR5/4 

2.5YR6/6櫨 貼付け高台
銭，a にふ：い罪褐

28 SK-45 越中讃戸／皿 (3_8) 1.0 (1-6) 
鉄砲

10Y6/1＠｛白 10Y7/1灰白 回転糸切り来調整
鉄砲

29 SK45 越中調戸／皿 {4.6) 0.4 0.7 (2.2) ロクロナデ ロクロナデ
餓勅 10YRS/2 10YR8/2 

削り出し；高台
鉄輪 灰白 灰白

30 S日K45 組中調戸／皿 {5.2) 0.3 0.8 (1.8) ロクロヘラケズリ
鉄紬 2.5Y7/1 2.5Y7/1 

ロクロ削り出し高台
鉄紬 灰白 灰白

31 SK45 越中瀬戸／皿 {8.2) OA 0.9 (1.7) ロヲロへラケズリ 量支給／
2.5YR7/1 2.5YR7/1 

ロウロへラ切り 付高台
氏自 灰白
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限緩醤毎 鰻重量呈 遺布陣番毎 JI！企 調頬Ill視
埠量（cm) ｛〕fま復元櫨 祖寝結文 肉箇~精＃箇

色調 Ill奇襲 ii.貨車 0・考口径（Jlさ｝ 隠晶 高台曇 ii.さ Ill& .量〈） 内ill 外語 内面 #i面 〈成形鍋後）

32 Sl<45 越中菰戸／皿 (9.6) 0.4 0.8 (1.3) ロクロナデ ／鉄軸
25Y6/3 2.5Y7/3 自＇iり出しi高台
にぶい黄 浅貧 ロクロヘラケズリ

33 SK45 越中調戸／皿 (11.5) 0.7 (2.8) ロクロナ千 ロクロナデ
鉄軸 10YR7/4 10YR7/4 
儀相 にぶい費複 にぶい黄櫨

54 
蝕軸〔柿軸）

34 51<45 越中湖戸／碗 5.5 0.4 1.0 (3.1) ロクロへラケズリ
蝕軸（柿軸）

5Y4/1灰 5Y4/1民 削り出し高台

35 5'・5 磁器／IDl (14.4) (8.6) 0.25 05 (2.4) 
透明軸＋呉調

同／灰白 NS／灰白
蛇の目高台

肥前系 三足 『よ手J17C後輩頃
透明軸＋呉須 軸ハギ

36 SK45 越中洞戸／血 (11.4) (4.6) 035 0.6 2.65 ロクロナヂ ロクロナデ
儀相（柿紬）

2.5Y7/4浅賀 2.SY7/3漫貴 削り出」高台
依粕（柿粗）

軸広めの段
阪柏

37 SK45 越中調戸／皿 (11.0) (5.4) 0.2 0.9 2.3 ア＇）
阪，a N7/J束白 NJ/＠＜白 削り出し高台

ソギ

38 SK45 土師質土器／血 (8.2) (3.0) 0.55 1.95 ロクロナ了 ロクロナT 2.5YR6/8櫨 2.5YR6/8程 回転糸切り来語霊 ロ縁部煤痕（訂心i由癒）アリ

39 SK45 土師質主器／血 (7.6) (3.6) 0.3 17 ロクロナデ ロクロナデ
7.5YR7/4 7.5YR7/4 

回転糸切り未調整 内面憧用痕アリ
にぷい糧 にぶい橿

40 SK45 土師貫主器／血 (11.7) {5.8) 0.9 32 ヨコナデ
ヨコナデ

2.5Y7/3；実質 2.SY7/3；皇賞 手持ちへラケズリ 煤（~•［＞油痕）アリ手持ちへラケズ

41 SK45 土師質土器／皿 I，。 48 08 25 ロクロナヂ ロクロナデ
5YR6/4 SYR6/4 

回底糸切り来網整 内面 全面使用痕アリ
Iこる：い担 ！こぶし、極

42 SK45 土師賀土器／IDl 11.0 48 08 2.5 ロクロナヂ ロクロナデ
5YR6/4 SYR6/4 

岡聡糸切り来銅盤 内面全面住用痕アリ
！こぶい檀 にぶい担

43 SK4~ 陶務／火鈴 (20.2) 1.2 1.0 {3.9) 
.紬

2.5Y7/1灰白 2.5Y7/1灰白 ロクロへラナデ
黒，a

55 44 SK45 珠測Ill! 0.8 {8.45) 2.5Y4/1賓庇 2.5Y4/1貫灰

45 SK45 越申潮戸／揖僻 (37.0) 0.8 {4.0) 鉄事由 5YR6/4 5YR6/4 
おろし目一単位7本

鉄柏 にぷい橿 にふ：ぃ怪

46 SK45 越中溝戸／措僻 (30.2) 1.0 (6.5) 
鉄柚（鍋軸）

5YR6/6注量 5YR6/6糧 おろし目ー単位11本中太
鍛軸（銅軸）

47 SK45 陶器／宿鈴 {30.2) (11.8) 0.95 12.2 ロクロナデ ロクロナデ
2.SYS/2 2.5Y8/2 

摩耗していて不明
越前系か 細い目 一単位10本

灰白 灰色 信楽系 底宮＂＇常に 使い込まれている

底部非常に使い込まれ

48 Sく45 陶器／措鈴 10.6 1.8 (9.4) ロクロナデ ロヴロナデ
5YR5/6 5YR6/4 端部は丸味を帯びる

明赤褐 にぶい檀 おろし目一単位9本中太の目

使用痕アリ

49 SK45 陶鵠／鉢 (10.0) 0.5 (3.0) 自泥••UI先文 2.5YR6/6櫨 2.5YR6/6櫨 肥術系 丸形大皿ー晶手砂目

SK50 陶器／碗 (10.0) 1.2 7.3 
賞組 2.5Y8/3 2.5Y8/3 

..軸 高台繍郁軸I、ギ 19C以降
..柏 淡貧 淡貧

2 SKSO 硲標／碗 (8.8) 0.71 (5.35) 
青磁柏

NS／灰白 N6／灰白 簡帯 '8C代
青磁殆

SKSO 灰粕
SK251とSK口50が擁合

3 
SK？~ I 

陶器／碗 11.4 51 0.4 0.3 7.4 鉄絵『馳文J
灰軸

5Y7/I灰白 2.5Y7/2灰白 削り出し高台 京信喪系 底部にi主主ljみ文入る腰折碗

16C前聾頃

• SK50-c 陶器ノ碗 5.5 0.3 0.6 (2.3) 
貧給

5Y8/1灰白 5Y8/1灰白
烹俊風か

中央畳付に「即』（不明）アリ
貧馳 東信楽系

5 Sl<50-a 陶犠／碗 (8.8) 0.45 (5.3) ロウロナデ ロクロナデ ／青磁軸のピラ掛け N6／灰 N6／灰 在II!系

6 SKSOドa 磁器ノ椀 {3.3} 05 0.3 (24) 蝕結が入る
医軸貫入が見られる

2.5Y8/1反自 2.5Y8/1＠＜自 削り出しi高台 肥前系 陶胎染付 18CAA難
灰馳貫入が寛られる

1 SKSO 
越中潤pf

4.7 0.82 (3.2) ロクロナデ ロクロナデ
灰翰 2.5Y8/4 2.5Y8/4 

回転糸切り朱欄霊
茶入れ 灰狛 店長賞 淡貧

ロクロナデ
2.SY6/2 2.5Y6/2 • SK50 陶器／飾 10.4 04 LO 37 ロクロナデ ヘラ技工異 ロクロへラケズリ

による文締
灰貧 灰賞

57 9 SK Sn 陶器／片ロ鉾 (24.4) 0.9" (7.8) 自軸流しハケ目
鉄砲 10YR5/1 10YR5/3 

肥前系 18C代
銭軸 褐灰 にぷい費禍

。。 SK50 磁器／碗 {4.2) 0.6 0.5 (5.0) 草花文
透明鞄

NS／灰白 NS／灰白 肥前系 高台端部軸なし 18C前菜頃
呉須

11 SKSO 磁器／碗 (11.6) 0.6 (4.6) 
ニ長の鋸帯練と

不明 NS／灰白 NS／！毘白 踊戸費量系 19C前藁～中藁頃
一条の太線

12 SK50 硲器／IDl 9.8 4.2 0.7 0.8 34 喪都文＋草花文
透明軸＋呉讃

NS／灰白 NB/I究自 肥前系 腰丸皿ISC患前部llに～「筒中江難」頃の文字
透明軸＋呉須

13 SK50-b 磁鍵／碗 (11.4) 0.6 {5.2) 膏膏磁軸
硲紬

NS／灰白 NS／医白

" SK050 磁器／IDl (12.0) 4.4 0.8 0.65 3.4 位の目軸J、ギ 自泥’s
NS/I英自 NS／！東自 削り出し高台 譲住見 陶胎土器

自泥租

15 
SK50 

磁器／皿 13.4 9.25 0.3 0.4 3.55 （松竹梅）＋亀
透明軸＋呉須

5Y8/1灰白 5Y8/1FJ1:自 蛇（！）目高台 肥前系
『富貴畏響』の文字

SK2S1 青磁稲 ISC中藁～後輩頃

16 SK50 磁器／段貫 (14.8) 0.5 4.7 網目文＋梅文 NS／灰白 NS/El{白 肥前系
網目に窓区画文
18C中葉～後輩

J7 SK50 磁器／億申i (6.4) 0.7 0.9 (10.2) 5YR6/6纏 NJ/灰白 肥前系 陶拍車付 1JC中聾～後業頃

18 SK50 陶器／費 (44.8) 1.6 {4_3) ／自黙軸 SYS/I医 5Y5/1灰白 館前系 17C以降

19 SK5n 陶器／費 '9.4 LO (8.55) 5Y7/1民自 7.5YR7/6櫨 鍾前系

20 SK50 越中調戸／血 6.1 4.0 0.4 ,, 鉄鞠 7.5YR7/4 7.5YR7/4 
回伝糸切り未調整

銭箱 にぷい橿 にぷい櫨

21 SK050 越中瓢戸／皿 (II且） 5.0 0.4 0.65 26 
鉄紬 10Y6/1 10Y6/1 

貼f寸It高台 ロ繰都煤付着
鉄砲 灰白 灰白

22 SK50 
越中瑚戸／

(9.7) (4.0) 0.65 2.5 鉄鉄砲鞠
2.5Y7ノ4 2.5Y7/4 

回転糸切り来闘聾 提泊、
肝明受血 浅，R 浅賞

23 SK50 
越中瀬戸／

11.4 1.0 (6.1) ロクロナデ
ロクロナデ 鉄，a 7.5YR7/4 7.5YR7/4 

回転糸切り未調聾 肉面うるし痕アリ 使用量アリ
広口壷 指頭集アリ 鉄総 に，s：ぃ椙 にぶい檀

24 SK50トa 越中菰戸／壷 12.0 0.7 (5.4) 
絵聡 7.5YR7/2 7.5YR7/2 

回転糸切り未調整 見込みに焼きふくれが見られる
銭箱 明褐灰 明褐灰

25 SK5n 
越中潮戸／

(9.7) " 10.5 ロクロナデ ロクロナデ
鉄，a 2.5Y5/1 2.5Y4/2 

圃転糸切り未調整
ll胴査 鉄槌 貧灰 陪灰貧

26 SK50 
越中瀬戸／

9.3 LO 7.9 ロウロナデ ロクロナデ
鉄車泊 10R6/6 10R6/6 

回転糸切り未調整
広ロ査 鉄粕 赤褐 赤禍

27 SK50 
越中瀬戸／

9.3 LO 7.9 ロクロナデ ロクロナデ
鉄剥 10R6/6 10R6/6 

回転糸切り宋網整
広口費 鉄，a 赤褐 赤褐

58 
越中瀬戸／

28 SK50 (12.5) (13.1) 1.3 13.5 ロクロナデ ロクロナデ
鍛軸 7.5YR7/3 7.5YR7/3 

団転糸切り未調整
広口密 銭，a にぶい櫨 に，.；：い檀

29 
SK50 越中瀬戸／

(12.0) 8.8 1.3 14.75 ロクロナデ ロクロナデ
鉄職 2.SY6/1 2.5Y6/2 

回転糸切り未調整
SK50-b 双耳II 銭箱 貧灰 灰貧

30 SK50 土師質土器／IDl (8.4) (3.4) 0.5 2.1 ロクロナデ ロクロナデ
10YR8.ノ3 10YR7/3 

団転糸切り未個聾 口縁部煤付着アリ
浅賀纏 にぷい費慣

31 SK5Q 土師質土器／皿 8.1 42 0.6 2.1 ロクロナデ ロクロナデ
7.5YR7/4 75YR6/6 

回転糸切り来掴聾 口縁部煤付着アリ
にぷい檀 纏

32 SK50-c エ師質土器／皿 (9.4) 4.0 0.4 2.0 ロクロナデ ロクロナデ
7.5YR6/4 7.5YR6/4 

回転糸切り未回整 煤（灯心；由痕）付着
にぷい権 にぷい檀

33 SK50 陶碍／宿鉢 (33.4) 0.9 (7.2) ロクロナデ ロクロナデ 10R4/6奔
10Y3/1 おろし目一単位9本以上

オリーブ黒 情前 '8C代

34 SK50 陶1111冨鉢 14.0 1.3 0.8 (9.3) ロクロ商＇iり
鉄楢

10R5／自赤 10R5/6赤 肥前系 中太ー単位9本
鉄柏

35 51<50 
金属製品／

5.6 0.05 6.0 最大幅 0.9
煙管吸口

2 $K5B 磁器／小師 {6.0) (2.8) 0.3 0.45 3.4 草花女
透明軸＋呉損

NS／灰白 NS／灰白 肥前系 半疎青島 18C附葉頃
透明軸＋呉調

3 SKSB 磁器／錦 (10.0) 0.4 (4.’｝ 区画に笹
透明軸＋呉講

同／灰白 NS／灰白 関前系 漫半疎形 18C中東頃
透明軸＋呉項

• SK5~ 陶器／線香筒 (7.7) 0.6 (9.3) 民軸＂鉄軸流し
5Y7/1灰白 5Y7/1灰白 識戸襲遭か

民軸！こ舷柏流し

5 Sl<5~ 陶器／葉茶査 (18.0) 【）8 (6.9) ロクロナデ ロクロナデ ／ 部鉄軸 2.SYS/2灰白 2.5Y7/2民黄

6 SK83 陶器／碗 (4.9) 09 0.5 (52) 2.5Y7/3造費 2.5Y7/3漫貴 IJC後半～

J SK83 磁器／椀 (4.8) 0.6 05' (3.8) 草花文【松文｝
透明給

2.5Y8/1灰白 2.5Y8/1灰白 肥前系
畳付に一条の帯線がまわる

透明軸＋呉須 腰はり郁 18C中葉～後葉頃

' Sl<83 磁棒／椀 {8.8) 05 (5.4) 草花文
透明松

5Y8/l医自 $Y8/1灰白 肥前系 ISC中葉～佳葉頃
透明軸＋呉須

9 SK83 磁ff／碗 {11.6) 何.5) 0.7 0.6 (6.5) 草花文＋馬
透明細

NB／灰白 N8／＠＜白 肥前系 18C中葉頃
透明軸＋呉調

61 IO SKSJ 磁器／血 {13.8) 062 3.3 NS／灰白 N8／民自 肥前系 llC後半

11 SK83 硲棒／IDl {13.6) 0.6 (2.2) NS／灰白 NS／灰白 肥前系 18C附薫頃

12 Sl<B~ 土師置土器／皿 (9.’｝ (4.0) 0.4 2.3 ロクロナデ ロクロナデ
7.5YR7/4 10YR3/2 

回配糸切り未個聾 煤＂＂心 i由痕｝付着アリ
にぶい糧 灰白

13 Sl<8~ 土師質土器／皿 (10.4) (<1.5) 0.35 2.1 ロクロナデ ロクロナデ
5YR6/4 5YR6/4 

回転糸切り未調整
越中潜戸系 煤（灯心油痕｝付着アリ

にぶい糧 に，S：い櫨 素地か 内面檀用痕アリ

14 Sl<8~ 土師賀土器／皿 11.4 4.8 09 2.65 ロクロナデ ロクロナデ 5YR6/6纏 5YR6/6I量 回転糸切り来悶整
館中識戸系

内面使用痕アリ
素地か

15 Sl<8'.l 硲密／IDl (8.0) 0.7 0.6 (2.6) 草花文
透明軸＋呉須

N81E<白 NS／灰白 肥前系 17C後葉頃
透明軸
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" I ""  I - l鍾中瀬戸／栂鯵 ｜ (19.4) I 一 o.9 I '62l 単位申太7本

醐桝同銭呈惜網開｜ 耐 場領1111 ＂＇雇I重吉~ 雇
法量ωω （｝は復元値

高台Al 原さ I ・高 111’.，，， 雨量再再面
面橋

肉面ノ外車
I 色踊

l 肉奮 I 外iO
＊飢

（成形翻登｝
産地 鍵考

貧農拍 I 7.5YR7/4 I 7.5YR7/4 
餓紬 I に品、い纏 I にぶい纏

17 I SK83 ' 陶Ill柵鉢 o<s I '4.3l (17.2) I 一 l ロクロヘラナデ ｜ロクロヘラナデ
ロ緑3道部のみ

餓紬
5田／I膏黒 Iss211青嵐 在地系 ー単位13本

20 I SK83 ' 
金属製品／

亙亙旦
陶器／ml

"・'' I ''・" 

(17.2) I 0.03 

SK92 • 

2 I SK92 ' 陶器ノ＂＇ 2.0 

天目茶様

'""I 6.2 0.4 0.5 

5 I SKB7 ＇ ー 陶器／被 (4.4) 3.9 0.4 07 

6 I SKB7 ' (2.4) 健器／ml 5.2 0.6 08 

7 I SK87 ' 陶器／ml '2.S I 4A I 0.35 I 0.7 I 3.3 

ロクロヘラケズリ

貫入が入る 貫入が入る

灰柏
灰軸

緑拍＋銭軸に
長石給

緑納＋鋲輸に
長石，a

長石軸か白泥
.石柏か自泥

SYSノ2

灰賞

10YR8/4 l 2.5Y7/4 

浅黄纏 I 浅貧

鳳縄，a
黒褐給

7.5 ~ 1.5¥6/1 
灰 灰

75 RS 2 - _ 
・＂；工‘ ＂灰白灰白 、＂ ＂、凶

2.5Y6/3 
にぷい賞

ロクロヘラケズリ

量大幅 11.2

19C代：

8 I SKB7 陶器／生TaJl受血 ｜ '""I "°' 2.1 

陶胎染付 17C後半～

見込みは艇の自馳ハギ
同ノ山穣

17C末～'8C後集

ロクロヘラケズリ

l 錠の目柏ハギ

ロタロナデ I ロクロナデ

緑，a
線紬

7.5¥7/1 I 7.5Y7/1 
灰白 I 灰白

10R4/4赤褐 110R4/5赤 ｜ ロクロヘラケズリ

削り出し高台

削り出し高台
瀕戸養護系

か

63 陶器／鈴9 I SKB7 ' - 22.8 

10 I SKB7 I ー ｜ 陶器ノ鈴頬 I <11.3l I <11.o> I o.s I o.J I 0.1 ロクロナデ

灰拍
灰輪銀拍

2.52Y8/3 

淡費

長石勅に貫入入る 1 5Y7/1 I 5Y7/I 
4長石組に貫入入る l 灰白 I 灰白

7.5YR7/4 

にぶい鐘

削り出し高台

削り出し高台

削り出し高台 ｜ 肥前系

2.52Y8/3 
淡賛

調戸鍵護系
か

11 I SKB7 ー l 土師貧土器／mil 8.7 1.9 

高台裏には円形に銭馳をぬる

鹿郎に墨書アリ
『ロ＼三＼そか口』
香炉、火入れか

3.8 0.3 

12 I SKB7 一 l 土師質主IIノmil (98) 2.0 0.55 

13 I SKB7 一 ' 旭中灘戸／ml 1口<12sSJ I '5.SJ I o.< 1.0 

14 I SKB7 I I 陶搭／細木鈴 1 (34.5) I {7.2) 

11C＜！＞業～後葉頃

15 I SKB7 ＇ 一 陶器／沼鈴 I "'" ¥2.Q5 I -(10.7) I 

16 I SKB7 ' 
議洲../ 

土製円盤

隆稽／機 I ""  I "°' I o.7 I o.s I '・" 1 I SKB7 ' 

2 I SKB7 I - I 磁器／機 I <11.o> • O.S I (60) 

肥前系
機合薗に機織剤残る

SC附薫頃以降

3 I s同 1 I I 硲器／傭 I '"'' ' o.3 I '47J 

ロクロナデ ロクロナデ

車庫花文

10YR7/3 I 10YR713 
にぶい貧櫨 lにぶい貧纏

棚
棚
一
岡
山
一
一
醐
柑

7.5YR~ノ3

にぶい褐

2.5Y8/1 I 2.5Y6/¥ 
灰白 I 灰白

2.5YR4/1 
赤灰

7.5YR7/3 
にかい纏

l盤中刻戸系
図伝糸切り条網聾 ｜の素地か

l館中湖戸系
図紅糸切り条網霊 lの素地か 見込み内面に使用複アリ

見込み部分に霊ね鍵き復アリ
輸の肉側に使用痕アリ

おろし自 単位細目13'区

nt亙
肥前系

11C申案頃

ロクロナデ ロクロナデ

7.5GV4 OGJ/1 

晴緑氏 B貴緑氏

N6 灰白 N6 灰白

二条の輔 I m文 I :::1:: I 附

7.5YR6ノ3
にかい禍

何日り出し高台

nc後葉

5 I SKB7 I I 磁器／飾 (3.9) 陶胎絵付

' I s間 1 I I 磁器／鈎 I 1Jo6J I '44' 

ロクロナデ
ロクロナデ

ロクロヘラケズリ

透明稲
透明紬

NS／灰白 I NSノ灰白

コンニャク印判
菊か

ーク印判 I H~品須 I NS/IX白 I NS/IX白

2.5'16/1 I 5YR4/6 

賛灰 I 赤褐

瀬戸養議系

2.5YR3/1 
明赤灰

回転糸切り未聞g

6 I SKB7 ' 磁器／猪口 5.0 肥前系 ｜ 緑紛形 17C後葉～18CJll(薫頃

'50J I o.75 

64 

恵花文
透明軸

透明治＋呉須

透明柏＋呉須
I NSノ灰白 I NS／灰白

透明軸＋呉須

5Y8/1 
灰白7 I SKB7 ' 磁器／酒鍔 I "・" 2.8 o.s I o.J 

5Y8/1 
灰白

肥前系 ＇＂怖を紅猪口として使用か
18C前業頃

8 I SKB7 ' 磁器／蓋物 I <11.1J I "°' I o.s 8.8 0.3 

己卦」
磁器蓋物 ｜ 一 ｜ 川 ｜ 旧

陸＂ ／皿 I '"''I 他BJ I o.< 

硲器／皿 I (122l I '68J I o.s 

脚皿 ｜ ｜肺， I 0.5 

磁器1J01 I I'"" I o.7 0.4 

肥前系

開始象付

18C~拘禁～後葉頃

(2.7) 
ω
一M
一日
一
同

日
一間一

M
一川

12 I SKB7 

13 I SK81 

I I SK116 I - I 磁器／機 '3.<J I 0.2 I 0.2 I '25J 

草花文

草花文＋
六条の帯鱒

車花文に
四条の帯線

1奮草文

透明紬
透明治＋呉須 ｜ W 灰白 I N8／灰白

透明勅 I I 
透明槍＋呉須 I N8／灰白 I NB／灰白

' "' 夜白 5'181民自
N6灰白 ＂＂氏自

N6灰白 ＂灰白

川灰白 NS灰白

透明裕＋呉須
透明輸＋呉須 I N8／灰白 I N8／灰白

肥前系 17C後葉～18CJll(薬頃

肥附系

陸前系

17C後援～18C前藁頃

!2£皇霊且
18C＜！＞業頃

底部 18入るが不明
18C前業頃

16C来～17C前半

草花文

民の絵

唐草文

条の梅線

肥前系

景(f銃系

肥前系 ｜ 腰はりI!~ ¥SC前業～中震頃

SK116 I - I 磁器／碗 I "・" 
磁鍾／皿 I (IOO) ' 

' I SK116 I I 磁握／皿 '8oJ I o.s I o.ss 

一 網目文

色絵 唐草文

草花文
透明拍
透明軸

N8灰白 ＂灰白
ト8阪自 N6阪自

N6灰白 N6阪自 景徳銅盤 IJ町台繍部砂目 16C後半～17C前半

5 I SK116 ' 28 内面に純止めの段アリ館中灘戸／血 I "'" ' 0.8 

67 6 I SK116 ' '""I "" 鍾中淵戸／皿

7 I SK116 I I 礁洲 壷 I ＇＂日） I 

8 I SK116 I ー ｜磁器品醐 ｜ I '・' 
o.8 I '685J ' 

0.7 (3.8) 

9 I SK116 I 1館中瀬戸／纏鈴 ｜ (28.Q) I 0.8 (4.2) 

10 I SK116 I I 陶器／鑑鈴 I '"°'' 
11 I SK116 I - I 陶器／鈴 I '272J I '"" I 1.2 I o.s I 0.1 

I I SKl27 I -l主師貫主酌皿 ｜ （叩 ｜ 一 ｜ 一 I o.s 
SK132 I - I 溢器／錦 I - I 伺3l I o.8 I 0.1 

SK132 I - I 磁器／碗 I 伺•J I - I - I o.ss 

SK132 I I 志野／丸E I (132J I C72J I o.is I 0.65 

2.2 

(4.0) 

4.9 

2.6 

5 I SK132 ' "'"I "" 0.55 磁器／皿

ロクロヘラケズリ

ロクロナデ

二条の都練

ナデ

灰柚（白色）
灰紬（白色）

自泥紬＋呉須
自泥輸＋呉須

銭柏

‘受精

餓，a
儀柏

ナデ

9 I SK132 I - l 館中灘戸／凪 I '"" I '4.SJ I o.J 2.2 

磁器／皿 I <12.0J I '3.6J I o.6 I 1.s I '・" I 1健の目拍ハギ

草花文
唐草文＋ ｛ 透明軸＋呉須
三条の帯綿 I 透明紬＋呉須

自泥＋呉須
自泥＋呉須

白泥＋呉須 I 10YR7/2 I 10YR7/2 
自＂ lに，Sい貨纏 I1こ命い貧槍

7.5YR7/4 I 7.5YR7/4 
にかい纏 I に〉い槍

間 16櫨 I 5YR7/6纏 l回 転 制 叫 董 ｜明記子

鉄柏

倉金拍

l0fi82 0 Y肉6/2
灰白 灰白

2.51/B/3 2.5 83 
淡賃 金賞

2.5 I 官民 7.5 7 鳳褐

N8灰白 N8氏自

貼付け高台

回転糸切り未調礎

ナデ

吉岡繍年W期

おろし回一単位11本
陸前系 ｜ 側面に絡子目状のタタキ，.残る

18C後半～19C代

陸前系 IBC前薬頃

75YR7/6宿 I7.5YR7/6極

2.5~4 /6 2.5 4 6 
赤褐 雰褐

10R54il;禍 OR54赤偶

7.51/R/4 J.5YRJ4 
にふL纏 二SL櫨

N6阪自 ＂阪自

NS IX白 N8灰白

2.5 7 灰白 2.5 7 灰白

NB灰白 ＇＂灰白

底面霊疲アリ非ロタロ 16Cf電力、

肥前系 I 17C宋～18C以降

肥前系 I 
肥前系 I ロ縁部鍵アリ

肥前系 nc後葉頃

6 I SKl32 ' 
磁器／皿 I '"'' ・ 一 o.s I '23l 

17C後半

NJ／灰白 I NJ／灰白 程前系 17C後葉頃

68 
7 I SK132 ' 肥m系

8 I SK132 ' 磁器書／JOI ""  I o.s I 1.0 I ""  I ー l舵の自ぬハギ

0.9 

泥
沼
一軸
軸

自
白
一
灰
灰

NB／灰白 I N8／灰白 ｜ 削り出し高台 ｜ 肥前系

貼付lす高台

高台端部軸ハギ波佐見
17C後葉頃

肉郁翰止めの段アリ

10 ｜別＂ I ｜主師貸主語岨 ｜ (7.6J I 3.9 

11 I SK132 I ｜土師貸主器／JOll 13.8 

12 I SK132 I -｜土師貸主制 ｜ (I岨 ｜ － 
13 I SKl32 I - I 陶器／警 I (504' I 1.0 

0.4 I 1.8 

o.6 I 2.1 

o.6 I <rn 
(6.2) 

I I SKl39 I I 磁器／線
o.s I "'" • 一(3.6) 

SKl39 I - I 鐙器／皿 I '132J I I I os I <23l 

青盛／植木鈴 I - I - I - I - I 付.8)

4 I SKl39 I l館中潮戸／慣倉本 l - I '"・" I ー I 1.0 I '6.7J 

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

主主土三」－－－－－＇！三土工

街頭痕アリ

草花文
透明拍
透明軸

2. 5~1 灰白 2.5¥11灰白

10'1'FlS3 0 FlJA 

にるも貧褐 ＝孔実担

2.5~ J 灰白 UVJ 灰白

5Y8什灰白 58 灰白

N• 灰白 ＇＂灰白

不明瞭

手づ〈ね 16C～

外直線付着アリ

豊E呈
肥前系

17C以降

筒丸形 IBC中葉頃

自
一
々

一
間
直

U

－w
z
 

－
 

自
一
々
lj
 

u
m即

ー
一軸
軸

一鉄
鉱

主主皇旦E主盟些主

おろし自

6 I SKl46 I I 志野ノ丸皿 I '13.2l • (2.0 大鷲N期

s I "'" ' 陶器／JOI （‘1.6J I '65J I o.15 o.ss I 2.25 
緑紬（織的拘）
緑勅（織部組）

5Y7/1灰白 I5Y7/I灰白

7 I SK146 I l越中灘戸／匝鈴 1(13.0) I 0.1 I <1.n 

肥前系 ｜ 寝丸形 IBC後葉頃

8 I SKl54 I - I 陶器／碗 o.s I 0.51 I rn 

69 I 9 I SKl54 I ー ｜ 陶器／皿 o.3 I o.8 I '3.BJ 

10 I SKl54 I - I 磁器／碗 I ''" o.45 I '4.1> 

け I SKl54 I I 硲器／碗 I "・" o.s I '5<> 

肥前系 ｜ 傭

12 I "'" I I 硲器／鶴 I '10川 l - I I o.s I 6.o 

13 I SKIS4 I I 硲器／皿 ｜ 〔10.BJ I '65J I 05 I o.s I 2.s 

ロクロナヂ I ロクロナデ

純文

長右紬
長石紬

鉄，a
鉄軸

貧抱
It給

5Y7ノ1灰白 I5Y7/I灰白

10YR7/3 I 10YR7/3 
にかい賛権 lにゐ、い貧律

10YR8ノ灰白 IIOYRB／灰白 ｜ 剤り出し高台 ｜東信楽系

いげた文

四 I 5Y7/2灰白 12.5Y8/2灰白

透明穐 I 1.s司 I' I 7βYBハ
透明租 I 灰白 ！ 灰白

透明総＋呉須 I I 
透明勅＋呉須 I N8／灰白 I N8/IX白

ロ繰櫨都軸ハギ

ヨ＂富豪系 目静あり

網自文
透明柏
透明鞠

透晶~~須 I N叫 白 I N8/IXB 

N8／灰白 I N8/IX自

館前系 17C中葉～後葉頃

肥前系 I 網目文 17C中葉～後葉頃

15 I " '" I l土師貨土器／皿 1 1.0 I 3< 0.1 I 1.s 煤（灯心油痕）アリ

14 I SK154 I I 磁器／仏飯器 I ""  I <MJ I o.J 草花文
透明柏 I 7βY8/1 I 7.5Y8/1 

透明給＋呉須 I 灰白 I 灰白

5YR7/4 
に乱、纏

2.SYS/2 I 2.5Y8/2 
灰白 I 灰白

肥前系 18C代

16 I SK154 I l土師質主揚／凪 1 1.0 I 3.7 o.6 I u 

ロクロナデ ｜ ロタロナデ

ロクロナヂ ｜ ロクロナデ

SYR7ノ4 I l館中湖戸系
I 回転糸切り朱＇＂＂ I繁地かにふ、い纏

回転糸切り未開 ｜越：：：系

-129-



鴎緩，S毎四童量呈 選俗書号 帰依 構想器復
法量leml （）は復元陸 銘文 肉萄~続体面

B・ （成形Ii!鋪llllll lit絶 備考
口径（JIさ｝ 庭径 高台裏 原さ 程暴薦 重量＂ ＇ 肉遁 外蘭 内萄 外函

ロウロナT
2.5Y8/2 5Y8/1 

17 SK154 土師質土器／皿 8’ 0.7 1.9 ロクロナデ ロクロへラケズリ
灰白 灰白

ロクロへラ切り

日夕ロヘラ切り

18 SK154 越中瀕戸／皿 (12.0) (4.8) 04 07 3.0 ロクロナデ
ロクロナデ 銭給 7.5YR7/3 7.5YR7/3 

削り出し高台
ロヲロへラケズリ 敏治 にぶい権 にぶい檀

19 SK154 陶穂／沼鈴 (3'.2) 0.6 (4.4) 
依軸 7.5YR4/1 75YR4／、

肥前系
ー単位申京7本

寝食拍 処灰 褐灰 ISC後葉～19C代

20 SK154 越中潮戸／慣齢 (30.4) 【123) 0.7 128 ロクロナデ ロクロナデ
儀紬 SYR4/2 SYR4ノ2

回転糸切り来間聾
瀬戸養護系

一単位12本
鉄職 灰褐 灰縄 泊、

21 SK154 膏磁／折緯血 (43.0) 0.6 (2.2) N8／灰白 N8／灰白 13C以降

22 SK154 石製品／硯 6.7 2.3 
2.SGY6/1 2.SGY6/1 

最大幅 目、縁起片岩
オリーブ医 オ リ フ 民

23 SK154 Ji／丸E 105 2.0 N7／灰白 N7/J束白 最大幅4.6玉緑内面に工奥富

24 SK155 硲器／磁 {9.0) 3.2 0.85 1.45 5.0 草花文
透明勅

NBノ灰白 NB／灰白 肥前系 I.BC中葉～後葉頃
透明紬＋呉須

白磁弛

25 SK155 磁器／皿 (7.Q) 0.65 1.0 3.0 
（やや青色が入る）

NB/灰白 NB／灰白 肥前系 17C以降
白磁翰

（やや青色が入る1

SK237 下R’ 陶器／碗 4.0 04 1.0 (4.1) 
黒，a 2.SY6/3 2.5Y6/3 

ロ削クロり出ヘラ」高ケ台ズリ 肥前系 支目茶碗
黒軸 にぶい賞 にぶい賞

2 SK237 
よ帽

陶器／椀 13.9 4.9 05 0.9 5.3 ロクロへラケズリ
灰，a 5Y6/3 2.5Y7/2 

削り出L高台 肥前系
下層 灰斡 オリーブ賞灰 灰，R

3 SK237 下層 陶器／僻 (14.6) 0.4 (6.4) ロクロへフケズリ 長石軸か ハケぬり 2.5Y6/1費圧 2.5Y6/1賀民 在鋼色系

4 SK237 よ，. 陶器／血 11.1 (6.0) 0.5 1.95 ロクロナデ ロウロナデ
7.5YR6／岨 7.SYR6/4 

ロクロへラ切り
にぷい櫨 にぶい控

5 SK237 上層 陶梼／蓋 (12.4) (9.5) 0.85 0.3 (2.2) 7.SYR6/6橿 7.5YR6/6控 志戸E産か
畳書にて 『正樟＝年間五月』

(1713年） 銘入る

6 SK237 上層 磁器／碗 (8.8) 0.3 (4.7) 草花文
透明鞄

N6／灰白 N6／灰白 肥前系 rac前葉～中藁頃
透明軸＋呉調

7 SK237 磁器／血 (13.5) 07 (2.4) 
透明軸＋呉須

N8ノ灰白 NB／灰白 17C後半
透明軸＋呉講

8 SK237 上層 磁器／凪 (7.9) 4.5 08 (2.65) 不明 ニ買をの帯線
透明軸＋呉須

N7／灰白 N7!灰白 l'l!11系 〈らわんか手 ract11葉～中襲頃
透明軸＋呉須

9 SK237 磁掛14* 18.4 6.1 0.6 1.0 9.6 
片刃彫りによる 青磁抱

NS/fX白 NB/fX由 肥前系 17C後半
＂徹 青磁軸

10 SK237 越中讃戸／皿 5.0 0.2 0.9 。.3l 印花 ロウロへラケズリ 灰給／ N6！／天 N6／灰 陥付け高台

II SK237 下層 越中讃戸／皿 {13.8) s.a 0.3 0.7 3.4 ロクロナデ
ロクロナデ 鉄砲 10YR8/4 10YR7/4 

削り出し高台
ロクロへラケズリ 銭給 浅賀栂 にぷい質権

12 SK237 下層 磁器／人野 (3.8) 0.5 NB／灰白 NB／灰白
最大幅（2.1)

権合闘に讃で接着した痘アリ

13 SK237 上層 ニヒ師質土器／皿 (10.9) 0.5 2.25 ナデ ナナ SYR7/61賃 SYR7/6檀 ナデ 煤（灯心油痩）｛寸曹アリ非ロクロ成僻

14 SK237 ニヒ師賀土器／血 11.0 0.5 2.5 ヨコナデ ナデ
7.5YR8/4 7.SYRB/4 

ナデ 楳（灯心油檀）付理非ロクロ成形
71 浅賀纏 i隻貧纏

15 SK237 下層 土師質土器／回 10.0 0.5 2.9 ナデ ナデ
7.5YR8/4 7.SYR8ノ4

ナデ 煤（灯心油痕）付帯アリ非ロクロ成形
浅賀纏 ，受賞纏

16 SK237 下層 主師質土器／血 11.7 6.0 0.5 2.4 ナヂ ナヂ
7.5YR7/3 7.SYR7/3 

ナテ
肉面は煤以外使用盛アリ

にぶい櫨 にぶい櫨 煤（灯心j由痕）付着アリ非ロクロ成形

17 SK237 下限 土師賞土器／血 (11.1) 0.4 2.7 ヨコナデ ナヂ
7.5YR6/'1 7.5YR6/4 

ナデ 煤（灯心油痕）付婿アリ非ロヲロ成商事
にぶい檀 にぶい担

18 SK237 上層 土師置土器／皿 (10.3) 4.15 0.4 2.45 臼クロナデ 口ク白ナデ
75YR8/3 10YR8/4 

回転糸切り末悶聾 ロクロ成形
浅貧纏 浅貧纏

19 SK237 下層 土師貿土器／皿 (10.4) (4.8) 0.6 2.6 ロクロナT ロクロナデ 5Y7/2灰白 5Y7/2灰白 回転糸切り来絹聾 ロクロ成首長

20 SK237 土師賀土器／皿 I0.7 4.8 0.7 2.5 ロクロナ干 ロクロナデ
10YR7/3 10YR7/3 

回転糸切り未個整
内面使用権7リ

仁ぷい賞檀 にぶい黄櫨 煤｛灯心油寵）付培アリ ロクロ成＂

21 SK237 土師質土器／皿 (11.6) (6.1) 0.55 2.3 ナデ ナデ
7.5YR7/4 SYR7/4 

ナデ
肉面全面使用慣アリ

仁ぶい檀 にぷい檀 煤（灯心油痕）付嬉アリ非ロクロ成形

22 SK237 土師貿土器／皿 (11.6) (6.0 0.55 23 ナデ ナデ
7.5YR7/4 SYR7/4 

ナデ
内面全面使用痕アリ

にふ：い栂 に，S：い揖 煤（灯心油車）付着アリ非ロクロ成町長

23 SK237 下層 土師貿土器／皿 (9.2) 4.0 05 23 ロクロナデ ロクロナデ
7.5YR8/3 75YR7ノ4

回転糸切り未聞整
越申調戸 蝉｛灯心油姐）付智内部使用癌7リ

，義貸縫 にぶい措 系素地か ロクロr¥t形

24 SK237 下庖 土師質土器／皿 9.2 40 0.7 2’ ロクロナデ ロクロナデ
10YR7ノ3 。OYR7/3

園転糸切り来調整
緯中瀬戸

内面 使用痕アリロクロ成彪
に，Sい質権 にぶい賞櫨 系素地か

25 SK237 下層 陶器／火入れ (28.8) 0.6 。β｝ 蝕軸に長石軸流し 10YR4/2 10YR4/2 
肥前系

鉄軸に長石軸流し 灰貧縄 灰貧縄

26 SK237 上層 越中溝戸／掴鈍 (24.6) 0.9 (8.75) 
10YR7ノ3 10YR7/3 

一単位ro本
にぷい黄極 ！こぶい黄櫨

27 SK237 上層 越中潮戸／宿僻 (34.0) 0.9 {6.1) ロクロナデ ロクロナデ
鉄粕 2.8Y8/3 2.8Y8/3 調F養護系

一単位中太9本
鉄刻 淡貧 淡貧 か

1 SK239 陶鶴ノ碗 (9.6) {3.1) 0.45 0.25 "' 緯色の色絵
慣軸十貫入 2.SYRS/3 2.5YR8/3 

削り出し高台 来、偉業系 高台底部に墨書＇＂＇~』か
賞軸＋貫入 i滋貧 淡貧

2 SK239 磁器／椀 {3.B) 06 09 (3.0) NB／灰白 NS／灰白

3 SK239 磁器／碗 {4.2) 0.5 0.7 {3.6) 朱書きか赤絵 朱’Bき 緑斡／ NB/l英自 N8/J吏自 高台端部抽ハギ

4 SK239 磁器／碗 (8.6) 04 5’ コンーャク印判 NB！！＜自 NB／灰白 肥前系 〈らわんか手 18C附薫～中藁頃

5 SK23陥 硲器／Jill れ3.3) (46) 0.5 LI 30 蛇の目軸ハギ 膏膏強，s
磁粕

NB/灰白 N8/8'自 高台端部 砂目 17C後葉

7 SK239 陶器／盤 (15.9) 0.75 {12.0) 
格子状の

ヨコナデ
鉄砲 2.5YR4/2 2.SYR3/2 

回線部軸ハギ
あて具痕アリ 鉄柏 灰赤 陪赤褐

8 SK239 陶器／鈴 (35.0) 12 (67) 
2.SYRS／自 2.5YR5／自

肥前系 18C附葉頃
明赤褐 明赤禍

74 9 SK239 陶器／鉢 (38.0) 11 {6.3) 10R4/4赤褐 10R4/4赤禍 肥前系 18C前聾頃

10 SK239 陶器／摺鉢 (26.6) 0.4 (6β5) 
銭拍 75YR4.ノ2 7.5YR4/2 

程前系 17C後輩～18C代
銭箱 灰縄 灰褐

11 SK239 越中瀬戸／摺僻 （お2) 0.6 (41) 
10YR7/3 10YR7ノ3

一単位12本
にぶい提担 にぶい貴植

12 SK239 土師質土器／皿 (9.6) 4.0 0.4 2.0 ロクロナデ ロクロナデ
’OYR8/3 

SYR6/6檀 国挺糸切リ未調整 肉面 使用痕アリロウロ成都
浅鍵橿

13 SK239 土師質土器／血 (9β｝ 4.0 0.6 2.0 ロヴロナデ ロクロナヂ
75YR6/4 75YR6/4 

回転糸切り来開量
館中調戸 内面 慎用痕アリ越中瀬戸に額似

にぶい櫨 にぶい櫨 系費聖地か ロクロ成形

ヨコナデ 10YR8/3 10YR8/4 
内面全面使用捜7'!

14 SK239 土師質主揖／血 (9.3) 0.4 1.6 
ナデ 浅黄櫨 浅黄櫨

ナデ 手づくね非ロクロ成能
16C～17C初か

SKn6 志野／丸皿 (13.2) 0.7 2.5 
長右組

7.5Y8/1灰白 7.SYS/1灰白 大寵N期
長石組

ロウロナデ

2 S~236 越申淵戸！IO鉢 (10.0) o.a (2.6) ロクロナデ
槽枝工具による 省食軸 SYR7/4 SYR7/4 

自転糸切り未聞聾
ナデ 紋紬 にぷい担 lこぶし、4宣

指頭痕アリ

3 SK236 磁器／碗 (8.2) 0.49 (4.3) N6／反自 N8／灰白 肥前系 筒形 18C中葉～後聾

4 SK236 櫨器／香炉 (11.6) 0.5 (5.3) 9コ唐草文
青磁給

N8／医自 N8／灰白 肥前系
口縁端部に敵打盛アリ『上手J

膏磁職呉須 18C前薫頃

5 SK236 越中瑚戸／捕鯨 （’0.4) 1.3 （’O.ol ロクロナデ
ロウロナデ 鉄柏 7.SYR8/3 7.SYR8/3 

圃転品切り未調聾 ー単位10本
指頭寵アリ Ill祖 浅黄櫨 浅貸家霊

7 SK238 陶楊／様 (11.4) 0.52 5.1 献般鞄職鳳鳳粕柏流流しし 7.5Y7/1灰白 7.5Y7/1灰白 京信楽系 端反形 19Cfll藁～中東頃

76 
8 SK238 鶴中淵戸／皿 (10.4) {5.2) 0.3 0.8 21 印花文 ロクロヘラケズリ

灰ぬ
2.SY肘 16纏

10YR6/3 
貼付け高台 見込み郁分に使用寵アリ

灰柏 に，s：ぃ質権

9 SK238 越中瀬戸／査頬 {6.4) 0.3 0.6 (4.6) ロクロヘラケズリ
銭軸 5YR5/J SYR5/3 

削り出し高台
鉄砲 にぷい赤禍 に，s：ぃ赤褐

ro SK2:18 館中調Fl摺鯨 (29.6) 06 4.2 2.SYR7/6綴 2.SYR7/6糧

縁結黄禍紬

11 SK247 陶器／椀 (9.2) 33 0.4 05 5’ 
（長石軸）

2.5Y8/2灰白 2.SYB/2灰白 ，；，信楽系 19C前葉『中葉頃
緑軸，黄禍軸
（長石軸）

12 SK247 土師質土器／血 745 37 0.4 21 ロクロナデ ロヴロナデ
7.5YR7/4 7.5YR7/4 

回転糸切り
越申調戸系 様｛灯心油痕）付着アリ

にぶい檀 にぷい檀 禁絶か 肉面使用痕アリ

13 SK247 路中漏戸Ill!僻 (13.1) 1.3 (22) ロクロナデ ロクロナデ
鋲紬

2.5Y7/2匹賞 2.5Y7/2灰貧 回転糸切り未聞聾 内面 港婚痕アリ
級制

1 SK249 間器iua類 (4.9) 1.0 (2.2) ロクロナヂ ロクロナデ ／貴翰 2.5Y7/2阪貿 2.5Y7/2匹貴 回転糸切り未調整 肉面螺付着

2 SK249 磁器／皿 (5.7) 06 0.4 (2.3) NB／灰白 N8／灰白 陶陪染付 18C前藁頃

3 SK249 越中潜戸／／［！：鉢 (13.1) 1.3 (2.2) ロクロナデ ロクロナデ
鉄袖

2.5Y7/2灰賞 2.SY7/2灰賞 回転糸切り来調整
鉄勅

78 

10YR6/4 10YR6/4 
16C代 内面 全面使用癒アリ

4 SK249 土師質土器／血 9.5 47 0.5 2.3 ナデ ナデ ナデ 歪み大手づくね
にぷい費檀 にぷい費横

煤（灯心油壇）付着アリ

5 SK2‘9 陶器／摺僻 (37.8) (14.6) 1.6 0.9 151 ロクロへラケズリ ロクロへラケズリ
鉄砲 2.5YR5ノ8 2.SYRS/6 

ロクロナデ 肥前系 18C後葉『19C代
虫食鞄 明赤禍 明赤褐

-130-



臨番号直面 豆l輔番号III伎 視編a，積 お食量〈町〉 ｛）は復元健

口銭（憂さ河 底径 l蔵台長 l 援さ
鱒考

6 I SK249 I ー ｜ 土製品／土鍾 I 5.1 

..  （止） 肉 高 盤f麗孟弘面 ll＇結
肉iii／外蘭

i 色m
I 内iii I 外面

OU隠
（館第‘調建）

ii地

7 I SK25' I ー ｜ 磁骨 碗 I '1.3 I 5.1 I 1.1 I o.a I 7.4 

251 I I 磁器／猪口 I o.5' I I I o.4 I "'' 

SK251 I I 磁穏／陥花m I 11''' I 11.η I o.• I o.• I 2.9 

)Q I SK251 I I 硲器／鎗花皿 I '"°' • 0.4 3.75 

草花文

草花文
唐草文に

三条の帯線

' 透明軸 ' ' 
草花文 ｜透明勅＋呉須唱泥 I'・'"'1灰 I'・''1＇灰

I I N8／灰白 I N8／灰白

唐草文 I I 7.5Y8/1灰白 17.518/1灰白

10YRS/1 I 10YR4/1 
灰白 I 縄灰

N8／灰白 I N8／灰白

' 底部自泥＋透明柏肥前系 I 
！ 高台虫歯都軸J、ギ 18C;iJ薬 頃

肥前系 I 18C中葉掴

肥前系 I 17C後葉～18C前菜頃

肥前系 17C後葉～18C前葉頃

" I SK251 I I 陸中瀬戸／血 I '・' I 3β 2.5 見込み都に到の袖付着

78 

0.4 

l2 I SK251 I I 径中灘戸／愛 I 10.9 0.1 I 15.6' 

13 I SK251 I I 陶詣／彊鉢 I "'"' o.9 I 18.0 

ι時与~
陶器／悌

磁器／ml
出」：

0.5 3.3 

17C中葉～後葉頃

> I SK277 I I 陶器／碗 I '"'' , o.36 I 13.2' 

2 I SK277 I I 磁器／碗 145' I 0.2 (1.9) 

il1み大砂目 17C後半

3 I SK277 I I 磁器／碗 I ""  o.4 I 15.Q) 

3.9 I - l蛇の目勅ハギ

4 I SK277 I I 磁器／碗 I 199) I 14.a> o.J I 6.8 

砂自 17C中葉～後葉頃

5 I SK277 I I 磁器ノ血

6 I SK277' 磁器／血 I 1142' I "°' os.s I 2.6 

高台治部砂目紬，、ギ

肥前系 ｜欠嫡した口緑の 部を州＇J再利用
17C中葉頃

7 I SK277 I ー ｜ 磁器；mi I '"°'I "'' I a.5 
79 

文篠

鉄軸
儀相

鉄絢（鱗鞠）
鉄粕（錆軸）

鉄輪
鉄柑

灰軸
灰軸鉄砲流し

10YR7ノ3 I 10YR4ノ3
に必い貧橿 lにゐい貧褐

回転糸切り

仰
泊
一
闘

F
阪
一

U

M

自
一
回

F
豚一

U
一
須

須

a
a一
呉
呉

河
市
一
＋
＋

自
由
一
明
柵

透
透

灰柏

灰馳

一
、
一
3
檀
一
L
白

一
川
伝
一

ν
貫
一

一
灰

一
田
町
一
説
一
w
m

尚
一
日
赤
一
肌
同
一

a
剛

山
一
同
一
四
灰
一
剛
一
四
一
剛
一
川

削り出し高台

5YR5/2灰禍

自泥＋呉須
白i尼＋呉須

透明粕 ' ' 
透明抱＋呉須 I N8／灰白 I N8／氏自

青磁柏 ' 
育館軸 N8／灰白 I w 灰白 I ~~·世－：，，.＂＇／：， I 肥前系

肥前系 一単位 12本

N8／灰白 I N8／灰白

透明紬
透明細

N8／灰白 I N8／灰白

肥前系

信楽系

17C中葉～後葉頃

肥前系 高台!Iに墨<iアリ

肥前系

肥前系 17C中葉頃

肥育行系

lO I SK277' 館中湖戸ノ椀 (5.7) 

肥断系

肥前系

高台端部紬ハギ砂自
17C中薬頃

初期伊万里 17C中葉頃

, Is回 11 I I 磁器血 ｜ 日 I '・' I 目 I 0.6 I 2.7 

9 I SK277 I I 磁器／給花血 I 18.0l I J.o I o.3 I o.s 

(10.4) I ー 0.4 

芙蓉手草花文

鉄紬に黒相浦し
鉄紬に黒軸流し

遺'14".t：須 I NS/Ek白 I N8/Ek自

25Y7／↑灰白 l2.5YJ/1灰白

N8／灰白 I N8／灰白

12 I SK277 ' 2.0 

肉函使用痕ア＇J

" I SK277 I ー ｜ 飽中瀬戸／皿 (4.4) o.a I 11.8' 

越中瀬戸／血 1113' I " 0.9 

13 I SK277 I ー ｜ 館中潮戸／皿 I 111.0) I ""  o.i I 2.9 

14 I SK277 － l 飽申瀬戸／宿鉢 ｜ (26.6) I 一 8.1 

おろし白 単位。太)Q志
割れロに煤付着

廃棄後火黙を受けたと
思われる

15 I SK277 I ー ｜越中瀬戸／宿鉢 1 31.0 I 11.3 12.9 

" I SK277 I l館中瀬戸／宿鉢 ｜ (27_Q) I 1.0 I o.s5' •一

印花文 ｜臼クロヘラケズリ

ロクロナデ
ロクロナテ

ロクロヘラケズり

5YR4/8赤銅 Is円／1灰白 1 削り出し高台

蜘
醐
一棚
醐
一酬
帥
一棚
棚

10YR8/4 I 10YR8/4 

浅黄檀 I 浅賀績
削り出し高台

肉面拍止め段で灰馳止まる

肉薗底部は使用復アリ

重ね携き痕アリ

瀬戸美濃系

か
おろし目 単位申太5本

ロクロヘラケズリ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

10YR6/3 
I 5Y6/1灰 ｜ 削り出し高台

にかい貧糧

10YR8/3 I 10YR8/3 
浅黄纏 I 浅黄纏

7.5YR6/6纏 IJ5YR6/6I霊 l回転糸切り釆悶登 単位11条

)8 I SK277 I lヱ師貧土器／血 1 8.2 L7 

使用疲激しい17 I SK277 I 越中瀬戸／慣鉾 l 一 13.0 o.'2 I <•al 

5.1 0.4 

19 I SK277 I l土師貧土器ノ血｜ (J¥.Q) I ー 0.4 I 12Al 

20 I SK277 l土師貿土器／血 l 1122' I s.s 0.6 2.6 
80 

21 I SK2JJ I - l土師貧土器／皿｜ '"・"I <s.sl 

22 I SK2JJ I ー ｜之師貨土器；mil 11.3 0.4 

23 I SK2JJ •±師貿土器／DD.• 一 0.5 (1.9) 

" Is問＇ I ｜ヱ飾貧土品mil ← ｜ 一 ｜ （日 I o.9 I ＂却
25 I SK277 I lヱ師貧土器ν凪 ！ 1116' I 150l I I o.s I 132' 

26 I SK2JJ I I官T誌 I ＂叩 I I I o• I 制

30 I SK277 I I 石製艮ν硬

1 I SK2回 i I 陶器／小亦 I "°' I 134' 0.1 I 3.8 

2 I SK283 I I 陶器ノ磁 " "  I 0.1 I o.9 I 135' 

3 I S日目 l I 磁器／皿 (6.0) (1.7) 

ロクロナデ ロクロナデ

厳拍 I SY削 ／3 I 5YR4/2 
鉄紬 lにかい赤褐 l 灰縄

銀紬
鉄柏

叩VR'J3 O~RR ~ 

に＇＂貸住 実質経

7.5VR'l2 i_5"11<i? 

明徳灰 明褐灰

回転糸切り禾銅盤

透明軸

17C前薬～中業団

媒〔灯心油徳川寸売店アリ

17C前菜～中薬庫

煤（灯心油疲M寸着アリ

17C前蒙～中葉頃

向面lま底面に使用語長アリ

内面使用復アリ
全体に煤寸翁 17C前菜～中葉

媒（灯心泊痩）付着アリ
17C前菜～中葉

17C前菜～中葉頃

751RJ/4 I 75'"714 I i越中瀬戸系【
にぷい櫨 ｜ にぶい鐙 ｜回転糸切り未調整 l素地か I 17C前菜～申業頃

2.5Y5/1赤灰 I2.sw2灰赤 l回転糸切り禾鋼型車 i I 17C前薬～中豪

lOYRJ/4 I 10YR7/3 I I I 赤彰

にぶい黄纏 iにぶい酎霊 l I I 口緑端部赤彰与し

N2/黒 I N2/黒 I I I 般大幅5.9

NS/灰白 ｜ 附／灰白

鉄刺
鉄軸

101<E3 0 1<83 
浅黄権 受賞槍

10RS4 0同 4
浅貸住 受賞纏

ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

ロク臼ヘラ切り

灘戸美ill系
荷台繍都給ハギ

底部貧軸

寓台端部軸ハギ砂B
17C中葉頃

ロクロナデ ｜ ロクロナヂ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ロクロナデ

SY間 16鐙 I 5YR6/6櫨

7.SYRS/3 
浅賀纏

回転糸切り来翻霊 ｜縫皇：：系

肥前系

5 I SK2田 l － ！土師貧土器／血 l 一 1.2 肉面使用痕アリ

4 I SK2回 l (6.0) 磁器／碗

s I S町田 l － l越中讃戸／揺鉢 ｜ (27.Q) I 一 0.1 I 1215' , 

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

ロクロナデ

色絵

ロクロナデ ｜ ロクロナデ

7.SYRfi/3 
浅貧糧

101=l8/2 I 10 凹 12
灰白 I 灰貧褐

回・2糸切り

肥前系又は

九谷系
最大幅（3.0）うがい茶錦

2.5Y8/3淡貧 l2.5Y8/2灰白｜回転糸切り朱調霊

7.5YR7/3 I 75YR7/3 
にかい纏 I にかい纏

回転糸切り未調整

1 I s口町｜ ← ｜越中海戸／措鉢 ｜ (25.2) I 一 (4.3) 

15 I SX14J ' 磁器／碗 (9.1) o.5 I '48' 

16 I SX14J ' 町

野
一
町

(9.4l I 13.45' I 0.4 0.35 

(7.8) 

18.4) 

17 I SX147 o.3 I 1335' 

18 I SX147' 0.3 {4.7) 

82 19 I SX14' ' 磁沓／碗 (8.5) 0.3 (4.8) 

20 I SX147 I I 雌器／碗 I "°' I 3.2 I o.ss I 1.'5 I s.o 

21 I SX14J I I 磁器／碗 I 199l I 135' I o.i 5.2 

22 I SX147 ' 磁器／碗 I 19.4l I 13al 

23 I SX147 I I 磁様／紅猪口 I ""' I 11紛 I oぉ I o.3 I 2.ss 

24 I SX147 I ー ｜ 磁器屯猪口 ｜ （問 ｜ 川 I 02 I 03 I 日

菱形文

蔓形文

呈主主
褒形文

松に東屋

事三富茸王

長石組

長石粧

賞剥
貧粕

2.5Y6/1貧灰 I2.5Y6/1貧民｜回転糸切り未調霊

2.5Y8/2灰白 I2.5Y8/2灰白

NS/灰白 I 附／灰白

鉄粕 I 7.5YR8/3 I 7.SY問 13

鉄輪 I 浅貧纏 I 浅貧纏

松竹梅 白灰／
 

8
 

ト自灰ノg
 

hv 

須

須

一

須

呉
呉
一
自
呉

＋
＋
一
羽
＋

紬
輪
一
日
開
始

明
朗
－

Z
明

透
透
一

透
2龍平等主

肥前系

おろし自 ー単位 5本以上

〈らわんか手腰丸形
18C中葉頃

くらわんか手腰丸形
18C中葉頃

百Z百草士市葺百

くらわんか手 腰丸形
18C中葉頃

くらわんか手 腰丸形
18C中葉頃

くらわんか手厚丸形
18C中葉頃

くらわんか手腰丸形
18C中葉頃

〈らわんか手腰丸形
18C中葉頃

肥前系

肥前系

肥前系

肥前系

肥前系

肥前系

肥前菜

肥前系

肥前系

18C代

18C代

円形文！こ

帯線条

網目文
透明柏＋呉須

透明紬＋呉須
NS／灰白 I NS／灰白

' 透明間
尊花文 ｜ 透明柏＋呉須 I N問自 I NU灰白

I 透明軸 I I 
草花文 I I NE/灰白 I NS／灰白

' 透明柏＋呉須 ' ' 

透明軸
透明狛

7.5Y8/1灰白 I 7.5Y8/1灰白

草花文＋
一条の帯If

自泥
白泥＋呉須

色絵（朱）ヱビ

色絵朱 透明粕
草花文 透明柏

唐~文
透明勅＋呉須
透明柏＋呉須

It粕
貧柏

透明粕
透明輸＋呉須

銭箱
鉄輪

鉄粕
鉄粕

Na灰白 ＇＂灰白

＂＇灰白 ＇＂灰白

NS灰白 ＇＂灰白

25 I SX147 ' '・' 磁器／皿 0.1 

26 I SX147 ' (3.6) (1-4) 磁器／皿

27 I SX147 ' 磁器／仏飯蒋 I <im 

28 I SX147 ' 越中瀬戸；mi I 11.4 4.3 OJ 

29 I SX147 ' 館中瀬戸／皿

金属製品／

飾金具

11.2' I <.< 3.0 

最大幅 7.830 I SX147 ' 9.0 0.1 

議花文

事花文

ロクロナデ ロクロナデ

司
Eムq

J
 

可

44

菊花文

室主の目高台 I I 全体的に火黙を受け輸 が変色
N8／灰白 I NS／灰白 ｜中心に渦巻き文ア・11酬系 I 18C中醐

前日灰白｜日目灰白｜ ｜瀕戸閥系1 1目前菜～時

N8／灰白 I N8／灰白 ｜ ｜ 肥前系

7_5YR7/6権 IJ.SYRJ/6橿｜回転糸切り未網整

10R2/1 I 5YR5/4 

赤黒 lにぷい赤褐
回転糸切り禾銅盤

18C前業～中繋

見込み節分に重ね娩き復ア＇）

見込み部分に重ね焼き復ア＇）



第4表 木製遺物観察表
i去最｛聞｝ ｛｝は復元値 加工絶文

漆
留，s厳， 報香告毎 遭繍番号 膚位 権銃器櫨

口〈残径存会長憂） 暢 ＂＇さ 高Jl台鐙後 湾台長 ..  
肉面署長／／舛裏函 ｜ 

本取り ｜ a，考
肉a菌 外事

判 官 ｜ － ｜ 港緯線 I - lo.a-oal s.4 I 0.4 I a.o I 黒海111；，黍 底部外面に朱文字「大』

SD以＂

TYJ 

10 ぃi,:-1Lトニsレ~みI区豊JL一31 I 

議器繍 12.0 I一｜ ω～1al "・'' I 1a I 1.s I 鳳藩／鳳i峯 底部外面に朱文字『二」

｜ー｜ 議ff続 ｜ー Io.a I "" I - I "" I 朱j牽／朱；峯

SD001 

TYJ 
11 I SD曲1 しゃもじ 11.a I <s.1ll '' I ー I - I ー｜ ｜ 朱漆黒濠／鳳漆

橋

19 I 111 I SD凹1 上層 草履芯 <21.9) I s.s I 0.1 

26 I sno81 I 一 絵 s.1 I a.1 I 2.a 

21 I sno81 I 一｜ 湾密機 (10.7) - 0.2～06 5.7 0.4 4.9 文槽アリ 朱濠／j鳳語審

22 I " I s凹＂ I I 
(11.4) - 04～0.9 (60) (4.4) 文繍アリ 朱jjl!／構造

I ,, 1 SD附 l － ｜桶か憎の か董 17.9 9.3 11 征目 焼印アリ「砂口』（「砂佐』か）

却 Isno81 I 一 ｜桶か栂の底板か董 20.7 (3.7) 12 柾目 焼印アリ不自棄

31 I sno81 I 一｜ 織の蓋 21.0 16.5 14 経目 焼印アリ不蜂 ノコギリ練校撞アリ

32 I sno81 I 一｜ 怖の董 17.9 181 17 板目 焼印アリ『塩博」

33 I sno81 I 一 ｜桶か樽の底板か董 20.1 83 1.3 焼印アリ「佐』

34 SD081 織の褒 17.8 88 11 経目

23 35 50081 織の筆 20.6 (10.2) 1.3 柾目

36 I soo81 I - I 曲物の董 14.6 144 0.3 墨書アリ「口そ＼光口口J

31 I soo81 I I 幽物庖板 16.3 14.4 0.9 筏目

38 I soo81 I - I 結桶の側板 (19.1) 6.1 1.1 夜目

I "Is酬
(19.8) 6.2 1.4 絞目 丸ノミによる商＇Ill

,.1 " I叩｜ ｜ 結の板 (19.2) (6.2) 1.5 経目

41 I soo81 I 一 ｜樽の蓋か 作集台か 24.3 17.2 3.4 綴目

I 3 I SE叩｜｜
側板 65.0 9.7 20 経目 No.9 

321 4 I SE叫｜｜ 側板 64.5 10.4 17 板自 No.10 

5 SE242 弁戸側 70.0 18 690 6".0 

34 8 SE248 桶 62.8 16 6".4 151.0 

4 I SE246 I 一｜ 曲物の蓋 10.2 10.1 0.6 誕百 綴の度

5 SE248 憾の益 14.3 6.5 I.I 緩目

35 

6 SE248 上層 幽物の庖緩 I "'・'' I <4.sll o.s I ー ｜ ー ｜ ー ｜ 経目

7 I SE246 I 上層 ｜ 曲物の蓋 19.3 8.7 0.2 主主目 当たり痕跡アリ

2 SE281 ，委審審繍蓋 11.0 0.2～1.0 4.2 0.6 3.8 朱漆／！朱i聾

37 

3 SE281 側極 80.6 12.9 3.0 綴目 SE281-No.25 

2 I SE266 I 一｜ 井戸倒極 38.2 9.6 13 彼自 2段目 No.口

3 I SE2自s I ー｜ 弁戸側飯 38.0 9.7 0.9 彼自 3段目 No.33

4 SE286 弁戸側桓 38.0 7.5 I.I 極目 4段目 No.SO

42 

5 SE286 弁戸側 31.0 36.0 2段目

6 I SE286 I 一 ｜ 弁戸側 30.4 36.4 3段目

1 I srns I I 弁戸側 32.8 38.4 4段目

45 I 30 I SK002 I I 湾器繍蓋 I 13.4 I一 I o.s I '' I帥 I 2.s I 鳳藩／鳳j峯
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I暗図Z号版宮 報2誉告号＝ 温．晴明-醤場 漕依

法量Ccml clは復元懐 加工 雄文
漆

種媛穆種

口（現径実存会長長） ’：急z径程 内面<l；外裏;m I 
木取り ｜ 備考

’‘ 
＂＇さ 荷台畏 II高 内面 外濁

漆器椀蓋 110 - 02～日4 4.8 0.5 3.6 朱；事／朱＂＇

I " I SK002 I 一 ｜
；祭器繍 0.4 (5.7) (3.2) 朱漆で文様 朱；事／鼎漆

｜目 I SK叩 I I 漆器特権 (0.8) (5.6) (2.8) 朱；章／黒滞

34 I SK002 I ー ｜ 血物の蓋 6.0 117 03 

｜お I SK叩｜｜
l'li (177) 7.8 3.3 本正目

バ191 SK即｜｜ 下li 21.4 7.8 (2.8) 柾目

肉肉面外全中面体央白的制縁にこ端歪金部み彩に朱漆47 I 23 I SKO凹｜ 一 ｜ j泰器盃 (8.4) 01～04 (2.6) 2.1 文様梅か 朱白書／：朱i叢 （梅か）

アリ

I I Is醐｜ － ｜
15.9 4.7 0.7 黒添／

481 2 I SK醐｜｜ 樽の釜 17.5 5.8 0.9 黒海／属漆 板目 当たり壇跡アリ

3 I SK009 I 一 ｜ 桶か樽の側板 10.4 JO.I 1.4 黒漆／ 板目 ／コギリによる切断

Sl I 28 I SK029 I 一 ｜ 漆器椀 0.4 10.2 {3.5) 朱漆／朱；牽

l印 I，附｜｜
刷毛 9.2' 14.55 0.7 黒漆朱漆／黒j委 漕塗り当用たのり同痕｜毛跡ア墨＇！書裏ア面リ欠「損／＇－＊』

ssl ＂＇叫｜｜ 下駄 17.8 7.4 31 値目 差自信

52 I SK045 I ー ｜ 下駄 (8.8) 7.7 21 4正目

58 I 35 I SK050-o I 一 ｜ 曲物の底桓 14.5 14.6 0.5 墨書アリ『溜な＼蓮け寺』

差歯露卯下駄

37 I SK050-o I - I 下駄 20.0 (8.0) 5.0 朱i事／黒j牽 板目 平面形！立方形
担杏形歯

下駄 23.1 8.15 3.1 柾目

＊連歯下駄

39 ISK050ol I 下駄 (19.7) (8.5) 9.1 属議／黒；蚕 板目 歯の郁は銀杏形
後の自民が斜めに穿孔されている

40 I SK田0'1 I 
11.9 11.8 0.3 畳書アリ不鏡

I., I駅間｜ ｜ - 03～08 (3.5) 朱濯／鳳；蚤

42 I SK050 I - I 湾器椀 0.2 5.4 0.6 37 朱諜／朱j菜

43 I SK050 I 一 ｜ 議器椀 - 04～ 12 5.7 1.3 (3.3) 朱濯／黒；牽 高台内面に文字アリ

44 SKO~n 桶 2日5.4 0.9 23.6 7.3 朱議／朱；書 征目

1 SKOSO 刷毛 14.9 15.0 0.9 朱濯か／朱漆

SKOfi3 桶 (28.0) I.I (26.4) 210 タガ痕ア ＇）

19 I SK083 I 一 ｜ 桶か樽の倒板 28.8 (13.6) 1.5 征目 タガ痕アリ

I 3 I SK凹＇ I - I 
21.6 (13.6) (08) 黒；；，；

I 4 I SK092 I - I 20.7 223 1.2 /Ml漆 征自 木釘挿入アリ あたり痕アリ

I~ 叩 71 I 台座

15 SKO自7 一 箸状木製品 I n2 Ioβ I o.s 

16 SK087 箸紘木製品 I 22.2 I o.7 I o.s 

64 

17 SK087 箸拡木製品 I 21.4 I o.s I o.7 

18 SK087 箸拡木製品 I 22.3 I o.7 I o.s 

19 SK087 箸状木製品 I 22.2 0.6 0.7 

14 I SK132 I - I 
草培婆 I "''' 

9.0 2.3 征目
底部切断小刀か裏面は焦げ

『南無阿弥陀」の文字アリ

15 Is削 32 I - I 柿仮片
I '""  

1.8 0.15 

I" I駅＇＂ II 
柿板片 21.0 I 1.s I 0.2 

柿板片 C23.4l I 2.s I o.3 68 17 SK132 

18 I SK132 I 一 ｜ 箸枝木製品
.8 I 07 I 日｜
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望書1::1酬番号｜ 耐 I 
法量（開） ()Iま復元憧 加工e纏文

簿

口はり援堅手事会長長〉 幅 型車さ 荷Ill:台後径 高台ll !II買
内面饗／／華外民海 ｜ 木取り I 儀場雪

内鑓 外部

19 SK¥32 箸状木製品 (19.7〕 0.7 0.5 

68 

2日 SK132 箸状木製品 (12.7) 0.7 0.5 

28 I SK237 I 下層 ill器続 0.6 (6.0) 0.2 (4.5) 朱漆で文栂 黒j菜／黒滞

29 I SK237 I 下層 漆器繍 0.9 6.4 0.2 4.3 朱illで文樟 黒；蚕／黒漆

30 I SK237 I I 漆器椀 - 03～05 (6.7) 朱漆で文繍 黒液／黒i書

31 I SK237 I 一 ｜ j奈器繍 (9.3) 一 日2～日 5 5.3 0.5 5.1 巴文 朱漆／黒j峯

32 I SK237 I I 漆器椀 - 03～l 2 72 1.2 〔5日） 文様アリ
朱漆／

鳳；奈朱漆貨 漆

331 SK237 I 一｜ 漆器続 - 03～13 6.1 1.2 (9.0) 二条園練アリ 文梼三箇所アり 朱j幸／黒違

34 I SK237 I 下層 箆 30.3 4.2 1.0 住目

35 I SK237 I 下層 箸状木製品 〔123) 0.5 0.4' 漆か

35 SK237 下屠 箸状木製品 c1s.o> I o.6 I o.6 

72 

37 SK237 下層 箸状木製品 C187l I日9 I 0.7 

38 I SK237 I 下層 箸状木製品 (19.35) I口.6 I o.s 

39 I SK237 I よ層 箸状木製品 ｜ 四日 ｜日，日 ｜ 0.5 

40 I SK237 I 下層 箸状木製品 ！ 2LO I 0.7 I 0.55 

41 I SK237 I 下層 箸状木製品

42 I SK237 I - 箸状オド観品 25.95 0.6 0.5 

43 I SK237 I 火桶 24.0 51 II 藩／黒遺
組み合わせのおひっ的な物泊

煤（焼Clf〕アリ

" I SK237 I 下層 曲物の蓋 13.8 6.3 0.9 ！［目

451 SK叩 ｜ 下層 灰ならし 3.4 8.2 " 

46 I SK237 I 一 下駄 (17.3) 5.9 2.3 朱j峯／黒；肇 ＂目
平差面歯歯形露部は卯欠械下損円駄形

47 I SK237 I - I T駄 (8.2) (5.8) 2.4 朱j書／鼎添

73148 I SK叩 ｜ 下層 ｜ i豆町 23.75 10.55 45 板自 完形

49 I SK237 I ー ｜ 酌 駄 23.9 0.55) 2.9 仮目

501 SK叩！ 下層 ｜ 下駄 22.B (48) (4.0) 黒j杢；；罷｝牽 全面黒j牽

74 I 6 I SK悶 ｜ － ｜ 2委器椀 - 03～14 5.8 1.0 (7.4) 朱巴文 朱；牽／黒漆

o I SK236 I I 栓 6.7 2.75 2.6 

1 "I叫＇I I 漆器続 12.4 - 02～11 7.1 0.7" 5.3 朱漆／朱漆

761 151 抑 ， 1 I しゃもじ 15.8 (44) 1.3 

16 I SK247 I 一 ｜ 桶の側板 24.2 5.7 0.9 柾目 ，，ガ痕ア ＇）

171 SK247 I 一 ｜ 桶の側続 24.3 6.8 OB 省主目

121 I叩＂ I I 漆3繍 日3-07 6.0 0.4 (5.2) 文樽三箇所アリ 時 ／黒j杢 ｜ 一部歪みアリ

且0I 281 SK277 I -I 漆器椀 - 03～07 (4.6) 朱；事／棋連

2日ISK277 I I 漆器椀 100 - 02～06 5.7 0.3 4.9 文禄ー箇所アリ 朱i牽／黒海

31 I SK277 I 一 ｜ 結桶の底板 (20.1) (3.8) 18 

I 321 SK277 I -I 曲の板
(17.B〕 (6.8) 0.7 黒漆／ 裏面焼痕アリ

Bl I 331 SK277 I - I 差歯露即下駐 ノミ護アリ

下駄 22.7 7.0 3.0 後ろの眼が彫られておらず

緒を定指で挟むものと思われる
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法量（叩） ()I孟値元値 加工・施文
5震

図司書版奇I頓番告号11盤機書号I・位 I 樋領事’穏 I 口｛残径存全ll長） 高定台後径 向磁表ノ／事外長iii 木取り ｜ ＂＇考
） 繍 庫さ 高台長縛高 肉函 外iii

81 I 34 I SK277 I 一 ｜ 下駄 20.8 7.2 2.7 板

8 I SK28J I - I 結桶の庖板 18.J 6.2 0.9 " 

9 I SK2回 ｜ 一 ｜ 箸杭木製品 (12.2) 0.6 04 

10 I SK28J I 一 ｜ 箸技木製品 (12.6) 0.1 05 

I 11 I SK2BJ I -I箸
(14.0 I o.951 o.JB 

I ,, I s岡田 i－ ｜ 箸状木製品 (14.0 I o.o I o.s 

IJ I SK28J I ー ｜ 箸状木製品 <11.0> I o.o I oA 

14 I SK28J I 一 ｜ 箸杖木製品 19.J 0.6 0.5 

JI I SX147 I 一 ｜ 漆器椀 (11.2) - 0.2～0.5 (5.5) 0.4 4.0 朱文字アリ 黒i事111；霊 口縁部歪みアリ

Fh
d
 

q
4
d
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第5表 井戸側観察表 （）は残存部分の数値

遺構名 遺物番号 段目
j圭量

木取り
加工痕跡や刻印の音無 木釘痕の 当のた状り痕況跡 備考

全長（cm) 幅（cm〕 厚さ（cm) 外面 肉面 上端 下 端 側面 状況

揖鵠状痕あり
平煙ながら 内面下方にありSE110 373-1 (79.3) 10.0 1.8 板邑 両端辺部に 不明瞭 合ガ痕が外面の下方1か所でみられる。

は鞄痕あり も維な作り 按合部分

輯縁状痕あり 全体に不明暗
平坦ながら 向面下方にありSE110 374-2 (67) 11 2 板目 商端辺部に 下箇は畠痕あ ヲガ痕が外面の下方1か所でみられる。

は担疲あり り
も維な作り 按合都分

平坦ながらも 主体に不明暗
平j~怠がら 内面下方にあり

SE110 375-3 (59.8) 12 1.8 板目 加工痕は不 下面は量復あ
明暗 り

も維な作り 縫合錦分

鋸輯状痕あり 全体に不明暗 平坦
内面下方にありSE110 376 4 (76) 10.5 1.8 柾目 両端辺部に 下面は畢痕あ 正直台

lま誼痕あり り 世聞か 陸会部分

醐による祈り
全体に不明瞭

平坦ながら 内面下方にあり
SE110 377-5 (69 9 1.8 板目 下薗は畢痕あ 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。

疲あり
り

も維な作り 接合部分

蝿韓状復あり 全体に不明暗 平坦
内面下方にありSE110 378-6 (80.5) 10.6 1.8 柾目 両消辺部に 下函Iま畢痕あ 正直台

は飽疲あり り 使用か
縫合部分

鋸線状復あり 全体に不明瞭 平坦
向面下方にあり

SE110 379-7 (81.8) 10 1.8 柾目 両端辺部に 下面は畢痩あ 正直台
lま抱疲あり り 使用か

後合部分

平坦ながらも 全体に不明瞭 平担 内面下方にあり
SE110 380-8 (73) 9 1.8 板目 加工痕Iま不 下面1ま畢痕あ E直台 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。節有材

明瞭 り 使用か
按合節分

全体に不明瞭
平坦ながら 同面下方にありSE110 381-9 (75) 11 1.8 板目 不明瞭 下薗は聖痕あ ヲガ痕が外面の下方 1か所でみられる。

り
も雑な作り 機合部分

鋸韓状疲あり 全体に不明瞭 平坦
向面下方にあり

SE110 382-10 (74) 11 1.2 板目 両端辺部に 下面は堕痕あ 正直台 世ガ痕が外面の下方 1か所でみられる。節有材
は胞痕あり り 使用か f委合部分

SE110 383-11 (41.0) 5.0 2 1 板目 不明瞭 不明瞭
平湿ながら 向面下方にあり

ヲガ痕が外面の下方1か所でみられる。
不明瞭 後合部分

輯輯状痕あり全体に不明瞭 平坦
内面下方にあり

SE110 384 12 (73.0) 10.5 1.5 板目 両端辺部に 下面は平畢疲 iE直台
銭合部分

は姐痕あり らしきものあり 使用か

平坦ながらも
全体に不明瞭

平坦
SE110 385-13 (65.0) 85 1.8 板目 加工複は不

下薗も不明暗
正直台

内面下方にあり 5'ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
ながらも畢復ら 後合部分

明暗
しきものあり

世周か

闘による祈り
全体に不明瞭 平坦

SE110 -14 (78.0) 12.8 1.8 板目 下面lま平監痕 正直台 う担ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
痕あり

らしきものあり 使用か

SE110 387-15 (51.0) 5.0 1.8 板目 不明瞭 不明瞭
平坦ながら
不明瞭

不明瞭ながら 柱の台座などの建築部材の一部と考えられる材

SE110 388-16 (48.0) 11日 5.5 板目
も揖韓状痕

ほぞ部分などに撃の刃先痕は見られるものの鋸痕
の篠な議跡
が見られる は観察できない

SEl 10 389-17 (41.0) 5.0 2.1 板目 不明瞭 不明瞭 角材に近い形状

平坦 内面下方にありSEl 10 390-18 (64.0) 9.0 1.8 板目 不明瞭 不明瞭 正直台
後合部分

使用か

平坦ながらも
全体に不明聞

平坦
SE110 391-19 (80.5) 10.0 2.0 板目 加工穫は不

下面も不明瞭
正直台

向面下方にあり
ヲガ痕が外面の下方 1か所でみられる。

明暗 ながらも畢痕ら
世用か

機合部分
しきものあり

鋸韓状痕あり 全体に不明暗 平坦 向面下方にあり
SE110 392-20 (75.0) 10.0 1.8 柾目 両端辺部に 下函は平畢痕 正直台 援合部分

は抱痕あり らしきものあり 直周か

平坦ながらも 全体に不明暗

SE110 393-21 (40.5) 8.0 17 板目
加工痕不明 下面も不明瞭 平坦ながら 内面下方にあり

瞭．倒面Iま面 ながらも昌疲ら も維な作り 機合部分
取りをする． しきものあり
平坦ながらも 全体に不明瞭

SE110 394-22 (5.5) 9.7 1.0 板目 加工痕不明 下面も不明暗 平湿ながら 同面下方にあり

瞭．剛面は函 ながらも轄痕ら も殺な作り 接合部分
取りをする． しきものあり

鋸韓状疲あり 全体に不明暗 平担 同面下方にあり
SE110 395→23 (85.0) 10.5 1.7 板目 両端辺部に 下薗lま平草疲 正直台

複合部分
！ま抱痕あり． らしきものあり 使用か

平坦ながらも 全体に不明瞭 平坦 内面下方にあり
SE110 396-24 (87.0) 8.5 2.0 板目 加工痕は不 下面は平畠痕 正直台 接合部分

明暗。 らしきものあり 使用か

平坦訟がらも
全体に不明瞭 平温

SE110 397-25 (78.5) 11.5 1.8 板目 加工寝不明
下面は平醤痕 正直台

向面下方にあり
ヲガ痘が外面の下方1か所でみられる。

聞．酬面は函 接合部分
取りをする．

らしきものあり 憧周か

－~ 
平坦ながらも 全体に不明暗 平坦 向面下方にあり

SE110 398→26 (82.0) 9.0 2.2 板目 加工痕は不 下函は平畢痕 正直台 接合部分 合ガ痕が外面の下方 1か所でみられる。
明暗 らしきものあり 憧用か

平恒ながらも 全体に不明瞭 平坦
SE110 399-27 (82.0) 10.0 1.8 板目 加工痕は不 下函は平畢痕 正直台 ヲガ痕が舛薗の下方1か所でみられる。

明暗 らしきものあり 使用か

闘による祈り
全体に不明瞭

鋸による切 イヲガ痕が外面の上方 1か所でみられる。下方は斜め
SE110 430-28 2 (70.0) 11.0 3.0 板目

痕あり
よ面に丸畢復

断織あり
平坦な作り あり

に削り出したため、木釘痕が露出している。あり

醐による祈り
全体に不明暗 肉函下方にあり 告ガ痕が外面のよ方 1か所でみられる。下方は斜め

SE110 431-29 2 (70.0) 9.6 2.2 板目
復あり

よ面に丸畢痕 平湿な作り あり 篠合部分 に商ljり出したため、木釘痕が露出している。あり

SE110 432-30 2 (70.0) 13.5 板目
醐による祈り

不明暗
鋸による切

平坦な作り あり
向面下方にあり ヲガ痕が外面 の上方 11.l、所でみられる。下方lま斜め

2.5 
痕あり 断痕か 接会部分 に削り出したため、木釘痕が露出している。

醐による研り
全体に不明暗 向面下方にあり

SE110 433-31 2 (70.0) 13.2 2.0 板目
疲あり

上面に丸畢痕 平坦な作り 後合部分
あり

簡による研り
全体に不明暗 内面下方にあり 5'ガ痩が件面の上方1か所でみられる。下方は斜め

SE110 434-32 2 (70.5) 12.0 2.7 板目
痕あり

上面に丸瞳痕 平坦な作り あり 被合部分 に削り出したため、木釘痕が露出している。あり

醐による祈り
全体に不明瞭

SE110 435-33 2 (70.0) 13.7 3.0 板目 上函に聖痕あ 平坦な作り
Iii.あり

全体に鎗担l、 平j~な作り
下方は斜めに削り出したため、木釘痕が露出してい

SE110 436-34 2 (70.5) 9.0 3.0 板目 舗による祈り よる研り痕あり 刃止め痕あ
あり

痕あり 上面に畢疲あ り銑憧周 る。外面の槍飽痕は左から右方向へ刃が進む。
り か
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樹齢遺物番号段目 ー一一，一、一三一里ご育一7 寸木 取り
加工痕跡や主lj印の有無

木釘状痕況の 当たり痕跡
備考

凪聞 田 由 上 端 下端 側面 の状況

簡による研り
不J弘明胆瞭になよがりら 平Jg ';Iガ痕が外面の上方1か所でみられる。下 方 は 斜め

SE110 437-35 2 69.2 13.0 2.8 板目 E直台
痕あり も下方には、丸

使用か に削り出したため、木釘痕が露 出している。
量痕あり
風触により 平Jg

SEl 10 438-36 2 67.0 9.5 3.0 板目
闘による研り 不明瞭ながら iEi!l台

予ガ痕が外面の上方的、所でみられる。下方は斜め

痕あり も下方には、丸
使用か に削り出したため、 木釘痕が露 出している。

E痕あり
風触により

平j旦

SEl 10 439-37 2 72.0 10.5 2.2 板目
師による研り 不明瞭ながら

正直台
ヲガ痕が外面の上方1か所でみられる。下方は斜め

痕あり も下方には、 聖
使用か に同ljり出したため、木釘痕が露 出している。

痕あり

風触により
平坦

SEl 10 440-38 2 70.0 15.0 2.8 板自
踊による研り 不明瞭ながら 正直台

ヲガ痕が外面の上方1か所でみられる。下方は斜め

痕あり も下方には、鑑
使用か に削り出したため、木釘痕が露 出している。

痕あり

風触により
平坦

SE110 441 39 2 68.0 10.0 2.5 板目
醐による研り 不明瞭ながら

正直台
イヲガ痕が外面の上方 1か所でみられる。下方は斜め

痕あり も下方には、畠
使用か に削り出したため、木釘痕が露出している。

痕あり
風触により

平坦
SE110 442 40 2 70 0 9.8 2.0 板目 踊による祈り 不明瞭ながら

正直台
痕あり も下方には、韓

家あり
使用か

鋭？による祈り 風触により
平担

SEl 10 443-41 2 66.8 14.2 2.4 板巨
痕あり 不明暗

正直台
世用か

価による研り 風触により
手土E

SEl 10 444-42 2 67.0 5.0 2.0 板目
痕あり 不明瞭

E直台
使用か

捕による研り
痕あり側面

風触により
平坦

SEl 10 445 43 2 67.2 14.3 2.2 板目 には手斧痕と 正直台
思われる痕

不明暗
使用か

跡も見られる

板自
揃による研り 且触により

平坦
SE110 446 44 2 66.0 9.0 2.2 

痕あり 不明瞭
正直台
使用か

揃による研り 風触により
平坦

同面下方にあり
SE110 447 45 2 65.0 10.5 2.5 板目 正直台

痕あり 不明瞭
使用か 後合部分

全体に不明暗
平坦

SEl 10 448 46 2 66.0 12.8 3.0 板目
醐による祈り 下函は畢痕と

正直台
痕あり 考えられる痕

跡あり
使用か

全体に不明瞭
平坦

SEl 10 449-47 2 69.0 10.5 2.2 板目
闘による祈り 下面は量痕と

正直台
痕あり 考えられる痕

跡あり
使用か

醐による祈り 全体に不明瞭 平坦
内面下方にあり

SE110 450-48 2 68.5 15.0 3.0 柾目 下方に丸畢痕 正直台痕あり
あり 世周か 後合部分

全体に不明瞭 平Jg

SE110 451-49 2 66.5 10 5 3.0 本壬目
聞による研り 下方は墨痕と

正直台
下縞片函に

痕か 考えられる痕 木町穴あり
跡あり

使用か

全体に不明瞭
木口には斜 平Jg

SEl 10 452-50 2 65.0 7.5 2.8 板自
価による研り 下方は畢痕と

めに切削の E直台
下端片面に 内面下方にあリ fヌガ壌が外面の下方1か所でみられる。

痕あり 考えられる痕 刃痘あり 使用か
木町穴あり 接合部分

跡あり
全体に不明瞭 平Jg

SEl 10 453-51 2 66.0 12.0 2.8 板目
価による研り 下方は畢痕と

正E台
内面下方の平嬰痕が始まる箇所には一条 の 線が彫

痕あり 考えられる痕 られる。
跡あり

使用か

全体に不明瞭 平Jg

SEl 10 454-52 2 68.4 5.5 2.0 板自
舗による研り 下方！ま畢痕と

正直台
痕か 考えられる痕

跡あり
使用か

SE242 463ー1 (64.0) 11.5 1.8 板目 不明瞭
醐による祈り 平！§なカ〈ら 上端両制面
痕あり も維な作り に木釘残存

蛇状工具の
平坦ながら

SE242 464-2 (65.5) 9.8 2.0 本王国 加工痕と担痕 不明瞭 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
あり

も雑な作り

全般的に平
1旦ながらも加
工痕は不明 平坦ながらも

平坦ながら
上端両倒面

SE242 465-3 (64.5) 9.8 1.5 本宜目 瞭 下方では 明確な加工痕 に木釘穴あ 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
蛇状工臭に なし

も雑な作り
り

よる刃止まり
痕が見られる

SE242 (49.0) 
刃先を入れ

466 4 4.6 2.5 柾目 不明瞭 不明瞭 真夜打痕あり て切断した 平坦な作り
痕跡あり

全般的に平
坦ながらも加
工複は不明

闘による断り 平坦ながら
上端両側面

SE242 467 5 (62.5) 6.0 2.0 板目 聞 下方では
復あり も維な作り

に木釘穴あ
エ具による無 り
数回刃先痕
が見られる

錠状工具かと
冊による研り 平坦ながら 内面下方にあり

SE242 468-6 (64.5) 12.7 2.0 板目 思われる刃 下方は風童が激しい。
先痕あり

疲あり も雑な作り f妾合部分

詑状工具かと
鍋による祈り 平坦ながら

よ縞両側函
内面下方にあり

SE242 469 7 (64.4) 日7 2.0 板目 思われる刃 に木町穴と 下方は風食が激しい。
先痕あり 痕＂＂り も維な作り

木町残存 接合部分

SE242 470-8 (63.2) 板目
平t旦ながら

上端両制面
内面下方にあり

9.5 1.5 不明瞭 不明瞭 に木釘穴あ ヲガ痕が外面のよで1ヵ所でみられる
も維な作り 縫合部分

全般的に平坦

全般的に平
ながらも加工

士旦ながらも力目
痕は不明瞭

平坦ながら
上端両倒面

SE242 471-9 (65.0) 9.7 2.0 柾目 下方では詑状 に木町穴と
工痕は不明

工具による刃
も雑な作り

木釘残存
瞭 止まりz直が見ら

れる

全般的に平
坦ながらも加
工痕は不明

醐による研り 平坦ながら
上端而側面

SE242 472-10 (64.5) 10.4 1.7 板目 瞭 下方では に木釘穴と
詑状工具に

痕あり も維な作り
木釘残存

よる刃止まり
疲が見られる

全般的に平
！§ながらも加
工痕は不明

舗による研り 平坦ながら
よ端両側面

同面下方にあり
SE242 473-11 (64.5) 8.0 2.1 板目 瞭 下方では に木釘穴あ

症状工具に
痕あり も維な作り

り
接合部分

よる刃止まり
復が毘られる
全般的に平
！§ながらも加
工痕！ま不明

醐による研り 平坦ながら
上端両醐菌

SE242 474-12 (64.5) 9.4 1.8 板目 瞭 下方では に木釘穴と
症状工具に

痕あり も雑な作り
木釘残存

よる刃止まり
痕が見られる

SE242 475 13 (64.3) 板目
1.¥¥1二よる祈り 舗による研り 平坦ながら

上端両側面 イヌガ痕が外面の上で1ヵ所でみられる。
8.5 2.0 

痕あり 痕あり も雑な作り
に木釘穴と

下方は風食が激しい。
木町残存

円
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遺構名 遺物番号 段目
法量

木取り
加工痕跡や刻印の膏無 木童状T痕況の 当のた状り痕況跡 備考

全長（cm) 幡（cm) cm .，ド情Y 内面 上 端 下端 側面

全般的に平
坦ながらも加

全上般方的とに下平方坦で工痕は不明
平坦ながら

上端両側面
SE242 476 14 (64.0) 9.8 1.8 柾目 瞭下方では ながらも加工 に木釘穴あ

工具による刃 痕は不明瞭
も維な作り

止まり痕が見
られる

SE242 477 15 (64.5) 9.2 1.8 板目
鍋fによるiiiり 舗による祈り 平坦ながら 内面下方にあり )Iガ痕が外面の下で1ヵ所でみられる。材は節有
痕あり 痕あり も維な作り 土中部分 材。

全般的に平
坦ながらも加
工痕は不明

舗と考えられる
上端両側函

SE242 478 16 (65.5) 7.5 1.8 板目 瞭下方では
祈り復あり

平温なイ乍り に木町穴あ 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
詑状工具に
よる刃止まり
痕が毘られる

全般的に平
坦ながらも加 上端両側面
工痕は不明

直線的な切
に木釘残存

SE242 479-17 (66.5) 6.3 2.0 柾目 暗 下方では 不明瞭
断痕

平±gな作り と中位片面
詑状工具に に木釘穴あ
よる刃止まり
痕が見られる

全般的に平
坦ながらも加
工痕は不明

醐と考えられる
上端両醐薗

SE242 480-18 (63.5) 8.8 2.2 板目 瞭 下方では
研り痕あり

平坦な作り に木釘穴と 告ガ痕が外面の中位と下方の2か所でみられる。
詑状工具に 木町残存
よる刃止まり
痕が見られる

全般的に平
坦ながらも加
工痕は不明

醐と考えられる 平坦ながら
上端両側面

SE242 481 19 (65.0) 8.2 2.2 板目 陣 下方では に木釘穴と
蛇状工具に

研り痕あり も維な作り
木釘残存

よる刃止まり
痕が見られる

全般的に平
坦ながらも加
工痕は不明

平坦ながら
よ端両側面

SE242 482-20 (66.5) 6.3 2.2 板目 暗 下方では 不明瞭
も殺な作り

に木釘穴と
能状工具に 木町残存
よる刃止まり
痕が見られる

」

全般的に平
上端両側面

SE242 483-21 (66.5) 6.8 2.0 板目
坦ながらも加

不明瞭 平坦な作り に木倉T穴あ 告ガ痕が外面の下方1か所でみられる。
工痕は不明
暗 り

上端両側面

蛇状工具かと
醐と考えられる

に木町穴と

SE242 484-22 (65.4) 12 3 24 板目 思われる刃 平坦な作り 木町残存 内薗よ方にあり
先痕あり

祈り痕あり 下方片側に
も木釘穴あ
り

全般的に平
よ端両倒面

SE242 485 23 (64.0) 6.5 2.0 板目 坦ながらも加
不明瞭 平坦な作り に木釘穴あ

工痕は不明
瞭

り
＋ 

全般的に平
坦ながらもカ日
工痕は不明 上端両側面

(65.0) 9.6 2.0 板目 瞭下方では 不明瞭 平坦な作り に木章I穴あ 材は節持ち材。
錠状工具に り
よる刃止まり
痕が見られる

全般的に平

SE242 ' 487-25 
坦ながらも加 醐と考えられる 上端両側面

(65.0) 6.5 2.0 板目 工痕は不明 祈り痕あり 平坦な作り に木重T穴あ 肉面よ方にあり 下方は風食が激しい。

暗 り

全般的に平
上端両側面

(64.0) 11 0 2.2 板目
坦ながらも 舗と考えられる

平坦な作り に木釘穴と 材は節持ち材 下方は風童が激しい。
加工痕！ま不 研り痕あり
明瞭

木町残存

鋸線状痕あり
両繍辺部に
は組痕あり

平坦ながら
平坦

SE248 517-1 151.0 6.0 2.0 柾目 下方には、手
加工痕不明

正直台
斧、蛇などに 世用か
よって斜めに
削られる

鋸線状痕あり
両端辺部に
は飽痕あり

平坦ながら
平坦

SE248 518-2 150.0 12.0 20 板目 下方には、手
加工痕不明

正直台
斧、韓などに 使用か
よって斜めに
削られる

平坦ながら
加工復不明 平tg

SE248 519-3 151.0 8.2 20 板目
下方には、手 平坦なh＇ら 正直台
斧、蛇などに 加工痕不明
よって斜めに

世用か

削られる

鋸線状痕あり
両端辺部に
｛ま鞄痕あり

平坦ながら
平j旦

SE248 520 4 151.0 7.0 2.5 板目 下方には、手
加工痕不明

E直台 芯部分が残る
斧、鈴などに 使用か
よって斜めに
削られる

平坦ながら
加工痕不明 平j旦

SE248 521-5 151.0 9.0 2.0 板目
下方にlま、手

正直台
斧、鈴などに
よって斜めに

使用か

削られる

屈線状痕あり
両端辺部に
！ま担痕あり

平坦ながら
平坦

SE248 522-6 151.0 9.8 20 柾目 目下方には、手
加工痕不明

正直台
斧、症などに 世用か
よって斜めに
削られる

平坦ながら
加工痕不明 平坦

SE248 523 7 150.5 6.0 2.0 板自
下方には手 平坦ながら 正直台
斧、詑などに 加工痕不明 使用か
よって斜めに
削られる

輯輯状痕あり
商端辺部に 平坦ながら
｛ま抱痕あり 加工痕不明 平坦

SE248 524 8 146.0 5.8 2.0 板目 下方には、手 ただし薄つらと 正直台 芯部分が残る側面の一部は面取りされている
斧、詑などに 線状の加工痕 使用か
よって斜めに らしきものア ＇）

削られる
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遺構名 遺物番号 段目
法量

木取り
加工痕跡や刻印の有無

木釘状痕況の 当たり痕跡
備考

全長（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 外面 内面 よ端 下端 側 面 の状況

平坦ながら
加工痕不明

平坦
SE248 525-9 151.0 9.2 2.0 板目

下方には、手 平坦ながら
正直台

斧、Itなどに 加工復不明
よって斜めに

使用か

削られる

鋸線状疲あり
両箱辺部に
は飽痕あり

平坦ながら
平j呈

SE248 526-10 151.0 9.0 2.0 板目 下方には、手
加工療不明

正直台
斧、蛇などに 使用か
よって斜めに
削られる

鋸線状痕あり
両錨辺部に
1封包復あり

平j~ながら
平j~

SE248 527 11 151.0 6.7 2.0 柾目 下方には、手 正直台

斧‘詑などに
加工痕不明

使用か
よって斜めに
剛られる

録線状疲あり
両立岩坦剖に
は担疲あり

平坦ながら
平坦

SE248 528-12 151.0 10.0 2.0 柾目 下方には手 正直台
斧、詑などに

加工復不明
使用か

よって斜めに
削られる

平坦ながら
加工復不明

平2旦
SE248 529-13 147.0 11.0 2.0 板目

下方には、手 平坦ながら
正直台

斧、詑などに 加工復不明
よって斜めに

使用か

削られる

鋸線状痕あり
両立岩辺部に
Iま飽疲あり

平坦ながら
平lH

SE248 530-14 151.0 10.0 2.0 柾目 下方には、手 正直台
斧、蛇などに

加工槙不明
使用か

よって斜めに
削られる

鋸線状復あり
両繍辺部に
は飽復あり

平担ながら
平坦

SE248 531 15 151.0 7.0 2.0 柾自 下方には、手 正直台
斧、鈴などに

加工痕不明
使用か

よって斜めに
削られる

緩線状痕あり
両..辺部に
は飽復あり

平坦ながら
平坦

SE248 532-16 150.8 13.0 2.0 柾目 下方にl立、手 正直台
斧、佐などに

加工痕不明
使用か

よって斜めに
削られる

鋸線状痕あり
前場辺部に
は抱癌あり

平坦ながら
平坦

SE248 533-17 150.0 6.5 2.0 柾目 下方にl;I:，手 正直台
斧、駐怠どに

加工復不明
使用か

よって斜めに
附られる

鋸線状復あり
荷端辺部に
は担復あり

平坦ながら
平坦

SE248 534-18 (150.0) 10.0 2.0 柾目 下方には、手
加工痕不明

正直台
斧、蛇、量な 世用か
どによって斜
めに削られる

鋸輯状痩あり
両立岩辺部に
lま担痕あり

平温ながら
平甥

SE248 535-19 (102.0) 7.0 2.0 板目 下方には、李 正直台
斧錠甚な

加工寝不明
世用か

どによって斜
めに削られる

鋸輯状疲あり
両端辺部に
は飽痕あり

平坦ながら
平坦

SE248 536-20 (147.5) 10.0 2.0 柾目 下方には、手 正直台
斧、錠、畢な

加工痕不明
使用か

どによって斜
めに削られる

不明瞭 平坦ながら
平坦

SE248 537 21 (74.0) 6.5 2.0 板目 正直台節が貝られる 加工痕不明
使用か

鋸線状復あり
両端辺部に
は抱痕あり

平坦ながら
平lH

SE248 538 22 (87.4) 7.5 2.0 柾目 下方には手 正直台
斧、蛇、甚な

加工痕不明
使用か

どによって斜
めに削られる

平坦ながら
平坦

SE248 539→23 (148.0) 10.0 2.0 板目 不明瞭 正直台
加工痕不明

使用か

鋸線状復あり
両繍辺部に
は飽痕あり

平坦ながら
平坦

SE248 540→24 150.8 10.0 2.0 柾目 下方には手 正直台

斧‘詑、畠な
加工復不明

使用か
と’によって斜
めに剛られる

平湿ながら
加工痕不明

平坦
SE248 541 25 147.0 7.0 2.0 柾目

下方には、手 平坦ながら
正直台

斧、蛇などに 加工復不明
使用か

よって斜めに
削られる

撃痕の織な
全体に不明瞭 平坦

同面下方にあ
SE281 561-1 (76) 11 0 2.5 柾目 下薗に丸畢痕 正直台 件直に残る刃幅は1.5cm

刃跡あり
あり 使用か

り接合部分

鋸線状癒あり 全体に不明瞭 平t旦
SE281 562-2 (76) 6.0 2.0 柾目 両端辺部lま 下面に畠痕あ 正直台

飽痕あり 使用か
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遺構名 遺物番号 段目
法量

木取り
加 工痕跡や刻印の有無

木釘状痕況の 当たり痕跡 備考
全長（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 外面 内簡 上端 下端 側 面 の状況

録線状痕あり全体L不明瞭 平坦
内面下方にあり

SE281 563-3 (77) 9.0 2.0 柾目 両端辺部は 下面に畠痕あ 正直台 )Iガ撞が外面の上下2か所でみられる
飽痕あり 使用か

接合部分

鋸線状痕あり 全体に不明瞭 平坦
SE281 564-4 (78) 8.0 2.0 柾目 両端辺部に 下面に丸畢痕 正直台

は抱痕あり あり 値用か

全体に不明瞭 平坦で正直

SE281 565-5 (8.0) 7.0 2.0 柾目
鋸線状復と瞳

下面に丸畠痕
台使用か 下

の刃先復あり
あり

方に不明加
エ痕あり

平坦ながら 主体に不明瞭 平坦
内面下方にあり

SE281 566-6 (79) 5.0 2.0 柾目 も．加工痕見 下面に畢痕あ 正直台
陸合剖分

られず り 匝周か

鋸韓状痘あり 全体に不明瞭 平坦 内面下方にあり 内側面左下方に刃先でxxxと連続した痕が見られる。
SE281 567 7 (76) 11.0 1.9 柾目 両錨辺部に 下薗に丸畢痕 正直台 陸合部分 タガ痕は上下2か所でみられる。

は担痕あり あり 使用か

置線状痕あり 全体に不明瞭 平坦 向面下方にあり 向側面右中位に刃先で／／／／と連続した痕が見られる。タ
SE281 568-8 (76) 6.8 2.0 柾目 両立造辺部に 下面に丸畠痕 正直台 後合部分 ガ痕は上下2か所でみられる．Iま担痕あり あり 使用か

鋸線状痕あり 全体に不明瞭 平t旦 内側面左下方に刃先で／／／／と連続した痕が見られる．タ

SE281 569-9 (79) 9.4 2.0 柾目 両立極辺部に 下面に丸畠横 正直台 ガ痕は上下2か所でみられる。内面下方には打墨壷 が見
lま飽復あり あり 世周か られる。

蝿韓状復あり 全体に不明暗 平1呈
内面下方にあり

SE281 570-10 (78.5) 8.0 2.0 柾目 両端辺部に 下面に丸監痕 正直台 ヲガ痕が外面の上下2か所でみられる
は飽痕あり あり 世周か

後合部分

平坦で薄らと

鋸輯扶痕と量
全体に不明瞭 鋸練校檀が

内面下方にあり
SE281 571-11 (77.5) 9.4 2.0 柾目 下面に畢痕あ 剖印あり 見える・ － ヲガ痕が外面の上下2か所でみられる

の刃先疲あり 揖→正置台 ？奏会部分
り

の順で使用か

鋸線状痕あり 全体に不明暗 平坦
内側面右中

SE281 572-12 (77.0) 9.0 2.0 柾目 両端辺部に 下面に畢I&あ 正直台 )Iガ痕が外面のよ下2か所でみられる。
は抱痕あり り 使用か

位にあり

鋸縁状痕あり 全体に不明瞭 平坦 内側面右よ方と中位の2カ所に刃先でxx×と連続した
SE281 573-13 (81.0) 8.9 2.0 柾目 両端辺部に 下面に不明暗 正直台

痘が見られる。タガf痕は下方町1カ所で見られた．
は抱疲あり な畢復あり 世用か

揖線状痕あり 全体に不明瞭 平坦 内面下方にあり
SE2自1 574-14 (81.0) 12.0 2.0 柾目 両繍辺部に 下面に畠復あ 割印あり 正直台 後合節分 ヲガ痕が外面の上下2か所でみられる。

lま担痕あり り 使用か

鋸醜状痕あり 全体に不明暗 平坦 内面下方には不明瞭ながらも打墨痕が見られ る。f訴
SE281 575-15 (79.0) 8.0 2.0 柾目 鎧両復場辺聖部復にあiりj 

下面に畢痕あ 正直台
ガ痕は上方 1力所。

り 使用か

平坦ながら 全体L不明瞭 平担
内函下方にあり

内側面右下方L刃先でxx xと連続した痕が見られる。

SE281 576-16 (82.0) 40 2.0 柾目 も、加工痕見 下面に畠痕あ 正直台 タガf痕は上下2か所でみられる。内面下方には不明瞭な
られず り 世用か

接合部分
打墨痕あり。

鋸線状痕あり全体L不明暗 平坦
向制面右下 内面下方にあり

SE281 577-17 (79.0) 12.0 1.8 柾目 9両8復端、辺畢部復にあiりj 
下函に藍痕あ 正直台 )Iガ痕が外面のよ下2か所でみられる。
り 世周か

方にあり 機合部分

鋸線状痕あり 全体L不明瞭 平j~

SE281 578-18 (75.5) 5.8 2.0 柾目 両立掲辺部に 下面に不明瞭 正直台
は担疲あり な艶痕あり 世用か

輯輔状痕あり 全体に不明瞳 平j~

SE281 579-19 (77.0) 8.0 2.0 柾目 鎗両復増辺醤部痕にあtりj 下薗に畠痕あ 剖印か 正直台 ヲガ痕が外面の上下2か所でみられる
り 使用か

録線状復あり 全体に不明瞭 平担
向面下方にあり ヲガ痕が外面の上下2か所でみられる。内面下方に

SE281 』 580-20 (75.5) 9.0 2.0 柾目 両鉛痕端、辺畢部痕！あこiりj 
下面に畠痕あ 正直台

按合部分 は打墨痕が見られる。り 世周か

銀線状痕あり 全体に不明瞭

両編辺部に 下方には鋸輯 平坦
向倶l面右中 向面下方にあり

SE281 I 581-21 (81.2) 6.2 2.0 柾目
は抱痕、事痕 状痕あり 措合 正直台

位にあり 援合部分
ヲガ痕が外面の上 下2か所でみられる。

あり 部分にlま醤壇 慣用か

SE281 I 582 22 
鍛錬状痕あり 全体に不明暗 平温

内側面左中(76.5) 7.2 2.0 柾目 両端辺部に 下面に醤痕あ 正直台
iま担複あり り 使用か

位にあり

鋸線状痕あり 全体に不明暗 平坦 内面下方にあり 内側面右下方と中位に刃先でX ××と連続した痕が見ら
SE281 583 23 (78.0) 5.5 2.0 柾目 両鉛獲端辺量都鍍にあiりj 下面に不明瞭 正直台

撞合部分 れる。タガ痕は上下2か所でみられる。
な磐痕あり 使用か

銭線状復あり 全体に不明瞭 平坦
向倒面左下 向面下方にあり

SE281 584-24 (75.0) 11 5 2.0 柾目 両鈎痕端、辺畢部復！あこ1りj 
下面に畠痕あ 剖印あり 正直台 ヲガ痕が外面 の上 下2か所でみられる。
り 使用か

方にあり 接合部分

手斧痕や韓、 全体に不明瞭 平1旦 外側面右端部にはやや打墨悲が見られる。 ヲガ痕は
SE281 585-25 (80.0) 27.0 1.9 柾目

車窓あり
下面に畠痕あ 正直台

件面の上方1力所でみられる。節有材。
り 使用か

錦織状復あり
全下体面にに不丸明畢瞭痩

平j~
内側面右下 向面下方にあり

SE281 586『 26 (81.5) 8.2 2.0 柾目 両端辺舗に 正直台 )Iガ痕が外面のよ下2か所でみられる。
は抱痩あり あり 世周か

方にあり 接合部分

鋸輯状復あり 全体に不明聞 平t旦
向間函右下 向面下方にあり )Iガ痕が外面の上下2か所でみられる。内面下方 に

SE281 587-27 (78.0) 7.0 2.0 柾目 両錨辺剖に 下面に丸畢痩 正直台
方にあり 縫合部分 は打墨痕あり。は飽痕あり あり 使用か

盟線状痕あり 全体に不明瞭 平恒 内側面右下方L刃先でxxxと連続した痕が見られ
SE281 588-28 (76.0) 8.8 2.0 柾目 両II:辺部に 下面に丸畠疲 正直台 る。担ガ痕が外面のよ方1力所でみられる。 肉面下方

iま担痕あり あり 世周か

蝿線状疲あり 主体に不明暗 平但 内側面右中位から下方Lかけて刃先で×××と連

SE281 589-29 (77.0) 9.2 2.0 柾目 而端辺部にl下面に丸畠痕 正直台 続した痕が見られる。空ガ痕が外面の 上 方1力所でみ
担虫、壁疲ありあり 使用か られる。内面下方には打墨痕あり。

ト一一ー一一一一一一 輯線状痕あり 全体に不明暗 平坦 内側面右下方に刃先で×xxと連続した壊が見られ
SE281 590-30 (76.0) 5.0 2.0 柾目 両II:辺部には下面に丸睦痕 正直台

る。告ガ痕が外面の上方1カ所でみられる。飽疲、畠疲あり あり 使用か

暗線状flあり 全体に不明暗 平坦
上端商剛面 内面下方にあり

SE281 591-31 2 (84.0) 13.0 2.0 板目 間嫡辺部に 下面に丸畠痕 E直台 世ガ痕が外面のよ下2か所でみられる。
は飽痕あり あり 堕用か

に木釘残存 後合部分

全体に不明瞭
銘線状痕あり 下方には鋸綿 平坦 上端両醐面 内側面右下方に刃先でxxxと連続した痕が 見られ

SE281 592 32 2 (84.0) 6.0 2.3 柾目 両端辺倒に 状痕あり篠合 打復あり 正直台 に木釘、＊
る。ヲガ痕が外面の上方1力所でみられる。は飽痕あり 部分には聖癌 憧用か 釘穴あり

あり

平坦で鋸線 全体に不明暗 平i旦 内函右倒面
向面下方にあり2 (84.3) 8.3 2.1 柾目 状獲が貝ら 下面に丸量痕 正直台 の上下端に

れる あり 憧周か 木釘穴あり
按合部分

盟線状復あり 全体に不明瞭 平Jg
よ端而制面SE281 594-34 2 (84.0) 8.5 2.4 柾目 両端辺部には 下面に畢痕あ 打痕あり 正直台

飽娘、畢痕ありり 慣用か
に木釘残存

鋸線状復あり 全体に不明瞭 平温 よ端両側面
SE281 595-35 2 (83.7) 6.0 20 柾目 両端辺部に 下面に丸畠疲 打痕あり E直台 に木軒、木

は紐痕あり あり 使用か IT穴あり

銭線状痕あり 全体に不明瞭 平坦 上端商剖面
向面下方にあり

SE281 596 36 2 (84.0) 8.0 2.0 柾目 両端辺師に 下面に畢疲あ 打痕あり 正直台 ！こ木釘、木 外面に残る加工痕の刃幅は4cmほど了。
は飽痕あり り 使用か 釘穴あり

f委合部分

銀総状痕あり 全体に不明瞭 平温 よ端両倒面 内側面右下方 に刃先で xxxと連続した痕が毘られ
SE281 597-37 2 (84.0) 5.6 2.0 柾目 両端辺部に 下面に丸畠痕 打痕あり 正直台 に木釘穴あ

る。骨ガ痕が外面の上、下方に2力所でみられる。は飽痕あり あり 憧用か

盟線状痕あり
全体に不明瞭 平坦 上端両側面

SE281 598-38 2 (83.4) 10.4 2.0 柾目 両II:辺部に 下面に丸畠痕 剖印あり E直台 に木釘、木 木 口に刻印あり Oに「六」iま鞄疲か畢
あり 慣用か 釘穴あり

痕あり

鋸線状復あり 全体に不明暗 平1旦 下端両rn11面
SE281 599-39 2 (84.0) 4.5 2.0 柾目 商繍辺剖に 下面に丸畠痕 IT痕あり 正直台 に木町穴あ 告ガ痕が外面の上方1力所でみられる。

は飽痕あり あり 使用か り

盟線状痕あり
全体に不明瞭 平坦 よ端両醐函

SE281 6日0-40 2 (84.0) 11.3 2.0 板目
両端辺部に

下面に丸畢痕 打痕あり
鋸による切

正直台 に本釘穴あIま鈎痕か畢 断痕あり
痕あり

あり 使用か り

鋸線状痕あり
全体に不明瞭

両端辺剖に
下方には鋸揖 平坦

上端両倒面SE281 601-41 2 (84.4) 5.8 2.0 柾目 状痕あり接合 正直台iま鞄痕か畢
部分には轄痕 使用か

に木釘残存
痕あり

あり
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遺構名 遺物番号 段 目
法量

木取り
加工 泉 や刻印の有無 木釘痕 の 当たり痕跡

備考
全長（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 外面 肉面 上端 下端 側面 状況 の状況

鋸線状復あり
全体に不明瞭 平坦 よ端両制面

SE281 602-42 2 (84.0) 4.5 2.0 柾目
両繍辺倒に

下函に丸聾痕 争T痕あり 正直台 に木釘穴あ
内面下方にあり

は飽痕か畢 僚会部分
痕あり

あり 使用か

鋸線状痕あり 全体に不明瞭 平土旦 よ端両側面 外面中位には墨痕あり。告ガ痕が外面の上方1力所
SE2B1 603-43 2 (84.0) 11.3 2.0 柾目 両端辺部に 下面に丸畢痕 正直台 に木町木

でみられ る。は飽痕あり あり 使用か 釘穴あり

鋸線状痕あり 全体に不明瞭 工事坦
上端両4則面 内側面左上方に刃先で×× xと連続 した痕が見られ

SE281 604-44 2 (84.2) 5.1 2.2 柾目 両＂辺部に 下函に畢疲あ 打痕あり 正直台
に木町残存 る。lま飽痕あり り 使用か

鋸線状痕あり 主体に不明瞭 平坦
上端両醐面
に木町、木 内面下方にあり 内側面左上方に刃先でxxxと連続した譲が見られ

SE2B1 605-45 2 (84.0) 10.5 2.0 柾 目 両端辺部に 下面に丸畠痕 打痕あり 正使直台 釘穴あり 後合部分 る。＇.＼！ガ痕が外面の上 方1力所でみられる。は飽疲あり あり 用か 下舗にもあり

鋸線状復あり
全体に不明暗 平t且 よ箱両側面

SE281 606-46 2 (84.5) 6.1 2.0 柾目
両端辺部に

下面に丸聾痕 打痕あり 正直台 に木釘穴あ
向面下方にあり

は飽痕か畢 後合部分
痕あり

あり 使用か

鋸線状痕あり
全体に不明暗 平IH よ端両t則面 ヲガ痕が外面の上方 1力所でみられる。右側側面に碕＂辺部に 内面下方にあり

SE281 607-47 2 (84.4) 12.2 2.0 柾目 は飽痕か畠
下面に丸畢痕 争T痕あり 剖印あり 正直台 に木釘木

後合部分 「二」の墨書あり
復あり

あり 使用か 釘穴あり

鋸線状痕あり
全体に不明瞭 平坦 上端両制面 ＇.＼！ガ痕が外面の上下2か所でみられる。 墨 痕は下段

SE281 608-48 2 (84.2) 6.5 2.3 柾目
両錨辺部に

下簡に畢疲あ 畳痕あり 正直台 に木町、木
同面下方にあり

は飽痕か畢 後合部分 面 に「x」と左側側面に『ニカ」「いれ。
復あり

使用か 町穴あり

鋸線状痕あり
全体に不明暗 平坦 上端両醐面

SE281 609 49 2 (84.3) 6.0 2.0 柾目
両＂辺部に 下面に畢痕あ 打痕あり 正直台 に木町、木

向薗下方にあり
は飽痕か量

使用か 釘穴あり 後合部分
痕あり

平坦で、鋸痕 全体に不明瞭 平坦 上端両醐廼
内面下方にあり 内側面右上方に刃先でxxxと連続した痕が見られ

SE281 610-50 2 (84.0) 5.6 2.3 柾目 と畢疲が若干 下面に畢復あ 正直台 に木町‘木
篠合部分 る。ヲガ痕が外面の下方 1力所でみられる。

櫨認できる り 使用か 釘穴あり

鋸線状痕あり
全体に不明瞭 平坦

SE281 611 51 2 (84.2) 5.0 2.0 柾目
両＂辺部に 下函に丸畢復 打痕あり 正直台

上端両剛薗 同面下方にあり
は飽痕か量

あり 使用か
に木町残存 後合部分

復あり

鋸線状痕あり
全体に不明暗 平坦 上端両制面

SE281 612 52 2 (84.2) 11.7 2.0 柾目
両端辺部に

下面に丸畢疲 正直台 に木町、木
向面下方にあり

は飽痕か量
あり 使用か 釘穴あり

機合部分
復あり

全体に不明瞭
鋸線状復あり だが量や飽 平坦 上端両醐面

向面下方にあり
SE281 613-53 2 (84.1) 5.6 2.1 柾目 両端辺部に 痕、鋸線状疲も 打復あり 正直台 に木町、木

縫合部分
は飽復あり みられる下面 使用か 町穴あり

に丸畢痕あり

鋸線状痕あり 全体に不明瞭 平坦 上端両制面
向面下方にあり

SE281 614-54 2 (83.5) 7.0 2.0 柾目 両堵辺部に 下面に畢疲あ 正直台 に木町、木
綾合部分

は飽痕あり り 憧周か 釘穴あり

鋸線状復あり 全体に不明暗 平坦 よ錨両制面 内側 面左下方に刃先でxxxと連 続した壊が見られ
SE281 615-55 2 (84.2) 4.5 2.2 柾目 商場辺部に 下函に畢痕あ 打復あり 正直台 に木町穴あ

る。は飽痕あり り 使用か

鋸線状復あり
全体に不明瞭 平坦

SE281 616-56 2 (84.0) 11.0 2.0 板目
両端辺部に

下面に草痕あ 正直台
よ錨両制面 内面下方にあり

は飽疲か菖 に木釘残存 後合部分
mあり

使用か

鋸線状痕あり
全体に不明瞭 平IH 上端両制高

SE281 617-57 2 (83.B) 6.0 2.5 柾 目
両堵辺部に

下箇に丸畢痕 IT痕あり 正直台 に木町、木
内面下方にあり

は飽痕か畢
あり 使用か 釘穴あり 接合部分

疲あり

鋸線状痕あり
全体に不明暗 平坦 上端両棚衝 側面下端に刃止まり痕が見られ、削り残しが観察で

SE2B1 618-58 2 (84.0) 5.2 2.0 柾目
高場辺部に

下面に丸量議 打篠あり 正直台 に木町、木
内面下方にあり きる。正直台以外の道具（銑）による加工 の可能性も

は飽復か畢
あり 使用か 釘穴あり

縫合部分
考えられる。痕あり

揖線状復あり
全体に不明瞭 平坦 上端両醐函

SE281 619 59 2 (83.0) 7.9 2.0 柾目
両＂辺部に 下面に畢痕あ 打穣あり 正直台 に木町、木

内面下方にあり
は飽痕か畢 縫合部分
痩あり

使用か 釘穴あり

銀総状痕あり
全体に不明瞭 平t且 よ堵両制面 側 面下端に刃止まり痕が見られ、 削り残しが観察で

SE281 620-60 2 (84.0) 4.8 2.5 柾 自
両端辺部に

下函に丸盤痕 打痕あり 正直台 に木釘、木
内面下方にあり

きる。正直台以外の道具（銑）による加工 の可能性も
lま飽痕か量

あり 使用か 釘穴あり
縫合部分

考えられる。復あり

鋸線状復あり
全体に不明瞭 平IH よ錨両制面

SE281 621-61 2 (84.2) 10.0 2.0 柾目
両＂辺部に 下面に丸畢疲 千T痕あり 正直台 に木釘、木

同面下方にあり
lま飽痕か聾

あり 世周か 釘穴あり ？妾合部分
痕あり

鋸線状痕あり
全体に不明瞭 平t旦 上端両剛面 肉側 面右上方に刃先で×××と連 続した痕が見られ

SE281 622-62 2 (84.2) 柾 目
両端辺部に

下函に丸畢復 打痕あり 正直台 に木町、木
同面下方にあり

は飽痕か畢 接合部分 る。
権あり

あり 使用か 釘穴あり

鋸線状痕あり 全体に不明暗 平坦 上錨両制面
内面下方にあり

SE281 623-63 2 (84.0) 6.0 2.1 柾目 両端辺部に 下函に丸畢痕 打痕あり 正直台 に木釘穴あ
接合部分

は飽痕あり あり 使用か

備による表面
不明瞭ながら

平坦ながら
SE286 674-1 (35.0) 8.5 1.0 板目 加工あり

下方には撃に
維なっくり 加工に鐘使用か

よる切商＇I痕あり

備による表面
不明瞭ながら

SE286 675 2 (32.0) 3.8 1.0 板目
加工が主で、

下方に切削復
平坦ながら

加工に鐘使用か部畢痕も 錐なつ〈り
里られる

あり

舗による表面
不明瞭ながら

SE286 676-3 (32.0) 6.0 1.2 板目
加工が主で、

下方には畢に
平坦ながら

加工に鍵使用か一部畢穫も 維なっくり
見られる

よる切削痕あり

不明瞭ながら
不明瞭ながら

SE286 677 4 (31.5) 5.0 1.0 板 目 一部で畢疲
下方には畢に 平坦ながら

加工に鐘使用かよると思われる 維なつくり
が見られる

切削復あり

鋪による表面
不明瞭ながら

SE286 678-5 (32.0) 7.0 1.0 板目
加工が主で、

下方には撃に
平坦ながら

加工に鐘使用か一部畢復も
よる切削復あり

雑なっくり
見られる

嫌による表面
不明瞭ながら

SE286 679-6 (30.0) 4.5 0.8 板目
加工が主で、

下方には畢に
平組ながら

加工に鐘使用か一部監痕も 維なっくり
見られる

よる切断槙あり

不明瞭ながら 不明瞭ながら
平坦ながら

SE286 680 7 (33.0) 6.0 1.0 板目 一部で畢痕 下方には畠に
雑なっくり 加工に鐘使用か

が見られる よる切削疲あり

備による表面

SE286 681-8 (32.0) 8.0 1.0 板 目
加工が主で‘ 全体的に 平坦ながら

加工に鐘使用か一部監痕も 不明瞭 維なつ〈り
見られる

舗による表面

SE286 682 9 (32.0) 9.5 1.0 板 目
加工が主で、 全体的に 平坦ながら

加工に鐘使用か一部畢復も 不明瞭 雑なっくり
見られる
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i量構名 遺物番号 段目 全長（cm）最悪酔（cm)
木取り

加工痕跡や刻印の有無
木釘状痕況の 当たり痕跡

外面 内 面 上端 下端 側 面 の状況
備 考

SE286 683 10 (29.0) 全体的に
不明瞭ながら 平坦ながら

5.0 1.0 柾目 下方には臨に
不明瞭

よる切削痕あり
維なつくり

SE286 684-11 2 
全体的に

不明瞭ながら
平坦ながら

38.0 9.0 1.0 板目 下方には畠に
不明瞭

よる切削疲あり
維なっくり

実き畢による
闘による表面開聾痕が見ら

SE286 685-12 2 38.0 9.0 1.0 板目
加工が主で れる． よ方、 平坦ながら 加工痕は比較的良好に残る
一部畢痕も 下方には丸盤 維なつくり
見られる などによる切削

加工に鍵使用か

痕がある＠

踊による表面 不明瞭ながら

SE286 686-13 2 38.0 8.2 1 0 板目
加工が主で、 上方、下方に 平坦ながら

加工に鍵使用か
一師聖疲も は畢による切 殺なつ〈り
見られる 削痕あり

不明暗拡がら

SE286 687-14 2 38.0 4.8 1.0 板 目
全体的に よ方、下方に 平坦ながら
不明瞭 は事による切 維なっくり

削復あり

衡による表面 不明瞭ながら

SE286 688-15 2 38.0 4.0 1.0 板目
加工が主で、 よ方、下方に 平！§ながら 外面から 和釘が外面から肉面へ1力所あり

部聖痕も は畢による切 絡なっくり 内面へ 加工 に縫使用か
見られる 削痕あり

術Lよる表面 不明瞭ながら

SE286 689-16 2 38.0 3.5 1.0 板目
加工が主で、 上方、下方に 平煙ながら

部草療も は畢による切 維怠っくり 加工に鐘使用地、

且られる 削疲あり

鎌により表面
不明瞭ながら

SE286 690-17 2 38.0 5.0 1.0 板目 の加工痩が
上方、下方に 平坦ながら

見られる
は畢による切 縫なっくり 加工に鑓使用か

削疲あり

備により表面
不明瞭ながら

SE286 I 691 18 2 38.5 6.0 1.0 板目 の加工痕が
上方、下方に 平坦ながら

見られる
は畢による切 維なつ〈り 加工に鐘使用か

削痕あり

SE286 692-19 
踊により表面 不明瞭ながら 平坦ながら

2 38.5 3.7 1.0 板目 の加工痕が 下方には盤に 加工に鑓使用か
見られる よる切削疲あり

維なつくり

衡により表面
舗による表面

SE286 693 20 2 38.0 8.0 1.0 板自 の加工痕が
加工復が見ら 平坦ながら

加工 に鐘使用か
見られる

れ、上方と下方 維なつくり
には畢痕あり

鋪により表面
不明瞭ながら

SE286 694-21 2 38.0 5.0 1.0 板目 の加工痕が
上方、下方に 平坦拡がら

且られる
は量による切 雑なつくり
削痕あり

舗により墨画
踊による表面

SE28G 695-22 2 38.0 7.0 1.0 板目 の加工痕が
加工痕が見ら 平坦ながら

加工に鐘使用か
見られる

れ、上方と下方 維なっくり
には畢痕あり

不明瞭ながら
鋳により表面

SE286 696-23 2 38.0 11.0 1.0 板目 の加工痕が
上方、下方に 平坦ながら

里られる
1ま畢による切 殺なっくり 加工に鑓使用か

削痕あり

不明瞭ながら

SE286 697-24 2 38.0 7.0 1.0 板目
全体的に 上方、下方に 平坦ながら
不明瞭 は盤による切 維なっくり 加工に鑓使用か

削復あり

聞により署長面
不明瞭ながら

2 38.0 4.0 1.0 板目 の加工療が
よ方‘下方に 平坦ながら

見られる
は轄による切 維なつ〈り 加工に鍍使用か

削復あり

衡により表面
不明瞭ながら

SE286 699 26 2 38.0 5.3 1.0 板目 の加工痕が
上方、下方に 平坦ながら

見られる
は畢による切 錐なっくり 加工に鍵使用か

削痕あり

踊により表面
不明瞭ながら

SE286 700-27 2 38.0 5.0 1.0 板目 の加工痕が
上方、下方に 平坦ながら

里られる
は畢による切 縫なっくり 加工に鐘使用か

削疲あり

踊により表面
不明瞭ながら

SE286 701-28 2 37.5 9.8 1.0 板目 の加工穫が
上方．下方に 平坦ながら

毘られる
は量による切 維なつ〈り 加工 に鍵使用か

剛痕あり

不明瞭ながら

SE286 702-29 2 38.0 3.8 1.0 板目
全体的に 上方、下方に 平坦ながら
不明瞭 は畢による切 維なっくり

削痕あり

鏑により表面
輔Lよる表面

SE286 703 30 3 38.0 7.0 1.0 板目 の加工復が
加工痕が見ら 平坦ながら 内面の両端には木の節理の段が残る

見られる
れ、上方と下方 維なつくり 加工 に鍵使用か
には畢痕あり

SE286 
備により表面 舗加工によ痕るが表見面ら

平坦ながら 加工痕lま比較的良好に残る
704-31 3 38.0 11.0 1.0 板目 の加工疲が

見られる
れ‘上方と下方 維なつくり 加工 に鍵使用 か
には輯寝あり

舗により表面
闘による表面

SE286 705-32 3 38.1 4.0 1.2 板目 の加工痕が
加工疲が見ら 平坦ながら 加工痕は比較的良好に残る

見られる
れ、上方と下方 維なつくり 加工に鐘使用か

」 ー
には畢複あり

鍋により表面
鋪Lよる!il!Wi

SE286 706-33 3 38.0 9.2 1.0 板呂 の加工痕が
加工痕が毘ら 平坦ながら 加工痕は比較的良好に残る

見られる
れ、よ方と下方 錐なつくり 加工 に鑓使用か
には畢痕あり

舗により表面
踊による表面

SE286 1 707 34 3 38.2 9.4 0.8 板目 の加工復が
加工痕が毘ら 平坦ながら 加工痕は比較的良好に残る

見られる れ‘よ方と下方 維なっくり 加工 に鑓使用か
には醤疲あり

踊により署長面
踊による表函

SE286 708-35 3 38.3 3.7 1.0 板目 の加工痕が
加工痕が見ら ， 平坦ながら

加工に鍍使用か
見られる

れ、上方と下方 維なっくり
には聾痕あり

鏑により表面
舗による表面

SE286 709-36 3 38.1 7.0 1.0 板目 の加工痕が
加工痕が毘ら 平湿ながら

加工に鐘使用か
見られる

れ、よ方と下方 維なつ〈り
には畢痕あり

上方と下方で

衡により表面
加工復があり、

SE286 710-37 3 38.2 4.0 1.1 板目 の加エ痕が
醤などによる 平坦ながら 加工痕は比較的良好に残る

見られる
加工のない部 絡なっくり 加工に鑓使用か
分lま木白地肌

が残る

上方と下方で

舗により表面
加工痕があり、

SE286 711-38 3 38.4 6.0 1.2 板目 の加工痕が
甚などによる 平担ながら

加工に鑓使用か
見られる

加工のない剖 維なっくり
分は木町地肌

が残る

-142-



遺構名 遺物番号 段目
法量

木取り
加工痕跡や刻印の有無

木釘状痕況 の 当たり痕跡 備考
全長（cm) 幅（cm) 厚さ（cm) 外 面 内面 よ端 下端 側面 の状況

よ方と下方で

舗により表面
加工痕があり

SE286 712-39 3 38.1 7.8 1.2 板目 由加工痕が
甚などによる 平坦ながら

加工に銭使用か加工のない部 絡なっくり
毘られる

分は木の地肌
が残る

不明工具によ

踊により表面
る大きなlまつり

SE286 713 40 3 38.1 6.0 1.2 板目 由加工壌が
痕あり、鍵か 平坦ながら
上方下方に 維なっくり

且られる
は畠による加
工疲あり

上方と下方で

織により表面
加工療があり、

SE286 714 41 3 38.0 6.5 1.0 板目 の加工復＂＇
畢などによる 平j~ながら

加工に鍵使用か加工のない部 維なっくり
見られる

分は＊の地肌
が残る

上方と下方で

舗により表面
加工療があり、

SE286 715-42 3 38.0 6.0 1.0 板目 由加工痕が
甚などによる 平湿ながら

加工に鍵使用か加工のない部 維なっくり
見られる

分はコドの地肌
が残る

上方と下方で

踊により表面
加工槙があり、

SE286 716-43 3 38.0 10.0 1.0 板目 の加工榎が
畢などによる 平湿ながら

加工に鐘使用か加工のない部 雑なつ〈り
見られる

分は木白地肌
がIiる

上方と下方で

踊により表面
加工復があり、

加工痕は比較的良好に残る
SE286 717-44 3 38.2 9.2 1 0 板目 の加工痘が

撃などによる 平1且ながら
加工のない部 維なっくり 加工に鍍使用か見られる
分は木白地肌

が残る

全体的に
上方と下方で

平坦ながらSE286 718-45 3 38.4 5.8 1.0 板目 不明瞭
甚などによる

維なっくり
加工痕あり

上方と下方で

衡により褒箇
加工痕があり、

SE286 719 46 3 38.5 8.4 0.8 板目 の加工療が
甚などによる 平坦ながら

加工に鍵使用か加工のない部 維なつくり
見られる

分は木の地肌
が残る

上方と下方で
加工復があり‘

衡により表面 騒などによる
平坦ながら

SE286 720-47 4 38.0 10.0 1.2 板目 由加工括誌が 術痕もみられ
維なっくり 加工に鍵使用か

見られる るe加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工復があり

舗により表面 畠などによる
平慢ながら

SE286 721-48 4 38.0 8.7 1.0 板目 の加工痕が 鎌痕もみられ
維なっくり 加工に鍵使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

よ方と下方で
加工痕があり、

踊により表面 甚などによる
平坦ながらSE286 722-49 4 38.0 9.0 1.0 板目 の加工痕が 鏑痕もみられ
維なっくり 加工に鐘使用か

見られる る白加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

踊により表函 畢などによる
平湿ながらSE286 723 50 4 38.0 7.5 1.0 板自 (J)加工痕が 繍痕もみられ
維なつくり 加工に鍵使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

摘により表面 畢などによる
平坦ながらSE286 724-51 4 38.0 5.0 1.0 板目 の加工壌が 鏑痕もみられ
雑なっくり 加工に鐘使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

鏑により表面 車などによる
平坦ながらSE286 725-52 4 38.0 9.4 1.0 板目 の加工撞が 鏑菰もみられ
維なっくり 加工に鐘使用か

見られる る。加工のない
部分は木田地

肌が残る

よ方と下方で
加工痕があり、

踊により表面 甚などによる
平坦ながらSE286 726 53 4 38.2 4.0 1.2 板自 の加工痕が 踊痕もみられ
雑なつくり 加工に鐘使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

飢が残る

上方と下方で
加工痕があり、

鎌により表面 畢などによる
平坦ながらSE286 727-54 4 38.0 6.2 1.0 板目 の加工痕が 鏑痩もみられ
維なつ〈り 加工に鐘使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

輔により表面 量などによる
平坦ながらSE286 728 55 4 38.0 6.2 1.0 板目 の加工痕が 繍痕もみられ
維なつくり 加工に鍵使用か

見られる る。加工のない
部分，.木の地

肌が残る

-143一



遺構名 遺物番号 段目
法量

木取り
加工痕跡や割印の有無 木釘痕の 当たり痕跡

備考
,,."'-(cm) 幅（cm) 匿さ（cm) 外面 肉面 上端 下端 側 面 状況 の状況

上方と下方で
加工痕があり‘

踊により表面 撃などによる 平湿ながら
SE286 729 56 4 37.0 6.0 1.0 板目 の加工痕が 踊痕もみられ

維なつくり 加工に鐘使用か
里られる る。加工のない

部分は木の地
肌が残る

上方と下方で
加工復があり

鏑により表面 撃などによる
平坦ながら

SE286 730-57 4 38.0 6.4 1.0 板目 の加工痕が 踊痕もみられ
維なっくり 加工に鍵使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

揃により表面 量などによる
平坦ながら

SE286 731-58 4 37.5 8.5 1.0 板目 の加工痕が 踊痕もみられ
維なつくり 加工に鐘使用か

見られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る

よ方と下方で
加工痕があり、

衡により表面 甚などによる
平坦ながら

SE286 732-59 4 37.5 8.2 1.0 板目 の加工痕が 踊復もみられ
維なつくり 加工に鐘使用か

毘られる る。加工のない
部分は本田地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

踊により表面 量などによる
平坦ながら

SE286 733-60 4 38.0 8.8 1.0 板目 の加工療が 閥復もみられ
維なっくり 加工に鐘使用か

毘られる る。加工のない
部分lま木の地

肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

鏑により表面 甚などによる
平坦ながら 外面から 木釘か和釘が1力所外面～裏面へあり

SE286 734-61 4 38.0 80 1.0 板目 由加工痕が 踊痕もみられ
維なっくり 同苗へ 加工に縫使用か且られる る。加工のない

部分は木の地
肌が残る

上方と下方で
加工痕があり、

舗により表面 醤などによる
平湿ながら

SE2自自 735-62 4 38 0 11.0 1.0 板目 の加工痕が 踊痕もみられ
維なっくり 加工に鍵使用か

貝られる る。加工のない
部分は木の地

肌が残る
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